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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「ジャリス、砂さ漠ばくは暑いだろう。ナツメヤシの実はどうだ？　すぐに割ってあげよう」

　にこにこと話しかけたタバラン国の皇子クアイに、ジャリスは思わず顔を引きつらせる。

　ジャリス達が目指しているのは、広大な砂漠に囲まれたサウルナ国だ。

　初めて砂漠を旅するジャリス達は、息をするのも苦しい暑さと、痛いほど肌はだを焼く日差しに、既すでに疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていた。先さき程ほどやっとオアシスを見付けて、休きゆう憩けいしていたところだ。

　そんな中、ただ一人元気なのは、ジャリスと旅ができると浮うかれているクアイだった。

　ラクダに水を飲ませていたジャリスは、満面の笑えみを浮かべたクアイに疲つかれた顔を向けた。

「クアイ皇子、お気き遣づかいありがとうございます。でもそのくらい、自分で……」

「何を言っている！　そんな事をして、君の白しら魚うおのような手が傷ついたらどうするっ。君は俺の花はな嫁よめになるんだ。もし怪け我がでもしたら……」

　バルク号をネイレス国の港に預け、出発してから十日。クアイはずっとこの調子だ。事あるごとにジャリスの心配をし、長い愛の言葉を囁ささやく。だがどんな美び辞じ麗れい句くも、毎日毎日聞かされると、うんざりしてしまう。

「ほ、本当に大だい丈じよう夫ぶです……。あっそうだ、カッサラ。サウルナ国には明日着くのよね？」

　ジャリスは強ごう引いんにクアイの言葉を遮さえぎって、サウルナ国の海軍大たい佐さカッサラに話しかけた。クアイは不満そうだが、このままだと日が暮れてしまう。

　カッサラが頷うなずいたのを見て、ジャリスは乗組員達に向かって声を上げた。

「みんな、判わかっていると思うけど、サウルナ国には、シャイ悪ターン魔達がいるおそれがあるわ。奪うばわれた指輪を取り戻もどす為ためにも、絶対に彼らにみつかっては駄だ目め」

　数十人いるクアイの従者達に紛まぎれて、ジャリスとカッサラ、そしてバルク号の乗組員達は入国する予定だった。ジャリスの言葉に、集まった乗組員達が頷く。

「だがジャリス、お前が一番目立つんだぞ。国に入る前に、何か対策を考えないと」

　乗組員の一人であるコダートが、ジャリスに話しかけた。金きん髪ぱつに青い瞳ひとみ、白い肌という異国の風ふう貌ぼうを持つジャリスは、どこにいても人目を引く。だが正体を知られる訳にはいかなかった。

「判ってる。手は考えてあるわ。ね、アブウ」

　すると、ジャリスが腰こしからぶらさげた水差しから、ぽわんと煙けむりがあがる。姿を現したのは、銀髪銀目の水差しの精霊ジヤーンアブウだ。

「はーい、ご主人様。アブウにお任せを……」

「ふんっ、お前に何ができる。いつもジャリスの側にいるくせに、何の役にも立たないだろう」

　鼻で笑ったクアイに、アブウはむっとしたように、眉まゆをつり上げた。

「何て言いぐさですかーっ。あなたなんて害虫のくせに。ご主人様に近付かないで下さい！」

　しっしっと手で払はらう仕草をするアブウに、クアイが怒いかりで顔を染め、腰の剣けんに手をかけた。

「誰だれが害虫だと！　貴様、覚かく悟ごはできているんだろうなっ」

「ま、待ってよ。アブウは役に立つのよ。魔ま法ほうでわたしの姿を変えてくれるんだから」

「信じられないな。こいつは大した魔力もないんだろう。そんな事、本当にできるのか？」

　クアイが疑ぎ惑わくの視線をアブウに向ける。口を尖とがらせたアブウが、天を仰あおいで声を上げた。

「アブウの実力を見せてあげますっ。アブウ必殺姿変えの魔法！　ちちんぷいぷいえーいっ」

　呪じゆ文もんと同時に、ジャリスの身体からだが白い煙に包まれる。思わず目を瞑つぶったジャリスの耳に、おおっとどよめきが聞こえた。慌あわてて瞼まぶたを開くと、周りにいた全員がこちらを見つめている。側にあるオアシスの水面を覗のぞいてみると、黒髪黒目、浅黒い肌の自分の姿が映っていた。

「凄すごいっ。アブウ、やればできるじゃない！」

　実の所、姿変えの魔法などアブウに使えるのか、ジャリスも半信半疑だった。

「ああ、ジャリス。黒髪黒目の君も素す敵てきだーっ」

　感極きわまったように叫さけんだクアイが、ぎゅっとジャリスに抱だきついた。その瞬しゆん間かん、再び身体が煙に包まれる。まさかと思って水面を覗くと、そこには先程と同じ、金髪青い目のジャリスがいた。ジャリスが目を丸くしていると、アブウがふふっとほくそ笑む。

「あ、言い忘れてましたけどぅ、男の人に触さわられると、元に戻っちゃいますからねぇー。絶対絶対触っちゃ駄目ですよぅ。特にあなた！」

　アブウに指さされたクアイが、怒りの雄お叫たけびを上げ、今度こそ本当に剣を抜ぬく。

　べっと舌を出したアブウは、素す早ばやく水差しに戻ったのだった。
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「ざまあないな、ハジ。動けないなんてさ」

　薄うす暗ぐらい部屋には、寝しん台だいが一つ置かれているだけだった。リンドは、そこに横たわっているハジを見つめ、冷笑を浮かべた。荒あらい息をしていたハジが、リンドを睨にらみつける。

「……随ずい分ぶんと機き嫌げんが悪いな、リンド。せっかく私達の住むべき場所に戻ってきたというのに。そんなにあの人間達と別れてきたのが、悲しいのか？」

　リンドは、黒い瞳をかっと赤く染めた。ハジもリンドも、人間ではない。シャイ悪ターン魔と呼ばれる魔物ジンだ。リンドは自分の正体を知ってもなお、仲間と呼んで慕したってくれた人間達と、別れてきたばかりだった。

「いつまでサウルナ国の軍服を着ている。ここでは必要ないはずだ。……未練がましいぞ」

　ハジに言われ、リンドは唇くちびるを嚙かみしめた。アクラブ号の乗組員達と揃そろいの軍服を、脱ぬぐ事ができなかった。脱いでしまったら、彼らとの繫つながりが完全に切れてしまうような気がした。

「お前に何が判る！　俺は、俺は……」

　吐はき出すように叫んだリンドを見て、ハジが苦笑した。

「判るさ。多分、誰よりもな……」

　自じ嘲ちようするような響ひびきに、リンドははっとして顔をあげた。だがハジはそのまま背を向けて、リンドの言葉に二度と答える事はなかったのだった。
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　サウルナ国は、アラバーナ大陸の中心に位置している。首都のベルジアは、中心を流れるクラウ川の流れに沿って、白い石造りの街並みが形成されていた。ベルジアの中心には、シャリフ王の住まう丸まる天てん井じようの巨きよ大だいな宮きゆう殿でんがそびえていた。

　ジャリス達がいるのは、ベルジアの中でも一番大きな宿だった。部屋の中は贅ぜいを尽つくした装そう飾しよく品ひんで溢あふれ、一いつ泊ぱくの値段でジャリス達なら一ひと月つき旅が出来る程だ。クアイはこの宿全体を借り切っていた。総額一体いくらなのか、ジャリスには見当もつかない。

　部屋に集まっているのは、コダートと副船長のシャルマ。そしてカッサラだ。

　流れ落ちた黒髪をかき上げたジャリスは、宿の窓から見える王宮の尖せん塔とうに目をやり、ため息をついた。

「さっきクアイ皇子が王宮から戻って来たわ。シャリフ王はお身体の調子が悪いからと、面会を断られたそうよ」

「クアイ皇子でも駄目か……。そんなにシャリフ王の具合は悪いのか？」

　コダートの呟つぶやきに、カッサラが顔を曇くもらせた。ジャリスは彼らが囲んでいる机に近寄り、腰を下ろす。

「クアイ皇子は明日も王宮に行くって。必ずシャリフ王に会うと言っているけど、かなり難しいみたい。何か他ほかの手を考えた方がいいのかもしれないわ」

　正面に座ったコダートが、ゆっくりと頷いた。

「そうだな。ネイレス国で得た情報が確かなら、サウルナ国でシャリフ王の暗殺計画が進んでいるのは、ほぼ間ま違ちがいないだろう。しかも、シャリフ王の甥おいが犯人だという可能性が高いんだろう？　それが真実なら、事は一刻を争うぞ」

　ネイレス国でのムスタシャール王暗殺未み遂すい事件。その調査をしていたジャリス達は、事件の裏で糸を引いていたのが、サウルナ国にある大神殿の神官であり、シャリフ王の甥だという事を突つき止めた。彼の本当の狙ねらいが、シャリフ王の命だということも。

　ジャリスは、黒い瞳を揺ゆらめかせる。急がなければならないのは判っていた。

「でも、証しよう拠こがないのよ。暗殺が企くわだてられているって証拠が。それがないと、堂々と捜そう査さできないわ。陛下に直接事情をお話しするのが一番なんだけど……」

「しかし、医師から面会謝絶の指示が出ているのでしょう？　正面から会いに行くのは難しいかと。……ナッシル達が、何かいい報告をもってきてくれればいいのですが」

　シャルマが片かた眼鏡めがねを押し上げる。真しん剣けんな顔をすればするほど、冷たい美び貌ぼうが際きわだっていた。

　バルク号の乗組員であるナッシルとリクは、海かい賊ぞく同盟の支部に情報をもらいに行っていた。

　ジャリスが所属する海賊同盟は、各国に支部がある。ジャリスは同盟の使者である〝海賊〟になる為、バルク号に乗り旅をしていた。

　本来なら支部に行き滞たい在ざいの許可を貰もらわねばならない。しかし今回は同盟の盟主であり、父でもあるマラファムから直接許可を貰っていた。サウルナ国の支部も、出来うる限りの協力をするよう命じられている。

「そうね……今は少しでもいい情報が欲しいわ。でも陛下にお会いするのは、正せい攻こう法ほうじゃ難しいのかも。何とか方法を考えて、陛下にムスタシャール王の手紙を届けなければならないわ」

　ジャリスは懐ふところに手を当てた。そこにはすべての事情が書かれた、ネイレス国ムスタシャール王からの手紙がある。これを直接シャリフ王に渡わたさなければならない。

「でも、陛下が今どんなご様子なのか判わからないと、手の打ちようがないわね」

　ジャリスが呟くと、カッサラがふと何か思いだしたように顔を上げた。

「もしかしたら……あいつらなら」

　呟いたカッサラに、ジャリスは首を傾かしげた。

「あいつらって？」

「騎馬隊の連中だ。騎馬隊は国王スルタン直属の精せい鋭えい部隊で、陛下の直々の命令で動く。あいつらなら、何か知っているかもしれない。私が直接彼らに会って事情を話せば、力を貸してくれるはずだ」

　カッサラは立ち上がると、ターバンを手にした。部屋を後にしようとする彼の背に、ジャリスは声をかける。

「待って、わたし達も行くわ」

　用意しようとしたジャリス達に、カッサラは眉まゆ根ねを寄せた。

「忍しのんで行くんだ。大人数ではまずい」

　確かにその通りだろう。ジャリス達は顔を見あわせた。騒さわぎは起こしたくなかった。

「そうだな。俺達が行くなら、クアイ皇子も黙だまってはいないだろう」

　コダートがため息混じりに呟いた。ジャリスが行く所なら、クアイはどこでもついてこようとする。先さき程ほどやっと撒まいた所だ。

（うーん、クアイ皇子を連れて行くわけにはいかないし、やっぱりここは……）

　考え込んでいたジャリスだが、すぐに顔を上げた。そしてコダート達を見てにっこりと笑う。

「じゃあとりあえず、わたしとカッサラで行ってくるわ。クアイ皇子のことはよろしくね」

　その言葉に、コダートとシャルマが顔を引きつらせた。

「まてーっ、ジャリス、自分だけ逃げるなー！」

　コダートの叫びを背中で聞きながら、ジャリスは足早にカッサラと部屋を出たのだった。




　夜の闇やみが支配する中、ジャリスはカッサラとともに、王宮の隣となりに建てられた石造りの建物にやってきていた。大きいが華か美びな飾かざりはない。厚い石壁が丸天井の建物を囲んでいた。

　カッサラに言われて男装したジャリスは思わず呟く。

「結構大きいわね。これ全部宿舎なの？」

「ああ、王宮で任務にあたる軍人は、全員泊とまり込む事になっている。騎馬隊は国王の身辺警護をまかされているから、何かあったとき一番に駆かけつけられるよう、最も王宮に近い一番奥に宿舎があるんだ」

　正門にも裏門にも見張りの男がいた。どうやって入るのかと、首を傾げていたジャリスの前で、カッサラが塀へいの一部を力強く押した。すると、人が入れるほどの穴がぽっかりと空く。

　そこから内部に侵入するのはたやすかった。カッサラの話では、宿舎に泊まり込んでいる軍人達の秘密の抜け穴あならしい。

「ジャリス……一つ言っておくが、宿舎は男ばかりだ。女性には刺し激げきが強いかもしれない」

　穴を元に戻もどしたカッサラが、眉み間けんにしわを寄せた。

「あら、平気よ。わたし男ばかりの乗組員と旅しているんだもの。お風呂ふろ上がりのナッシルが上半身裸はだかでも驚おどろかないし」

「いや……なんというか、そういう事ではないんだ」

　言い淀よどんだカッサラに、ジャリスは胸を叩たたいた。

「大だい丈じよう夫ぶよ、カッサラ。女だってばれるのはまずいから、それだけは気を付けなくちゃね」

　自信満々なジャリスに、カッサラは口元を布で覆おおって顔を隠かくした。

「そこまで言うのなら……ただ驚かないでくれ」

　珍めずらしく口ごもっているカッサラに、ジャリスは首を傾げたのだった。




　ジャリスは宿舎の窓から中に入った途と端たん、顔を引きつらせた。

「何なの……これは!?」

　ジャリス達の前に立ちはだかっているのは、大量の洗せん濯たく物だ。廊ろう下かに山と積まれた洗濯物は、ちょっとの振しん動どうでもぐらぐらと揺れている。身長より高いそれに押しつぶされたら、死んでしまうのではないかと、ジャリスは恐きよう怖ふすら覚えた。

「あいつら本当に相変わらずだな。ジャリス、この洗濯物をかき分ければ、私の親友のエバァンの部屋まですぐだが、避さけていくなら廊下をぐるりと回らなければならない。どうす……」

　る、と最後まで言わず、カッサラはすぐにきびすを返した。ジャリスの怖こわ々ごわとした表情が、目に入ったからだろう。

「ご、ごめんなさい。カッサラ」

　慌あわてて後を追ったジャリスに、カッサラはため息をついた。

「いいんだ。私が隊長だった頃はもう少しまともだったんだが、今の隊長のエバァンは、仕事はできるが生活能力がなくてな。よくも悪くも、下の者は上の者を見習うものだ」

　既すでに消灯を過ぎている宿舎は、しんと静まりかえっていた。カッサラは廊下にあるランプを手に取り、ジャリスを促うながした。

「足元に気をつけて。ここを室内だと思わない方がいい。ここは密林だ。少しでも気を抜ぬけば、足元を掬すくわれる」

　カッサラの言葉は、冗じよう談だんでも何でもない。暗くてよくみえないが、用よう途との判らないがらくたが散乱していた。

「ねぇ、百歩譲ゆずって、洗濯物も本も、大工道具だって落ちてたとしてもいいと思うわ。ただ、何で廊下に机があるの？　そして何で食器が置いたままなの？」

　廊下を遮さえぎるように置かれた机に、食べかけの食器が置いてある。周りには椅子一つなかった。

「ああ……恐おそらく食堂はもっとひどいことになってて、それで廊下を食堂代わりにしているんだろう。あいつら立ったまま食事してるな」

「片づけようって気持ちはないの？」

「……あると願っているよ。きっと一年に一度の大おお掃そう除じで纏まとめてやる気だ」

　ジャリスは呆あきれ返って辺りを見回した。バルク号は確かに古いが、掃除などにはシャルマが目を光らせている。ナッシルはすぐさぼろうとするが、そんな事をしたらシャルマのきついお仕置きがまっている。罰ばつとして、甲かん板ぱんや台所掃除をさせられるナッシルを、可哀かわい想そうだと思う事もあった。

　だが規律が乱れるとどうなるか、ジャリスは一つ大切な事を学んだ気がした。

　どうにか目的の扉とびらに辿たどり着いたジャリスは、もう既に疲ひ労ろう困こん憊ぱいだった。ちょっとでも油断すると、落ちている得体の知れない何かに躓つまずきそうになる。これならまだ密林の方がマシだ。

　扉に手をかけたカッサラに続き、ジャリスは静かに室内に入りこんだ。

　廊下同様足の踏ふみ場もない室内に、その場で固まってしまう。だがカッサラは慣れた様子で寝しん台だいに近寄った。

　物が溢あふれ返っている寝台には、よくよく見ると茶色の物体が埋うもれている。どうやら人の頭らしい。

「エバァン、エバァン！」

　カッサラが小声で囁ささやくが、寝ているらしい男は、ぴくりともしない。

「しょうがないな。まったく寝起きが悪い……。気は進まないがあの手でいくか」

　呟つぶやいたカッサラは、エバァンの耳元に顔を寄せた。

「敵てき襲しゆうだっ」

　その声にびくりと反応したエバァンは、がばっと起きあがり、枕まくら元もとの剣けんに手をやった。

「敵襲ーっ」

　叫さけんだエバァンの口を、カッサラは慌てて手で押さえるが、一瞬遅おそかった。

「敵襲だとーっ」

　ジャリスの背にあった扉ががたんと開いて、数人の男達が飛びこんでくる。前のめりに倒たおれたジャリスは、床ゆかに思いっきり鼻をぶつけた。

「あっ、お、女だっ」

　被かぶっていたターバンが外れたジャリスを見て、男達が慌てて声をあげた。

「本当だ、おねぇちゃんだ」

「静かにっ、全員整列！」

　ざわつく男達に、カッサラが視線を鋭するどくして一いつ喝かつした。男達は、条件反射なのかぴしっと直立不動する。その後になって、自分達に号令をかけた者が誰だれであるか気付いたらしい。

「あっ……カッサラ隊長！」

　男達の声に、未いまだ寝台でぼうっとしていたエバァンが立ち上がる。年とし頃ごろはカッサラと同じくらいだ。上半身裸のエバァンは、ぼさぼさの頭を搔かきつつ、カッサラをまじまじとみつめた。

「うーん、幽ゆう霊れい？」

「生きている。勝手に殺すな。それよりお前達なんだ、この宿舎の荒あれようは。軍人たるもの規律を重んじろと何度言えば判わかる。大体……」

　カッサラの小言に、エバァンを含ふくめた男達の顔が、ぱぁっと明るくなる。

　目を瞬またたかせたエバァンが、がばっとカッサラに抱きついた。

「そのお説教！　間ま違ちがいなくカッサラだーっ。生きてたのかっ。俺達チョー心配してたんだぜ」

　それと同時に整列していた男達全員が、部屋を揺ゆるがす程の雄お叫たけびを上げ、カッサラ目がけて抱きついたのだった。




「お前は、私を殺す気か？」

　頰ほおをひくつかせたカッサラに、エバァンが苦く笑しようした。男達に押しつぶされたカッサラは、やっとの思いで彼らを引き離はなす事に成功した。ぐずる彼らを部屋に戻し、どうにか落ち着いて話ができるようになったのだ。

　ジャリスは、ぶつけたせいでジンジンと痛む鼻を押さえながら、カッサラの隣に座ろうとした。だが椅子にも洗濯物が山のように置いてある。触さわるのには勇気がいったが、ジャリスは何とかそれを押しのけて、ようやく腰こしを降ろした。

「だって嬉うれしくてさ、みんな心配してたんだぜ。お前が指名手配なんて絶対に何かの間違いだってな。でも機密事じ項こうだから事情は話せないって言われてさ。どうしようかと思ってたんだ」

　裸に薄うす物ものの上着を羽織ったエバァンが、がははと豪ごう快かいに笑う。カッサラよりも更さらに大おお柄がらな彼は、無ぶ精しようひげだらけの顔に喜びの表情を浮うかべていた。

「それより、このおねぇちゃん……」

　肩かたを触られかけたジャリスは、びくっとして身体からだを逸そらした。エバァンが目を丸くする。

「彼女はジャリスだ。色々と事情があるから触るな」

　エバァンはすねたように口を尖とがらせたが、すぐににやっと笑った。

「何だよ、お前。やっと結けつ婚こんする気になったのか？　お前が結婚なんて事になったら、軍の会報にでかでかと載のるぜ。お前がサウルナ国一の踊おどり子を袖そでにした時も載ったもんなぁ」

（サウルナ国一の踊り子？　うわーカッサラもてるわね。でも何となく判る。包容力ありそう）

　ジャリスが目を瞬かせてカッサラを見上げると、彼はこほんと咳せき払ばらいした。

「……違ちがう、余計な事を言うな。とにかく色々とあるんだ。それより話があって来たんだ」

　カッサラが言うと、エバァンが表情を引き締しめた。

「ああ、俺もお前に聞きたい事が山ほどあるぜ。何だって指名手配なんてされたんだ？　アクラブ号はどうした？」

　心配そうに顔を歪ゆがめたエバァンに、カッサラは安心させるように頷うなずいた。

「乗組員達はネイレス国にいる。みんな無事だ」

　言葉少なだが、エバァンには伝わったようだ。ほっとしたように笑えみを浮かべた。

「最近はおかしな事ばっかり続いてるから、すげぇー心配してたんだぜ」

「おかしな事とは？」

　眉まゆ根ねを寄せたカッサラが聞くと、エバァンが正面の椅子に座った。

「……軍内部の事さ。お前が以前心配していた事が、起きようとしている」

　やや声を落としたエバァンに、カッサラは口元を引き結んだ。

「〝侵しん攻こう作戦〟か……」

「何、その侵攻作戦て」

　ジャリスは思わず聞き返す。カッサラは真しん剣けんな表情で、ジャリスを見つめた。

「以前からサウルナ国では、軍事力の向上をうたい文句に、かなりの額の金が軍へと流れていた。それは他国への侵攻を目的としているのではないかと、噂うわさされていたんだ。……以前私が軍を追われそうになったと話しただろう。その時私は、軍の横領を暴あばこうとしていた。だがもう一つ、調べていた事がある。私は他国への〝侵攻作戦〟が、極ごく秘ひに進んでいる事に気付いて、証しよう拠こを集めようとしていたんだ。平和を望む陛下のお考えと、相反するからな。だがそんな時、ある上官が仕し掛かけた罠わなにはまってしまったんだ。軍を追われそうになった所を陛下に救われ、海軍へ配属になったんだが……」

　目を見開いたジャリスに、エバァンがため息をついた。

「〝侵攻作戦〟はまだ正式に発令されているわけじゃない。だけど、カッサラみたいにいち早く気付いて反対しようとした人間は、すべて何らかの罪に問われ投とう獄ごくされている。それを指揮しているのは誰だと思う？」

　カッサラがはっとしたように顔をあげた。エバァンが、答えるように大きく頷く。

「そう、ノリライ将軍だ。お前を罠にはめた張本人だよ。だが俺達もノリライ将軍には逆らえない。あいつはドワーク様の推すい薦せんで将軍になったんだ。将軍に逆らう事は、ドワーク様に逆らう事だ」

　ジャリスは〝ドワーク〟という名前に聞き覚えがあった。ネイレス国のムスタシャール王に、他国に攻せめ入ろうと持ちかけた人物だ。

「そのドワークって人が、シャリフ王の甥おいなんでしょう？」

　ジャリスが聞くと、エバァンが肩を竦すくめて頷いた。

「ああ、神の僕しもべ、予言者ドワークサマさ」

　皮肉げな口調のエバァンに、ジャリスは首を傾かしげた。

「神の僕？　確か大神殿の神官だって聞いたけど、そういう意味？　でも予言者って……」

　ジャリスの疑問に答えてくれたのは、カッサラだった。

「……十年ほど前、ドワーク様が、砂すな嵐あらしでブトゥファという町が壊かい滅めつすると予言された。神からお告げがあったのだと。シャリフ王は念ねんの為ため、町の者達を避ひ難なんさせた。その直後本当に砂嵐がやってきたんだ。もし避難していなかったら、多くの犠ぎ牲せい者が出る所だった。それからも川の氾はん濫らんや火災などから、この国は幾いく度どとなく救われた。すべてドワーク様の予言のおかげだ」

　カッサラの話に、ジャリスは目を見開いた。エバァンが肩を竦めて口を開く。

「それ以来、ドワーク様は、神の僕と言われているのさ。ここ一年ほどは、ご病気の陛下に代わり、政権を握にぎっているんだ。次期国王はドワーク様だと、陛下も公言されている。だが、ドワーク様が政権をとるようになってから、軍での異動が頻ひん繁ぱんでな。軍の上層部は、ドワーク様のなされる事だからと、逆らわないが……」

　エバァンが口を濁にごらせた。そしてため息をつくと、カッサラに鋭い視線を向けた。

「ここだけの話、俺はあの方が信用できない。ドワーク様の意向で昇しよう格かくしたのは、お前が侵攻作戦に関かかわっていると予想した人物ばかり。逆に戦争に反対する士官達は、みんな投獄されている。ドワーク様のされる事だから、何か訳があるとみんな信じているが、俺は違うと思う」

　エバァンが言うと、カッサラは静かに頷いた。顔には苦く渋じゆうの表情を浮かべている。

「まあ、俺も表立っては何も言えないけどな。投獄されちまったら、いざという時動けない」

　エバァンの言う、いざという時がどんな時なのか、ジャリスは想像して身体を震ふるわせた。

「……ではエバァン。海軍司令官でハジという男を知っているか？　長年大神殿の警護主任を務めて、最近海軍に配属になった男だ」

　エバァンは一度首を傾げたが、すぐに何か思いだしたように声をあげた。

「ああ、そういえば聞いた事がある。大神殿から海軍に一人異動になる男がいると。確かその男の名前が、ハジだったような……」

　首を捻ひねりつつ言ったエバァンに、ジャリスは身を乗り出した。

「ハジは確かに大神殿から来たの？」

　ジャリスの勢いに驚おどろいたのか、エバァンが目を丸くした。

「ああ……それも確か、ドワーク様の推薦だったはずだ」

　ジャリスは心の中で、今の話を整理した。

（侵攻作戦にドワークが関かん与よしている可能性は高い。ムスタシャール王の話とも合うし。それにシャイターンの影もちらついている。やっぱりドワークは……）

　ジャリスが考えていると、カッサラが顔を上げた。

「エバァン、ここからが本題なんだが、聞きたいことがあってきたんだ。シャリフ王の事だ。お身体の調子はどうなんだ？」

「それが……判らないんだ。実は俺も、ここ一年ほど陛下のお顔を見ていない。陛下のご命令で、国境警備の視察に行っていて、二ヶ月程ほど前に戻もどってきたんだ。報告をしに王宮に行ったが、直接お会いする事はできなかった……」

　顔を曇くもらせたエバァンに、カッサラは視線を鋭するどくした。

「エバァン、これからする話は、サウルナ国の未来を左右するものだ。お前、秘密は守れるな？」

　カッサラの真剣な口調に、エバァンはすっと表情を引き締めた。

「俺を誰だれだと思ってる。騎き馬ば隊は陛下とサウルナ国を守護する精せい鋭えい部隊だ。サウルナ国の紋もん章しようである鳳ほう凰おうのように、強く気高くあれと陛下からお言葉も賜たまわっている。この国の為だというなら、俺はなんでもする」

　強い意志のこもった言葉にカッサラは頷くと、ネイレス国での事情を話して聞かせた。ムスタシャール王の乳ち兄きよう弟だいであるマラカが、大神殿の依い頼らいで毒草を採ってきた事。そしてそれが、シャリフ王の暗殺に、使われようとしたかもしれない事を。

「陛下の暗殺……そんなっ」

　エバァンが慌あわてて立ち上がった。いてもたってもいられないように、机にたてかけた剣に手をかける。

「待て、エバァン。証拠はまだ何もない。まずは陛下のご無事を確かめたい」

　カッサラに言われ、エバァンは胸に手を当て、大きく息をついた。

「……判わかった、すぐに王宮に行こう。お前達は騎馬隊の制服を着るといい。騎馬隊は緊きん急きゆう時じなら、たとえ真夜中でも王宮に入る事が許可されている。夜の方が動きやすいだろう。ハッサン様に事情を話せば、きっと陛下にとりついで頂ける」

「ハッサン様って？」

　首を傾げたジャリスに、カッサラが黒い瞳ひとみを向けた。

「ハッサン様は元騎馬隊の総隊長で、今は王宮の警備を取り仕切っておられる。陛下が最も信しん頼らいするお方だ。陛下の身の回りの事も、一手に引きうけておられる。私達の元上司で、よく面めん倒どうを見て頂いた。彼なら私達の話を聞いてくれるだろう」

　アクラブ号の船長であるカッサラだが、元は騎馬隊の隊長だったという。力強く言ったカッサラに、エバァンも頷いた。

　ジャリスは、カッサラ達と一いつ緒しよに準備をしながら、まだ見ぬシャリフ王へと思いを馳はせたのだった。

　　　　[image: ]

　ジャリスは騎馬隊の黒い制服に身を包み、暗い王宮の廊ろう下かを、カッサラとエバァンとともに歩いていた。一番小こ柄がらな隊員の服を借りたが、それでもぶかぶかで動きにくい。頭にはターバン、口元には布を巻き付けている。砂さ漠ばく地帯のサウルナでは、砂が口に入らないよう布を巻く習慣がある。エバァンと一緒という事もあり、王宮の門番に見み咎とがめられる事はなかった。

　広い廊下の右手には、数人の女性が輪になって優ゆう雅がに舞まう様子が描えがかれた壁へき画が、左手には、天てん井じようまで届く巨きよ大だいな石像が並んでいる。手に槍やりを持った石像は、猫ねこの顔と人の身体からだを持っていた。雄お々おしい姿は、まるで王宮を警護しているかのようだ。

「凄すごい……」

　廊下の先までずらりと並んだ石像を見つめて、ジャリスは思わず声を上げた。だがすぐに、はっとして口を閉じる。目立ってはならない。忍しのび込んだのがばれれば、ただではすまないだろう。ジャリスの懐ふところには、ムスタシャール王からの手紙がある。まずはこれを、シャリフ王に渡わたさなければならない。

　深夜ということもあり、廊下を歩いている者はいなかった。時折見張りの兵士が立っているが、エバァンを見るとさっと敬礼するだけで、何も言わなかった。

「ハッサン様は、陛下の寝しん室しつの隣となりでお休みになっている。まずは彼の所に行こう」

　囁ささやいたカッサラに、ジャリスは小さく頷うなずいた。

　そのまま廊下を進むと、両開きの扉とびらが見えてくる。その前には兵士が二人立っていた。

「エバァン様。こんな夜中にどうされたのですか？」

　まだ若い兵士は目を丸くしていたが、親しげな様子で話しかけた。

「ハッサン様に呼ばれたんだ。緊急の用らしい」

　エバァンが真しん剣けんな口調で言うと、兵士達は顔を見あわせた。

「で、ですが、何も聞いてはおりませんが……」

「緊急だと言っただろう。お前達、判っているだろうが、騎馬隊は陛下直属の部隊だ。陛下の直接のご命令で俺達は動いている。俺達の邪じや魔まをするということは、陛下に背そむく事だぞ！」

　低い声を重々しく響ひびかせたエバァンに、兵士達は慌てて頷いた。

「何事だ」

　そこへ扉が開いて、一人の老人が顔を見せる。黒い髭ひげを蓄たくわえた男は、見た目の年齢からは想像できぬ大柄な身体をしていた。鋭い瞳がエバァンに向けられる。

「ハッサン様……。大事なお話があります」

　エバァンが真剣な面おももちで言うと、ハッサンが目を眇すがめた。

「こんな夜中に何を言う。明日にしろ」

「いいえ、事は緊急を要するのです！」

　エバァンの言葉に、ハッサンは訝いぶかしげな表情を浮うかべた。

「一体何事なのだ？」

「ハッサン様……。陛下のお命にかかわる事です」

　カッサラが進み出て、ハッサンの耳元で囁いた。口元を覆おおってはいるが、ハッサンは彼が誰なのか気付いたようだ。目を見開いている。

「お前は……どうしてここに」

「陛下の御おん身みとサウルナ国に、重大な危機が迫せまっています。私はそれをお伝えする為に、戻って参りました。どうか話を聞いてください」

　カッサラの黒い瞳を見つめたハッサンは、見張りの兵士に顔を向けた。

「お前達、下がっていろ。……エバァン、中へ」

　ハッサンに言われ、兵士達が戸と惑まどったように頷いた。

　ジャリス達は、ハッサンに促うながされ部屋に足を踏ふみ入れる。さほど広くない部屋には、寝しん台だいと大きな机が置かれていた。奥の壁かべには、もう一つ扉が見える。

「カッサラ、なぜここにいる。見つかったらただではすまないぞ。お前は反逆の罪で……」

「違います。私は反逆など企くわだててはおりません！　すべては仕組まれた事です」

　力強く言ったカッサラを見て、ハッサンはため息をついた。

「判っている。お前はそんな事をする男ではない。お前を教育した上官として、それは絶対に言い切れる。お前は私の部下の中で、最も国への忠誠心が厚い男だ」

　ハッサンがカッサラに向けた視線には、親愛の情が込められていた。

「陛下に、急ぎお話ししたい事があります。陛下の寝室へはその扉から入れるはずですよね」

　奥の扉に向かおうとしたカッサラを、ハッサンが慌てて手で押しとどめた。

「ならんっ。話ならまずは私が聞こう。一体どういう事なのだ？」

　押し問答を始めた二人に、ジャリスは思わず声を上げた。

「直接陛下にお話ししなければなりません。ネイレス国、ムスタシャール王からのご命令です」

　ジャリスは、胸むな元もとに手をやり手紙を取り出した。ハッサンが眉まゆ根ねを寄せる。

「何者だ、お前は？　女なのか」

　ジャリスがちらりとカッサラを見上げると、彼は大きく頷いた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。ハッサン様は信用できる」

　それを聞いて、ジャリスはターバンと口元の布を取り、ゆっくりと頭を下げた。

「初めてお目にかかります。海かい賊ぞく同盟見習い、ジャリス・シンリクットです」

　ハッサンは目を眇め、訝しげな表情で口を開く。

「ジャリス・シンリクット……。そんな馬ば鹿かな。我が王宮の調べでは、シンリクット船長の孫は確かに女性だが、異国の母親の血を引いて金色の髪かみに青い瞳だと……」

　ジャリスは、隣にいたカッサラの手にそっと触ふれた。その瞬しゆん間かん、身体の周りに白い煙けむりが上がる。煙が晴れると、そこにいたのは金髪碧へき眼がんのジャリスだった。

　ハッサンが目を見張ったのを見て、ジャリスは微笑ほほえんだ。

「信じて頂けましたか？」

　呆ぼう然ぜんとしていたハッサンだが、気を取り直したのか小さく頷いた。

「わたし達は、ネイレス国のムスタシャール王から、手紙を預かってきました。必ずシャリフ王にお渡しするよう申しつかっております」

「一体どんな内容なのだ？」

　眉根を寄せたハッサンを、ジャリスは青い瞳で見つめた。

「アラバーナ大陸の未来を左右する事が書かれています。誰にも渡さず、直接シャリフ王にお渡しせよとの命です」

　驚おどろいたように目を見開いたハッサンに、ジャリスはネイレス国でのムスタシャール王暗殺未遂事件について説明した。それに大神殿の神官が関わっているかもしれないと。

「そんな馬鹿な。お前が言っているのは、ドワーク様の事だろう？　あの方は神の僕しもべだぞ。ドワーク様の予言で、サウルナ国は様々な災さい厄やくから救われた。お前も知っているだろう。カッサラ」

　一いつ笑しように付したハッサンが、同意を求めるように、カッサラを見上げた。カッサラが目を伏せたのを見て、誇ほこらしげに話を続ける。

「ドワーク様の予言のおかげで、私も家族を救われた。妻と子供が今も生きているのは、あの方のおかげだ。陛下もドワーク様には絶対の信頼をおかれている。だからこそ政権を任せておられるのだ。民たみからも愛され、まるで昔のシャリフ王のようだと評判なのだぞ。それにお前達の言う毒草など、陛下のお口には入っていない。大神殿では確かに薬草の研究が盛んだが、シャリフ王の飲まれる薬は、王宮の医師達が調合した物だ」

　ハッサンは、自分の子供を見るような優やさしい眼まな差ざしをカッサラに向けた。

「いいか、カッサラ。陛下は大丈夫だ。お前は国を出て身を隠かくしていろ。お前の無実は必ず私が証明してみせる。お前の事は亡なくなった父上から頼たのまれている。私に任せるんだ」

　力強いハッサンの言葉だったが、カッサラは頷くことはなかった。一度息を大きく吸いこむと、ハッサンを見み据すえる。

「……陛下に事情をお話しし、アクラブ号の指名手配を解いてもらわねばなりません。私はともかく、部下達には何の罪もない。彼らの無実を訴うつたえる事が、船長としての私の務めです」

　カッサラが大おお股またで扉に近付いた。ハッサンが慌あわててとめようとするが、エバァンがそれを阻はばむ。

「申し訳ありません。色々と事情があって、俺もアクラブ号の乗組員を助けてやりたいんです」

　ハッサンとエバァンがもみ合っている隙すきをついて、カッサラが素す早ばやく扉を開いた。ジャリスも続いて部屋に足を踏み入れる。

　広い部屋の中央に、天てん蓋がい付きの寝台があった。天井から張られた薄うすい布に人ひと影かげが映っている。

「待てっ、カッサラ！」

　背後からハッサンの声が聞こえたが、カッサラは躊ちゆう躇ちよする事なく、寝台の布を開いた。

「陛下、お休みの所申し訳ありま……」

　言葉の途と中ちゆうで、カッサラが息を吞のんだ。ジャリスが寝台に目をやると、やせた老人が座っていた。怯おびえたように目を見開き、カッサラとジャリスを交こう互ごに見ている。

　カッサラが振ふり向いて、部屋に入ってきたハッサンに、鋭するどい視線を向けた。

「どういうことですか？　ハッサン様。この者はシャリフ王ではありません！」

　白はく髪はつの老人を指さしたカッサラに、ハッサンは視線をそらしたのだった。
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「どういう事だよ、王宮にいるシャリフ王が偽にせ者ものだなんて」

　宿の一室で、椅い子すに座っていたコダートが眉根を寄せた。

　エバァンと別れ、ジャリスがカッサラと一いつ緒しよに宿に戻もどってきた時は、既すでに太陽が顔を見せ始めていた。一休みしたジャリスは、部屋にコダートとシャルマを呼んで事情を話していた。

　コダートの正面に座ったカッサラが、顔に苦く渋じゆうの色を浮かべる。

「ハッサン様の話では、陛下はご病気の快復が思わしくなく、違ちがう場所で静養されているそうだ。陛下から、誰だれにも居場所は教えるなと命じられているらしい。エバァンと二人で説得したんだが、どうやっても聞き出せなかった」

　ジャリスは、青い瞳ひとみを心配そうに揺ゆらめかせた。

「陛下はどこにいらっしゃるのかしら。同盟が何か情報を持っているといいけど」

　昨日、同盟に情報をもらいに行ったナッシルとリクは、手間取っているのかまだ帰ってきていなかった。コダートが肩かたを竦すくめる。

「難しいな。知ってるなら事前に言うはずだ。同盟も王宮に陛下がいると思ってるんだろう」

　カッサラが、窓から見える王宮の尖せん塔とうに目を向けた。

「陛下は一体、何の理由で姿を隠されているのか……」

　カッサラが苦しげに眉根を寄せている。最悪の事態を想像しているのかもしれない。

　ジャリスは顔を上げ、カッサラに微笑みかけた。

「大丈夫よ、ハッサン様は信しん頼らいできる人なんでしょう？　わたしもそう思ったわ。陛下が無事だと彼が言うなら、信じてもいいと思うわ」

　片かた眼鏡めがねを押し上げたシャルマも頷うなずいた。

「私もそう思います。シャリフ王がもしお亡くなりになっているのなら、それを隠す理由がありません。ハッサンという人物が、ドワークに反感を持っているのなら、シャリフ王の死を隠す理由にもなりますが、彼はドワークが王位に就つくことを望んでいるのでしょう？」

　ジャリスはゆっくりと頷いた。ハッサンが噓うそをついているとは考えにくい。

「毒草は飲んでいないとハッサン様が断言したけど、やっぱり陛下のご無事な姿を見ないと安心できないわ。ねえ、カッサラ、心当たりはない？」

「いや、私もアクラブ号で旅をして数年になる。最近のこの国の事情には明るくないんだ」

　ジャリスは思わずため息をついた。後はナッシル達の報告を待つしかできないが、あまり期待は出来なかった。

「八方ふさがりね。……あ、そうだ、もしかしたら……！」

　ふと顔をあげたジャリスに、みんなが一いつ斉せいに視線を向ける。

「ジャリスーっ、どこにいるんだ！　君の為ために最高級の布地で衣装を作らせたぞっ」

　そこへ、宿中に響ひびくようなクアイの声が聞こえた。ジャリスは、ため息をついて頭を抱かかえる。クアイの贈おくり物攻こう撃げきは、日に日に激しさを増している。ここで捕つかまると、衣装を着るまで放してはもらえない。ジャリスは慌てて扉とびらに向かった。

「わたし、ターラに連れん絡らくをとってみる。ターラはシャリフ王と親しいみたいだから、何か知ってるかもっ。じゃ、後はよろしくっ」

　ジャリスの素早い行動に、コダートが頰ほおをひくつかせた。

「だからお前だけ逃にげるなって言ってるだろーっ」

　ジャリスは心の中で謝りつつ、クアイの声からなるべく遠ざかるように走り出したのだった。




　クアイが借り切ってくれたおかげで、宿の中では金髪のままで歩いても平気だった。宿の使用人達は、ジャリス達が宿しゆく泊はくする間、休みをもらう事になっているらしい。世話をしてくれているのは、クアイが連れてきた従者達だ。

　ジャリスは使われていない部屋を見付けると、こっそりと入りこむ。持ってきた水みず桶おけを机に置くと、水差しに呼びかけた。

「まだ眠ねむいですぅ」

　ぽわんと水差しから出てきたアブウが、目をこすっている。アブウは、ジャリスに姿変えの魔ま法ほうをかけてから、ずっと眠りっぱなしだった。

「お願い、アブウ。ターラと話がしたいの。頼たよれるのはあなただけよ」

　拝むように手を合わせたジャリスに、アブウがしゃきーんと背筋を伸ばした。

「お任せ下さいっ、ご主人様。必ずやアブウがお役に立ってみせます！」

　アブウは早さつ速そく、深皿に満たした水鏡に何事か呪じゆ文もんを唱えた。

　しばらくしてから水鏡に映ったのは、ジャリスの祖父であるターラだ。眠そうに目を瞬またたかせている彼は、ジャリスを見つめると、ぼんやりと口を開く。

『何だよ、朝っぱらから』

「もうお昼ですけど」

　ジャリスが言うと、ターラは肩を竦めた。

『俺、身体からだが弱いから、人の倍睡眠取らないと生きていけねぇんだよ』

　魔物ジンに呪のろいをかけられて不老不死になったというターラ。首を切られても死なないらしい彼の言葉に、ジャリスはため息をついた。それでもこうして話したい時に話ができるのは嬉うれしかった。以前なら水鏡を使っても連絡がとれない事が多かったのだ。

　通信する時は、相手も水のある場所にいないといけない。だがターラは、都合の悪い時は水辺から遠ざかっていたらしい。ジャリスがネイレス国でターラと約束したのは、必ず連絡には応じる、だった。

「それよりターラ、今どこにいるの？」

『……ネイレス国とサウルナ国の、国境沿い』

　ジャリスは思わず眉まゆ根ねを寄せた。ターラは、カトゥーナ国の商人フィクルとともに、サウルナ国に入るはずだった。本当なら、もうとっくについている頃ころだ。

「何かあったの？」

『別に、ちょっと手間取ってるだけだよ。砂さ漠ばくの旅は大変だから準備がいるし』

「ちょっと待って。ということは、まだ砂漠にも入ってないの？」

　よくよく見ると、ターラがいるのは室内だ。それが彼の乗る船、テリス号の一室だとジャリスは気付いた。

『平気だって。すぐに俺も行くよ。それより用件は何だ？』

　珍めずらしく不ふ機き嫌げんそうなターラに、ジャリスはサウルナ国で知り得た情報を話した。

『うーん……国王スルタンがいないって。あいつどこに行ったんだ？　この大変な時に。まあまだ死んじゃいないだろうけどな。簡単にくたばるじじいじゃないし』

　ターラの投げやりな口調に、ジャリスは顔を引きつらせる。

「い、いくら知りあいだからって、国王なんだから、もうちょっと……」

『いいんだよ、あいつは。それよりあいつの行きそうな所といえば……ああ、もしかしたら』

　考え込んでいたターラが、ふっと顔をあげた。ジャリスは思わず身を乗り出す。

『首都のベルジアから北にある国境沿いに、フラエイという町がある。そこに古い離り宮きゆうがあるんだ。フラエイは空気のいい山沿いで、静養するにはもってこいだ。もしかしたら……』

　ジャリスはそれを聞いて、目を輝かがやかせた。

「ありがとう、ターラ。わたしそこに行ってみるわ」

『おいおい、簡単に行ける場所じゃないぞ。ベルジアからなら、砂漠を越こえて三日はかかる』

「平気よ。手はあるわ」

　ジャリスはターラに礼を言うと、準備の為に部屋を後にしたのだった。
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「反対だ。凄すごく反対だ」

　コダートは、宿の中庭に降り立った巨きよ大だいな怪かい鳥ちようのルークを見上げて声をあげた。空には月が浮うかんでいる。夜の闇やみに紛まぎれて、ジャリスがルークを呼びだしたのだ。

「だから嫌いやなら残ればいいでしょ、何とか三人乗れない事もないけど、わたしとカッサラで行ってくるから……」

　アブウに姿変えの魔法をかけてもらったらしく、黒髪黒目になったジャリスが、両手を腰こしに当てていた。コダートは思わずむっとする。

「いや、やっぱり俺も行こう」

　勢い込んだコダートだが、心の中では既に後こう悔かいしていた。ジャリスは国王を捜さがす為、離宮に向かうという。それは別に構わない。だがカッサラと二人で行くのは反対だった。

（大体、この国に来てから、ジャリスはカッサラばかり頼って……あ、いやいや、別にややややきもちとかじゃないぞっ）

　コダートはつい浮かんできた考えを、頭を振ふって否定した。だが、ジャリスがカッサラを見つめる尊敬の眼まな差ざしが、癇かんに障さわるのは事実だった。

　コダートはルークを見上げてため息をつく。乗るのはいいが、着地する時は巨大な身体に潰つぶされないよう、水の中に飛びこまなければならない。泳げない自分にとっては何よりの恐きよう怖ふだ。

　しかしコダートは、覚かく悟ごを決めると表情を引き締しめた。

「人数は少しでも多い方がいい。クアイ皇子に見つからない内にさっさと行こう」

　クアイの目を盗ぬすむのも一苦労だった。あの男はバルク号の乗組員しか知らない事を、なぜか知っている。それに驚おどろかされる事は何度もあった。

　彼は基本的にジャリスが知らない所で行動するのが嫌らしい。しかしクアイを連れて動き回ればどうやっても目立つ。あの男の存在感は並ではない。

　結局シャルマがクアイに邪じや魔まをさせないよう目を光らせていた。二人のやりとりはある意味笑えるが、本当に笑う程ほどコダートは命知らずではなかった。

　ルークの足に結びつけられた縄なわに、コダートはさっさと摑つかまった。肩かたを竦すくめたジャリスとカッサラがそれに続く。

「いざ、出発！」

　ジャリスの声にコダートはため息をつきつつ、しっかりと縄を握にぎりしめたのだった。
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　朝日が砂漠に顔を見せ始める。空から見える砂漠の光景は、一つの芸術だとジャリスは思った。真っ白な砂漠の表面には、まるでさざ波のような規則正しい模様が描えがき出されている。強い風が砂を動かして起こる風ふう紋もんと呼ばれる現象は、見渡す限かぎりどこまでも続いていた。

　フラエイは、クラウ川を北上した所にあった。空から白い家々をみつけたジャリスは、ルークに合図して降下し、町の一歩手前の川に飛び降りた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　コダート」

　ジャリスが川から上がると、ずぶ濡ぬれのコダートが、カッサラに手を借りている所だった。足がつく所まできたコダートは、肩で荒あらい息をしていた。

「へ、平気だ。いつもいつも思うんだが、他ほかに方法はないのか」

　憮ぶ然ぜんとしているコダートに、カッサラが苦く笑しようした。

「まったくだ。だが着地は乱暴だが、便利ではある。数日かかる砂漠の旅が一晩ですんだ」

　まだ顔を顰しかめているコダートに、ジャリスは肩を竦めた。そして川上に目を移す。

「小さな町ね」

　白い石造りの家々は、数にすると数十軒けんだ。町というよりは村だろう。

「ああ、フラエイは山と川に囲まれた、のどかな田舎いなか町らしい。私も来たのは初めてだ」

　ずぶ濡れのジャリス達は、用意していた衣服に着き替がえ、徒歩で町に近付いた。

　町に入ると、早朝の為ためか人ひと影かげはまばらだ。カッサラがジャリスに向き直った。

「離宮は町の一番奥にあるらしい。私はまず情報を仕入れてこよう。もし陛下がおられるなら、警備の者もいるはずだ。見つかるとやっかいだからな。君達はしばらく休きゆう憩けいしているといい」

「えっ、カッサラ、わたしも……」

　ジャリスが慌あわてて言うと、カッサラは優やさしく微笑ほほえんだ。

「いや、一人の方が動きやすい。それに腹も減っただろう？　食事でもしているといい」

　カッサラはそのままジャリス達をおいて、川沿いを歩き出した。

「ジャリス、カッサラの言うとおりだ。ぞろぞろ連れ立つよりは分かれた方がいいだろう。食事しながらでも、情報は手に入れられるさ」

　コダートに言われ、ジャリスは渋しぶ々しぶ頷うなずいた。確かに腹はぐうと鳴っている。

　ジャリスは、コダートと一いつ緒しよに町を歩き始めた。何人かとすれ違い、ふとあることに気付く。

「わたし、頭覆おおいせずに普ふ通つうに外を歩いて、変な目で見られないのって初めてかも」

　母親譲ゆずりだという金髪は嫌きらいではない。だが目立つことは確かだ。黒髪黒目の姿なら、誰だれの視線も気にしないでいられる。何だか嬉しくて、ジャリスは顔を綻ほころばせた。

「そりゃよかった。でもあんまり浮かれるなよ」

　そっけなく言われて、ジャリスは頰ほおを膨ふくらませる。

（何か、気のせいかもしれないけど、サウルナ国に来てからコダートが冷たい気がする……）

　ジャリスとコダートは婚こん約やく者同士だ。まだ二人が生まれる前、ターラとコダートの父親が勝手に決めてしまったらしい。

　コダートはどうやら婚約を嫌がっているようだと、ジャリスは思っていた。現にその話になると、いつも慌てたように口ごもる。

（わ、わたしは別に嫌って程じゃないんだけど……でもコダートが嫌なら、その話はあんまりしない方がいいのよね）

　ジャリスの胸が、なぜかちくりと痛んだ。

　ネイレス国で、シャイターンの攻こう撃げきから庇かばってくれた時、コダートの身体からだが大きく見えて頼たのもしかった。あの時の礼を言いたかったが、色々あったせいでまだ言えずにいる。だからコダートの事が気になるのだろうと、ジャリスは思っていた。

「おい、あそこ食堂じゃないか？」

　考え事をしていたジャリスは、コダートが指した正面に慌てて顔を向ける。確かに石造りの看板には〝食堂〟の文字が書かれていた。

　食堂の前まで来ると、コダートが扉とびらに手をかける。木の扉はぎぃと音を立てて開いた。

　中を見ると、客は一人もいなかった。店の主あるじなのか、中年の男が皿を拭ふいている。

「まだ準備中だよ」

　男に言われたが、ジャリス達はそのまま中へと足を踏ふみ入れた。

「あの……ちょっとお聞きしたいことが」

　気のよさそうな赤ら顔の男に、ジャリスは声をかけた。男は肩を竦めて、皿を棚たなに戻もどす。

「あんたたち見かけない顔だね。何の用だい？」

　何て聞こうかと悩なやんでいたジャリスの隣となりで、コダートがにこやかに男に話しかけた。

「この町に離宮があると聞いたんだが、どこかと思ってさ。俺達は遺い跡せきや古い宮きゆう殿でんなんかを調べてるんだ」

　しばらく考え込んだ男が、ああ、と声をあげた。

「それなら町の奥にあるよ。ただもう随ずい分ぶんと使われていなくてね。最近では民間に払はらい下げられたらしくて、妙みような奴やつらが住み着いているよ」

「妙な奴ら？」

　ジャリスが首を傾かしげると、男はふうとため息をついた。

「ああ、妙ちきりんな奴らさ。……行ってみれば判わかるよ」

　男の意味深な発言に、コダートとジャリスは顔を見あわせたのだった。




「な、何、これ!?」

　ジャリスは思わず声をあげた。食堂の主人が教えてくれた離宮に来ての第一声だった。

「あの屋根についてるの何？」

　ジャリスが指さすと、コダートが首を傾げた。

「多分……風車じゃないかな。昔一度見た事がある。あれで風の力を取り込んで、何か色々と出来るらしい。詳くわしくは知らないが。でも何であんなにたくさんあるんだろうな」

　元々は石造りの美しい建物だったはずだ。だが数えてみると十はある巨大な風車が、天てん井じようから飛び出るように取り付けられている。そのせいで外観は滅め茶ちや苦く茶ちやだ。

　建物を囲む高い塀へいには、〝立ち入り禁止〟〝踏みとどまれ〟〝命はないぞ〟〝呪のろわれるぞ〟と落書きされていた。

「せっかく来たが、どうやら無む駄だ足だったらしいな。国王スルタンが住んでるとはとても思えない」

　よく見ると建物自体もかなり古ぼけている。近付いてみても、警護の人間一人いないのだ。とても病気のシャリフ王が静養しているとは思えなかった。

「でも一応偵てい察さつしてみましょうよ。何だか面おも白しろそう」

　ジャリスは、目をきらきらとさせながら提案した。

　ぐるぐると回る風車も気になるが、崩くずれた塀の隙すき間まから見える庭には、鈍にび色に光る鉄くずや縄が散乱している。何に使うのだろうと考えると、わくわくした。

「なんでお前はそう変な物好きなんだ」

　呆あきれたように肩を竦めたコダートだが、結局ジャリスと一緒に、ぐるりと塀を一周してくれる。すると大きく塀が崩れている場所を見付けた。これなら余よ裕ゆうで入り込めるだろう。

（うーん、やっぱりコダートの言う通り、無駄足ね。こんなに無防備なはずないし）

　ジャリスは心の中で呟つぶやいて、再び崩れた塀から中を覗のぞいた。

「でも誰が何の目的で住んでるのかしら。気にな……」




　ボンッ！




　ジャリスの言葉を遮さえぎるように、ふいに離宮の中から、何かが爆ばく発はつするような音が聞こえた。慌てて音がした方に目をやると、庭の一角でもうもうと白い煙けむりが上がっている。その前で誰かが倒たおれていた。

「な、何、どうしたの？」

　ジャリスは慌てて塀を乗り越こえ、中に足を踏み入れた。続いて入ってきたコダートと一緒に、倒れている男に向かって駆かけ寄る。

「だ、大丈夫ですか？」

　ジャリスが声をかけると同時に、倒れていた男がむくっと起きあがった。

「か、科学は偉い大だいじゃ！　見ろ、布が舞まい上がったっ。わしの研究に間違いはない！」

　よく見ると相当の年ねん齢れいだ。だがかくしゃくとしていて、老人とは思えぬ大柄な身体を所々破れた服で包んでいる。白い髭ひげを蓄たくわえ、顔も手もすすだらけの老人は、目の前で上がる煙を指さして、わははははと高笑いをあげた。

　見上げると老人の言うとおり、煙の上空で確かに布が舞っている。ふわふわと蝶ちようのように浮ういた布は、やがて力をなくしたように地上に落ちた。

「やはりわしの計算は正しかった。空気を熱してやると、その上にある物が浮く。これぞまさに科学っ。わしの求めているものじゃ！」

　笑い続ける老人に、ジャリスは思わず顔を引きつらせた。

（な、なんか関かかわっちゃいけない気が……）

　そんなジャリス達にやっと気付いたのか、老人は目をぱちくりとして、こちらをみつめた。

「なんじゃ、お前達は？」

「え……、あ、すいません。何か爆発したみたいだったので、驚おどろいて……」

　ジャリスが答えると、老人はにっこりと笑った。

「そうか、わしの研究に興味があって来たのだな。よく来たぞ、お若いの。説明してやろう。これはな、異国で知らぬ者はいないという〝科学〟の研究じゃ。煙は空気よりも軽い。それを利用すれば、大空を人間が飛ぶ事も可能だ！　わしはその研究に命をかけておるのじゃっ」

　老人の説明はそれから長々と続いた。ほとんど意味が判らなかったが、老人の熱い語り口に、ジャリスもコダートも口を挟はさむ隙すきがなかった。

「何かあったんですか？　先生」

　老人が地面に意味の判らない数字の羅ら列れつを書き出した時、離宮の入り口から若い男が声をかけた。まっすぐな淡あわい茶色の髪を肩まで伸ばし、眼鏡めがねをかけている。その奥の瞳ひとみも茶色だった。

　瘦やせていて小こ柄がらな青年は、ジャリス達を見て驚いたように軽く目を見開いた。

「おお、ラシッド。今わしの尊い研究について、説明していた所だ。客人、彼はラシッド。わしの助手じゃ。ラシッド、この人達は……ええっとなんじゃったかいのぅ。名前は」

　まだジャリス達が名乗っていない事に、老人は気付かないようだ。ついでに言うと、ジャリスもまだ老人の名前を聞いていない。

「わたしはジャリスです。こちらはコダート」

　名乗ると、ラシッドが僅わずかに目を細めた。

「……ようこそ、僕たちの研究所へ。あなた方も科学に興味がおありなんですか？」

　小さな花が綻ほころぶように、ラシッドが微笑ほほえんだ。

（こ、この人可愛かわいい！）

　男に使う形容詞ではないかもしれないが、ジャリスの第一印象はそれだった。

　まるで女性のように肌はだはきめ細かく、顔立ちは優やさしかった。何より笑顔がいい。小こ振ぶりな赤い唇くちびるが笑みを象かたどると、まさしく花のように見えた。女性であるジャリスにも、到とう底てい真似まねできない可愛らしさだ。
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「あ、いえ、あの……」

　ジャリスが言い淀よどんでいると、ラシッドが肩を竦すくめて、老人を見つめた。

「先生、また通りすがりの人を引きとめて、科学の授業を勝手に始めたんでしょう。ご迷めい惑わくですよ。それに空気よりも軽く、更さらに使いやすいのは水素です！　先生の言う熱による浮ふ力りよくなんて……」

　最初は穏おだやかだったラシッドだが、段々と弁べん舌ぜつに力が入り、最後は握にぎり拳こぶしを作って熱く語り始めた。内容自体はさっぱりジャリスには判らない。隣にいるコダートも首を傾げていた。

「なんじゃとっ。お前弟で子しのくせに生意気な！　気球を飛ばすには熱による浮力が最適なのだ！　大体っ……」

「あら、気球って聞いた事あるわ」

「何だよ、それ？」

　既すでに老人達の眼中にジャリス達は入っていないらしい。段々と声こわ高だかになっていく二人を見ながらコダートが聞いた。

「気球っていうのは、異国で開発された、空を飛ぶ乗り物よ。わたしも実物は見た事ないんだけど。確か、空気より軽い気体を布の中に入れて浮くとか何とか……」

「そうじゃっ」

　ジャリスが言い終わらない内に、老人が嬉き々きとして叫さけんだ。黒い瞳をらんらんと光らせ、両手を腰こしにあてている。

「お若いの、なかなか物知りじゃな。ではその軽い気体は熱した空気が最適であろう？　水素など、作り出すのが大変ではないか」

「いいえ、水素は金属に酸をかければ発生します！　先生の仰おつしやるように、布の下で暖だん炉ろを作って火を燃やす方法より断然安全です！　そうでしょう。お客様っ」

　二人は一歩も譲ゆずらない。ジャリスの答えを聞こうと、期待に満ちた視線が向けられた。

「え、えーと、ごめんなさい。わたし、それに答えられるほど、詳しくはないんです」

　ジャリスが謝ると、二人は一気に力が抜ぬけたように、肩を落とした。

「先生……。朝食の時間です。話の決着はそれからにしましょうか」

「おお、そうじゃのぅ。まずは食わねば力がつかぬ。そうそう客人、一いつ緒しよに食事をどうだ？　気球の事を知っているなど、なかなか見所がある」

　にこにこしている老人に、ジャリスは目を瞬またたかせたが、やがて頷うなずいた。

「おい、ジャリス。いいのか？」

　眉まゆ根ねを寄せたコダートに、ジャリスは肩を竦めた。

「だってお腹なかすいたもの。それにカッサラだって食事してきてくれって……」

「カッサラとな？　もしやそれは海軍のカッサラ大たい佐さか？」

　老人に聞かれて、ジャリスは慌あわてて顔をあげた。

「え、ええ。カッサラの事、ご存じなんですか？」

「ああ、あいつは真面目まじめな男でな。融ゆう通ずうはきかんが、正直な男じゃ。早く嫁よめでも貰もらって欲しいと思っておるが、いくら勧めても首を縦には振ふらぬ。カッサラもここに来ておるのか？」

　老人に聞かれ、ジャリスは思わず頷いた。何だか嫌いやな予感がしていた。

「そうかそうか、ではカッサラも呼んでくるといい。みんなで食事しよう。今度こそあいつに嫁を見み繕つくろってやらねば。あの男こそ、長く国の為ために働いてもらわねばならんからな」

　ジャリスの頭に、ふと何かがよぎった。とてもとても恐おそろしい何かが。

（カッサラを呼び捨てにして、サウルナ国の心配をする。年は多分七十過ぎ。でもでもでもこんな汚きたない恰かつ好こうして、顔はすすだらけで変なことばっかり叫んでる……。そんなはずないわよね？　ああ、でもやっぱり確かめるべき？）

　心の中で葛かつ藤とうを繰くり広げていたが、やがて意を決したジャリスは、おずおずと口を開いた。

「あ、あのー、つかぬことをお聞きしますが、お名前は？」

　聞かれた老人がきょとんとする。そして豪ごう快かいに笑った。

「名乗ったであろう」

　ぶんぶんと首を振るジャリスを見て、老人は顎あごに手を当て首を捻ひねった。

「そうだったかいのぅ。最近忘れっぽくていかん。わしの名は……」

「陛下っ！　何をなさっておいでですっ」

　だがそれを遮さえぎったのは、崩くずれた塀へいからこちらを凝ぎよう視ししていたカッサラだった。




　ジャリス達が通されたのは、先さき程ほどいた裏庭から直接入れるこぢんまりとした部屋だった。周りには色んな物が散らばっている。汚さでは騎き馬ば隊の宿舎といい勝負だ。

　部屋の真ん中に置かれた机に並ぶ料理も平へい凡ぼんだった。野菜が中心で食器も特別豪ごう華かではない。質素という言葉がジャリスの頭に浮かぶ。

　丸い机を囲んで座っているのは、ジャリスとコダート、そしてカッサラと……先程の老人、サウルナ国の国王スルタン、シャリフ王だった。

「ラシッド。せっかく客人がいらしているのだ。もっと肉とか魚とか豪ごう勢せいな物をださんか」

「駄だ目めですよ。先生も食べる気でしょう。お医者様から、食事には十分気をつけるよう言われてます」

　台所からラシッドの声が聞こえてくる。〝ケチ〟とシャリフ王が口を尖とがらせて呟つぶやいた。

（信じられないわ。シャリフ王といえば、アラバーナ大陸で長い間続いていた戦争を停戦させた名君。でも英えい雄ゆうだって言われているシンリクット船長の正体だって、あのいい加減なターラだし……。ああ～、わたしシャリフ王にも憧あこがれてたのに。理想がどんどん崩れていくー）

　ジャリスは思わず額に手を当てる。

　子供の時から語かたり部べ達の話す物語が大好きだった。祖父であるシンリクット船長と同じくらい有名なのが、サウルナ国の〝凜り々りしき名君〟シャリフ王だ。

　語り部達の話では、危険をかえりみない勇ゆう敢かんなシャリフ王は、停戦に反対した各国からの刺し客かくをばったばったとなぎ倒たおし……と続くのだ。ジャリスが憧れていたシャリフ王は、決して食事が質素だと、だだをこねるような人物ではなかった。

　それでもジャリスは気を取り直し、まだ台所に向かってぶつぶつ言っているシャリフ王に、深々と頭を下げた。

「先程は失礼いたしました。陛下におかれましては……」

「ああ、よいよい。そんな堅かた苦くるしい挨あい拶さつは聞き飽あきた。ここでは無ぶ礼れい講こうじゃ」

　機き嫌げん良く言ったシャリフ王は、カッサラに目を向けた。その顔がにやついている。

「カッサラ、とうとう結けつ婚こんする気になったのか？　サウルナ国の絶世の美女達を振ったのは、実はこういう可愛い女の子が好みだったからじゃな。そうかそうか」

「違います、陛下」

　即そく座ざにカッサラに否定されて、シャリフ王は口を尖らせた。

「そうなのか？　わしはてっきり……」

「彼女はジャリス・シンリクット。海かい賊ぞく同盟の見習いで、シンリクット船長のお孫さんです」

　カッサラに改めて紹しよう介かいされ、ジャリスは頭を下げた。シャリフ王が目を見開く。

「そんな馬ば鹿かな……。それならルリアの娘むすめだろう？　生まれた子供は彼女と同じ金髪で……」

「母をご存じなのですか？」

　ジャリスは驚おどろいてシャリフ王を見上げた。ルリアとは母の名だ。

「ああ、マラファムとの結婚式にはわしも参列した。子供が生まれたとの報告も聞いたぞ」

　ジャリスは、隣となりにいたコダートの手にそっと触ふれた。すると一いつ瞬しゆんで姿が変化する。金髪のジャリスを見て、シャリフ王が目を見張った。

「おおっ、これは驚きだ。一体どういう事だ？」

「水差しの精霊ジヤーン、アブウの魔法です」

　ジャリスが説明すると、シャリフ王は更に目を見開いた。

「あのアブウに、こんなまともな魔法が使えるとは……。そちらの方が驚きだ」

　どうやらシャリフ王は、アブウの事もよく知っているらしい。的確な感想だった。

「それより陛下、お身体からだの具合は？」

　ジャリスが聞くと、シャリフ王はがははと豪快に笑った。

「実はすっかりいいのじゃ。ここは空気もいいし水もうまい。後はラシッドが精のつくものを作ってくれれば、なおいいのじゃが」

「ちゃんと作ってますよ。身体にいい物を」

　台所からやってきたラシッドが、机にドンと皿を置いた。だがやはり野菜料理ばかりだ。シャリフ王が、恨うらめしそうにラシッドを見上げる。

「一日の栄養をきちんと計算してあります。お肉だってちゃんとお昼には出してるでしょう」

　ラシッドに言われ、シャリフ王は渋しぶ々しぶと皿の料理に手をつけた。

「彼は一体何者ですか？　それに警備の者達はどうしたのです」

　カッサラが聞くと、シャリフ王は台所に下がったラシッドをみやる。

「ラシッドはわしの弟子じゃ。警備の者達は離り宮きゆうの裏手にある宿舎に数人おる。だがここには来るなと命じてあるのじゃ。ここではわしはただの隠いん居きよじゃ。町の者も変わり者がすみついたと思っておるし、小さな町だから侵しん入にゆう者しやがあればすぐに判わかる。ここに来て一年になるが、一度も危険な目にあった事はない」

「薬は？　大神殿からの薬は飲まれているんですか？」

　ジャリスが身を乗り出すと、子供がいたずらを見つかった時のように、シャリフ王は頭をかいた。

「いやー、実は大神殿から薬の献けん上じようがあったが、飲んではおらぬのじゃ。薬は苦手でのぅ」

　ばくばくと豪快に食べ始めたシャリフ王に、ジャリスはほっと胸をなで下ろす。

「大神殿がどうかしたのか？　それにカッサラ。お前何でここにいるのじゃ。わしは誰だれにもここの事は言うなと命じたはずじゃが」

　不思議そうに聞かれ、カッサラが困こん惑わくしたように眉根を寄せた。

「陛下、私とアクラブ号の乗組員達は、反逆の罪で指名手配されて……」

　シャリフ王は一瞬きょとんとしたが、すぐに腹を抱かかえて笑い始めた。

「これはいい。冗じよう談だんがうまくなったな、カッサラ。そんな面おも白しろい事が言える男だとは……」

　わははと声を上げていたシャリフ王だが、すぐに暗い表情のカッサラとジャリス達に気付いたようだ。目を瞬またたかせると、姿勢を正した。

「……まことなのか？」

　ふいに聞こえたのは、今までとはまったく違う真しん剣けんな声だ。腹にずんとくるような響ひびきに、ジャリスは思わず身を竦すくめた。

「はい、ですが私は反逆など企くわだててはおりません。アクラブ号の乗組員達もです。ですが我々は指名手配され、国に帰る事もできません。私は、陛下に無実を訴うつたえる為に来たのです」

　カッサラの真剣な眼まな差ざしに、シャリフ王の表情も一変する。瞳ひとみに鋭するどい光が宿った。

「詳くわしく報告を」

　食事の手を止め、シャリフ王が目を瞑つぶる。カッサラは今までの事を包つつみ隠かくさず話した。海軍司令官がシャイターンだったこと。洗脳され、アラバーナ大陸最速船決定戦を妨ぼう害がいし、他国の船を攻こう撃げきしたことを。

「そんな馬鹿な……」

　呟いたシャリフ王がうっすらと目を開いた。眼光を鋭くしている彼に、ジャリスは口を開く。

「陛下、わたしからもお話があります。まずはこの書状をお読み下さい。ネイレス国のムスタシャール王からの手紙です」

　ジャリスが差しだした手紙に目を通したシャリフ王は、眉み間けんのしわを深くした。

「……ドワークが、ネイレス国での国王暗殺未み遂すい事件に関かん与よし、わしへの反逆を企てていると？」

「ええ、証しよう拠こはないのですが……」

　答えたジャリスを見て、シャリフ王はしわがよって節々が丸くなっている手を口元に当てた。

「ジャリス、そなたはどう思う。率そつ直ちよくな意見を聞かせてくれ」

「わたしは……大変失礼かもしれませんが、ネイレス国の暗殺未遂事件に関かかわっていた神官は、本物だったのではないかと思います。ムスタシャール王に他国への侵しん略りやくを持ちかけ、断られた事による報復かと。……ここにくるまでに、王宮や軍の宿舎にも足を運びましたが、着々と戦いの準備が進められているとの証言を得ています。このまま放っておいては、再び大陸が戦乱の渦うずに巻き込まれてしまうかもしれません」

　はっきりと言ったジャリスに、シャリフ王は眉まゆ根ねを寄せた。そしてゆっくりと口を開く。

「だがすべては仮定の話。証拠は何もない。うがった見方をすれば、ムスタシャール王がサウルナ国を、内部から崩ほう壊かいさせようと仕組んだ事かもしれぬ。神官に毒草を採ってくるよう命じられたと証言している男も、ムスタシャール王の乳ち兄きよう弟だいなのだろう？」

　鋭く言い返されて、ジャリスは慌あわてて口を開こうとした。だが反論はできなかった。ジャリスはネイレス国の事件を解決した張本人だから、彼らに噓うそはないと言い切れる。だがそれが証明できるかはまた別の問題だ。

「甥おいのドワークは、わしが最も信しん頼らいしている男じゃ。わしは子供に恵めぐまれなかった。神官として神に身を委ゆだねているドワークは、最初次期国王スルタンとなる事を拒こばんだ。それを説とき伏ふせたのはわしじゃ。この離宮で暮らす事を決めた時、政治をドワークに頼たのんだのもわしじゃ。彼は期待通りの働きを見せてくれた」

　ジャリスは顔をあげ、まっすぐにシャリフ王の黒い瞳を見つめた。

「でもこんなに離はなれた場所では、陛下の目の届かない事もあるのではありませんか？　現に陛下は、カッサラ達が指名手配されている事をご存じなかった。……うがった見方をすれば、都合の悪い事が、陛下のお耳に入らないようになっているのでは？」

　シャリフ王はふっと笑う。優ゆう秀しゆうな生徒の答えを聞いた教師のように、満足げな笑えみだった。

「……なかなか口が立つな。さすがマラファムの娘じゃ。わしは政治的な決断をする時は、何事も客観的に物を見るようにしている。主観が入ったり情に流されるのは、指導者として最も避さけなければならない事じゃ。お前達の話ばかりでは偏かたよった判断しかできぬ」

　シャリフ王の言い分は確かに尤もつともだった。彼は名君と呼ばれるにふさわしい人物だと、ジャリスはやっと実感できた。

「陛下、実はターラから……祖父からの伝言があります」

　ジャリスはターラから、シャリフ王に会ったら伝えてくれと頼まれていた言葉を口にした。

「指輪は敵の手にあり。事は緊きん急きゆうを要する」

　その瞬しゆん間かん、シャリフ王がかっと目を剝むいた。がたっと椅い子すから立ち上がると、ジャリスに詰つめ寄る。

「指輪を……魔物ジン達に取られたのかっ。何ということだ……！」

　シャリフ王は額に手を当て、天てん井じようを仰あおぎみた。顔を歪ゆがめて目を瞑り小さく身み震ぶるいしている。

　ターラから、シャリフ王は指輪の秘密を知っていると聞かされた。指輪を奪うばわれた事を伝えるよう頼まれたのだ。

「陛下、わたし達は指輪を取り戻したいんです。指輪は魔力を増ぞう幅ふくします。魔物ジン達がどんな事に悪用するか判りません。ドワーク様が予言したという洪こう水ずいや砂すな嵐あらし、それに火災。これはターラに確かめましたが、シャイ悪ターン魔達の操あやつる魔法と酷こく似じしています。ドワーク様が予言し、その通りに魔物達が災さい厄やくを起こす。それなら筋が通ります。ドワーク様はもしかすると、以前のカッサラのように、魔物達に洗脳されているのかもしれません。それをまず確かめなければ」

　シャリフ王はしばらく考え込んでいたが、やがて顔をあげた。

「……わしにはもうその力はない。実は三ヶ月ほど前、ドワークに王座を譲ゆずると決め、国印を渡してしまったのじゃ」

　カッサラが目を見開いた。立ち上がるとシャリフ王の許もとに近寄り跪ひざまずく。

「陛下、国印を渡してしまったのですか？　では……」

　ジャリスはカッサラの驚きように困惑した。聞き慣れない言葉に首を傾かしげる。

「何、国印って？」

　ジャリスの疑問に答えてくれたのは、シャリフ王だった。

「国印は、国の決定事項を国王スルタンが承しよう認にんしたという証あかしに押す印じゃ。代々国王が持つと定められておる。最初はわしがここで書類を吟ぎん味みして国印を押していたが、ドワークの政権が安定してきたので渡したのじゃ。今はほぼドワークが国王としての仕事を果たしているからな。彼が決め国印を押した決定事項には、わしでも逆らえぬ」

　シャリフ王の言葉に、カッサラが顔を曇くもらせる。ぎゅっと目を瞑り手を震ふるわせた。

「では……アクラブ号の指名手配は……」

「すまぬ、わしではその決定を覆くつがえすことはできぬのじゃ」

　カッサラが唇くちびるを嚙かみしめた。シャリフ王は一度息を吸いこむと、毅き然ぜんとした声を上げた。

「わしの考えを言おう。わしの知っているドワークは、清せい廉れん潔けつ白ぱくな男だ。国王スルタンになったなら、アラバーナ大陸の平和の為に尽じん力りよくすると約束してくれた。しかしお前達の話やムスタシャール王の言葉も無視できぬ。ターラやカッサラの話を合わせると、魔物ジン達がドワークに何らかの影えい響きようを与あたえている可能性は否定できない。……良く聞け、ジャリス。もうすぐ正式に発表されるが、一ひと月つき後にドワークが正式に王位を継けい承しようするのじゃ」

　ジャリスは驚おどろいて立ち上がる。そんな話は初耳だった。

「そんなっ……それでは」

「まあまて、それまでにドワークの事を調べる必要があるだろう。何もなければそれでよし。だが万一お前達が言うように、ドワークが他国に攻せめ入ろうと考えているなら、即そく位いは認められない。しかし……即位の儀式はすでに決定している。取りやめるには国印が必要だ」

　ジャリスはコダートと顔を見あわせた。シャリフ王が話を続ける。

「……わしはドワークの事を信頼している。それに、わしが動けば騒さわぎになるだろう。できればそれは避けたい。そこでだ、ジャリス・シンリクット」

　突とつ然ぜん名前を呼ばれ、ジャリスは姿勢を正した。

「お前にドワークの事を調べてもらいたい。今までの捜そう査さ状じよう況きようを聞く限り、お前は優秀なようだ。もし調べて何もなければ、わしはこの事を自分の胸にだけしまっておく。お前達も自分の目で確かめれば、納なつ得とくできるだろう。だが万一、ドワークの背後に魔物ジン達の暗あん躍やくがあるならば……」

　シャリフ王は、鋭い視線をジャリスに向けた。

「国印を取り戻してくれ。国印があれば即位式を中止できる。サウルナ国ではドワークを信しん奉ぽうする者が多い。我が国の人間では彼を調べるのは難しいじゃろう。だからお前達に頼みたい」

　ジャリスは驚いて目を瞬かせたが、すぐに表情を引き締しめて頷うなずいた。

「判わかりました、陛下。わたしがドワーク様の真意を確かめて参ります。……ですが陛下、それとは別に、もう一つお聞きしたいんですが、アクラブ号はどうなるのでしょう？」

　アクラブ号の事はジャリスも気にかかっていた。カッサラも顔をあげ、シャリフ王を見つめる。

「もしドワークがわしの知る清廉潔白な男なら、カッサラ達の事情もきっと判ってくれる。わしが直接彼に頼むとしよう。それは約束する」

　シャリフ王の言葉に、カッサラはほっとしたように表情を緩ゆるめた。

（ドワーク……必ずわたしが真実を暴あばいてみせるっ）

　決意したジャリスは、ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめたのだった。




　カッサラとシャリフ王は、離り宮きゆうの中でサウルナ国の情勢について話し合いを続けていた。他国の人間には、聞かせられないこともあるだろう。ジャリス達は裏庭に出て、話が終わるのを待つことにした。

　青空の下で大きくのびをしたジャリスは、広い庭に無造作に置いてある道具に目を向けた。巨きよ大だいな布に縄なわ、それと鉄くずだ。大工道具や大きな硝子ガラス瓶びんもある。

「これって……さっき言ってた気球を作る道具なのかしら」

　ジャリスが呟つぶやくとコダートが首を傾げる。

「そうですよ」

　答えたのは、離宮に続く扉とびらを開けて出てきたラシッドだった。

「先生は昔から、空を飛ぶことに憧あこがれてらっしゃいました。異国で開発された気球の話を聞いて、ご自分でも作ってみたいと言われて。ここではその研究をしているんです」

　ラシッドの花のような笑みを見ると、ジャリスもほんわかと優やさしい気持ちになった。

（可愛かわいいというか、可か憐れんというか……喋しやべらなきゃ女の子でも通るわよね。見習わなきゃ……って男の人を見習ってどうするのよっ）

　だがジャリスがそう思ってしまうくらい、ラシッドは周りまで穏おだやかにしてしまう優しい雰ふん囲い気きを持っていた。

「他人に政治を任せて気球作りか？　随ずい分ぶんと吞のん気きだな」

　だが例外もいるようで、隣となりにいたコダートが気球の道具を見つめてぼそりと呟く。ラシッドがむっとしたように声をあげた。

「先生は若い時からこの国の為に……いえ、この大陸の為に尽力なさってきたのです。先生はもう七十五歳。普ふ通つうならもっと早く王位を譲ゆずり、隠いん居きよなされていてもおかしくない。余生を御ご自分の夢の為に使って何が悪いのです！」

　声を荒あららげた自分に驚いたのか、はっとしたラシッドはすぐに恥はずかしそうに俯うつむいた。

「すいません……。ただ判って頂きたいのです。先生は決して政治を疎おろそかにしていません。ここで隠居すると決めた時、本当は国印をドワーク様に渡して身軽になる事もできたんです。でもそうはせず、ずっと様子を見られていた。それで大だい丈じよう夫ぶだと思ったからこそ、ドワーク様に国印を渡されたのです。本当は……もう政治の事は気にせず、ここでお好きな気球作りだけをしていて欲しかった」

　先さき程ほどの話を聞いていたのだろう。ラシッドが顔を曇らせている。ジャリスはずっと疑問に思っていた事を口にした。

「あなたは……王宮の人なの？」

　ラシッドは顔をあげ、少しだけ口元を緩めた。

「いいえ、僕は元々遺い跡せきの発はつ掘くつをしていた学者です。サウルナ国は遺跡が多いので、数年前から移り住み研究をしていました。ですが三年ほど前、手違いで許可を申しん請せいしていなくて、不法に発掘作業をしたと捕つかまってしまったんです」

　ラシッドは、懐なつかしそうにそっと微笑ほほえむ。

「牢ろう獄ごくに入れられそうになった所を、先生が助けてくれました。僕は色々な学問を勉強していて、異国の科学にも通じていました。先生はこっそり気球に興味があると言われて、それで僕が話し相手になったんです。気球作りをすると仰った時、同行させてくださいと頼たのんだんですよ」

　ラシッドから伝わるのは、シャリフ王への尊敬の念だった。

「先生はここに来てから生き生きとしておられます。王宮にいた時は、床とこに臥ふす事も多かったのに。色々な事情もあると思いますが……先生をあまり、煩わずらわせないで欲しいんです」

　俯き加か減げんのラシッドに、ジャリスは微笑んだ。

「ええ、陛下が素す晴ばらしい方なのは判っているわ。陛下のおかげで長く続いた戦争も幕を閉じた。だからその幕が再び開かないようにしたいの。その為には陛下の協力が必要なのよ。でも……なるべく陛下を煩わせないよう努力するわ」

　ジャリスの言葉を聞いて、ラシッドは嬉うれしそうに笑った。

「その気球作りとやらは、進んでいるのか」

　コダートが聞くと、ラシッドがうーん、と考え込む。

「難しいですね。異国の書物を参考にしているんですが、まだまだです。人を乗せられる気球を作るには、もう少しかかりそうですよ。僕と先生の意見も合わないし」

　苦く笑しようしたラシッドに、ジャリスも先程の光景を思い出す。ラシッドと気球作りについて、論戦を繰くり広げていたシャリフ王は、確かに生き生きとしていた。

　シャリフ王に夢を叶かなえて欲しいと、ジャリスも心の中で願っていたのだった。
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『……そういうわけで、ドワークを調べる為に、彼のいる大神殿に行かなければならないの。わたし達は明日戻もどるから、情報を集めておいて』

　宿に残っていたシャルマは、水鏡に映ったジャリスに向かって静かに頷いた。ターラからの情報を元に、ジャリス達がでかけて丸一日が経たっていた。

「判りました。気をつけて帰ってきてください」

　水鏡の中のジャリスが微笑んで頷いた後、通信が途と絶だえた。

　シャルマは背後で座っているナッシルとリクに視線を向ける。ナッシルがだらしなく両足を投げ出して、ため息をついた。

「大神殿に入るのはかなり難しいぜ。あそこはサウルナ国に所属しているが、治外法権なんだ。観光で入れるのは一部だけ。一いつ般ぱん人が中に入るには大神官の許可がいる。それにたとえ許しが出たとしても女によ人にん禁制だから、俺達はともかくジャリスは絶対無理だぜ」

「大神官って？」

　リクが不思議そうに首を傾かしげると、ナッシルが肩かたを竦すくめる。

「大神官は神官達を束ねてるんだ。そうだなぁ、大神殿は一つの小さな国だと思えばいい。その王様が大神官さ。神官達は全部で千人近くいるはずだ。自給自足しながら神様にお祈いのりを捧ささげているのさ。警備の人間も使用人達も、敬けい虔けんなアリフラスト神の教徒だよ」

　彼らに近付いたシャルマは、考え込むように口元に手をあてた。

「しかしそこにジャリスが入りたいというなら、どんな手を使っても入る必要があるでしょう。ナッシル、詳くわしい情報が必要です。手に入りますか？」

　シャルマに言われて、ナッシルは渋しぶ々しぶと立ち上がった。

「まあやるだけやってみるよ。もう一度同盟支部に顔を出してくる。でも期待はするなよ。支部もドワークの事を調べようとして大神殿を訪おとずれたが、追い返されたらしいしな」

　ナッシルはそのまま部屋を出ていった。リクと二人で残ったシャルマが、今後の事を考えようとした時だった。

「ジャリスはどこだーっ」

　今日何度目か判わからない叫さけび声に、シャルマのこめかみがぴくんと動いた。

「馬ば鹿か皇子……あの人はどうして、静かにするということを知らないのでしょう」

　強ごう引いんでにやけた皇子の事を思い出すだけで、こめかみに浮うかんだ青い筋がぴくぴくと動く。ジャリス達がフラエイに行ってから、何百回も同じ言い合いをしていた。もううんざりだった。

「シャ、シャルマ。顔が怖こわい。シャイ悪ターン魔みたい」

　リクがびくびくとして声をあげた。はっとしたシャルマは、意識して平静を努めた。

　そこへバンッと扉が開いて、仁に王おう立だちしたクアイが姿を現した。

「ジャリスはまだ戻らないのかっ」

「明日には戻りますよ」

　冷静に言うと、クアイの顔が怒いかりで真っ赤に染まった。

「どうして知ってる！　さっき聞いた時はまだ判らないと言っていただろうっ」

「連れん絡らくがあったんです」

　シャルマは必死で気持ちを静めようとした。この皇子を相手にすると調子が狂くるうのだ。まず論理的な話が一いつ切さい出来ない。ジャリス以外の事でなら切れ者なのだ。それはシャルマも認めている。だが今の彼は、まったくもってシャルマの理解を超こえていた。

「連絡があったのなら、なぜ俺を呼ばないっ。大体お前達は俺を除のけ者にしてばかりだろう！　この国に入れたのは俺のおかげなんだぞっ」

　それがなければ絶対にあなたには頼たよらない、口まで出かかったが、シャルマはどうにか吞のみ込んだ。ここで彼の機き嫌げんを損そこねるのは得策ではない。この男の地位は役に立つのだ。心で唱えたが……どうしても性格的に合わない人間というのは存在する。

　シャルマは、クアイの顔にジャリスを重ねてみた。彼女の為ために必要な事だと思えば、我が慢まんできるからだ。

「重々承知しています。クアイ皇子。ジャリスもとても感謝していますよ」

　にっこり笑うと、クアイがまんざらでもない様子で笑えみを浮かべた。

「そ……そうか、ジャリスが。ならばいいが。それより何の連絡だったんだ。まさかジャリスが何か、困っているのではないだろうな」

　心配そうにしているクアイを見て、シャルマはふとひらめいた。

「……実はそうなんです」

　顔を伏せ気味にシャルマが言うと、案の定クアイは身を乗り出した。

「何だっ、一体何事だ？」

「ジャリスが大神殿を調べたいと。ですがご存じかと思いますが、大神殿に一般人は入れません。許可があったとしても女人禁制らしいのです。ジャリスもほとほと困っていて……」

　タバラン国の権けん威いをもってすれば、許可が出るのではないか、それがシャルマの計算だった。だがクアイは顔を曇くもらせる。

「う……大神殿か。あそこはさすがの俺でも難しいな。いや、俺達は中に入れるだろう。タバラン国から、寄付を持ってきたとでもいえば歓かん迎げいされる。だが女性は……」

　そこまで言ったクアイがふいに顔をあげた。その顔に、にんまりとした笑みが浮かんでいる。シャルマは嫌いやな予感を覚えた。

「いいことを思いついたぞ……」

　クアイはそのまま、シャルマ達に背を向けて、足早に扉とびらに向かった。

「ちょっとまってください。何を思いついたんですか？」

　慌あわててシャルマは問いかける。振ふり向いたクアイは自信満々の顔で、不敵な笑みを浮かべた。

「ジャリスも一いつ緒しよに大神殿に入れる手だ。俺に任せておけ！」

　笑い声をあげながら去っていったクアイに、シャルマはもしやとんでもないことを頼んでしまったのではないかと、頭を抱かかえたのだった。
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　首都ベルジアの中心部では、道の脇わきにいくつも店が並び人だかりができていた。

　アクラブ号の乗組員ブシュラルは、故郷の光景に思わず涙なみだぐみそうになる。そばかすの浮いた顔を綻ほころばせ、隣となりにいるムスタファに話しかけた。

「みんなにもみせてやりたいな」

　隣を歩くムスタファが、八や重え歯ばを覗のぞかせた。同い年のムスタファは、入隊したのも同時期で、軍の訓練所にいた頃ころからの親友だ。小こ柄がらなブシュラルよりも背は高い。だが剣けん術じゆつや体術では、お互たがい一歩も譲ゆずらなかった。

「おい、ちゃんと顔を隠かくせよ。俺達指名手配されてるんだからさ」

　ブシュラルがたしなめるように言うと、ムスタファが慌てて口元を布で覆おおった。いつも一つに結んでいるムスタファの茶色い髪は、ターバンで隠してある。

　洒落しやれっけのあるムスタファは、目立たないように地味な服装をする事に不満げだ。だが堂々と街を歩くわけにはいかなかった。

「カッサラ船長にみつからないようにしないと。ネイレス国で待機だって命令されてるし」

　ブシュラルが言うと、ムスタファが神しん妙みような顔になって頷うなずいた。

「うん、でもこれからどうする？　副船長のいる所に心当たりでもあるのか？」

　ブシュラルは少しだけ俯うつむいた。副船長のリンドはカッサラを助ける為に、ジャリス達から大切な指輪を奪うばったという。シャイ悪ターン魔だった彼は、そのまま姿を消してしまった。

　カッサラは一人で助けに行くと言ったが、ブシュラルは納なつ得とくできなかった。リンドの様子がおかしい事を、知っていながら止められなかったのは自分なのだから。

　悔くやしさと自己嫌けん悪おに陥おちいったブシュラルは、リンドを捜さがす事を決めた。それを察したムスタファが、ついてきてしまったのだ。

「何か情報を探そう。この国は俺達の故郷だ。副船長がここにいるなら、必ずてがかりが……」

「おにいちゃんっ。金きんはどうだい？　混じりっけ無しの本物だよ！」

　ブシュラルの言葉を遮さえぎったのは、露ろ天てん商しようの男だった。小太りの身体からだに道を塞ふさがれ、ブシュラルは手を振る。

「い、いいよ」

「おにいちゃん、彼女へのおみやげに、花はどうだい？」

「いやいやいや、そんなのより食い物はどうだ？」

　次々と商人達に囲まれ、ブシュラルは困こん惑わくする。ぎゅうぎゅうと身体を押しつけられ、逃げるのに精せい一いつ杯ぱいだ。やっと人混ごみから抜ぬけだすと、二人ともよれよれになっていた。

「ああー、まったく。ここら辺はあんまり治安が良くないんだよな。さっきの金だってどうみたって本物じゃ……」

　服を直していたムスタファが言葉を止める。そして全身をまさぐるように手を動かした。

「や、やられたっ。財さい布ふがない！」

　叫んだムスタファに、ブシュラルも慌てて懐ふところに手をやった。船を出る時、事情を知っている数人から渡わたされた大切な旅費、みんな少ない小こ遣づかいを出し合ってくれた。

「ああーっ、俺もない！」

　ブシュラルは頭を抱えて叫ぶと、真っ青になったのだった。
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　フラエイから戻もどって三日後。ジャリスは、クアイ皇子とともに大神殿に赴おもむいていた。

　大神殿はベルジアの南にある。石造りの神殿の外がい壁へきには、代々の大神官が、アリフラスト神と対話する姿が浮き彫ぼりにされていた。

　正門の両りよう端たんには見上げる程ほど大きな石像が置かれていた。座った犬の姿に似ている石像は、顔だけが人間だった。広大な大神殿には、住居や礼拝堂はもちろん、神官になる為の学校まであるという。

　ジャリスは大神殿の一番奥にある広間で膝ひざをつき、目の前の壇だん上じように座る男に目をむけていた。

「こちらが奥方になられるお方ですか？」

　身の丈たけほどの錫しやく杖じようを持った中年の男。大神官のゴディアスは、白い生き地じに緑の格こう子し模様の入ったクマーシュを身につけていた。大神官だけが許される衣装なのだという。他ほかの神官達は真っ白な麻あさのクマーシュ姿だった。ゴディアスの声は穏おだやかだが、広い部屋によく響ひびいた。

　ジャリスの隣に立っていたクアイが、にこやかに声をあげる。

「ああ、俺の花はな嫁よめ、タバラン国の次期王おう妃ひ、ジャクスだ」

　クアイが指したのはジャリスだ。黒髪黒目のジャリスはベールの下で顔を引きつらせる。

「さあ、ジャクス。挨あい拶さつを」

　クアイは上じよう機き嫌げんだ。ジャリスは嫌いや々いやながらも、顔には笑みを浮うかべて口を開く。

「クアイ皇子の花嫁、ジャ、ジャクスです。どうぞよろしくお願いいたします」

　何とかそれだけ口にすると、クアイが満足そうに頷いた。

「クアイ皇子が身を固められるとは……父君も喜ばれるでしょう。ご存じと思いますが、我が大神殿は、本来結婚式は行いません。しかし各国の世よ継つぎの皇子だけは特別に結婚式を挙げる事を許可しています。神がおわすこの大神殿で結婚式を挙げるのは、特別に意味があること……。ですがクアイ皇子が、これほど信しん仰こうの厚い方だとは存じませんでした」

「俺は神の教えを誰だれよりも守っている。結婚式を挙げるなら大神殿でと決めていた。そうそう、これは我が国からの寄付だ。結婚式の費用とは別に受け取って欲しい」

（よくそうすらすらと噓うそが……）

　ジャリスは思わず呆あきれてしまう。クアイは基本的に神を信じない男だ。信仰を否定はしないが、肯こう定ていもしない。敬けい虔けんな教徒は日に数度の祈いのりを捧ささげるものだが、クアイが祈っている所など見たことがなかった。

　それでもジャリスはじっと黙だまったままでいた。大神殿に女性が入るのは絶対に無理なのだという。だが特別に結婚式を挙げる花嫁だけは、準備を含ふくめた十日間だけ滞たい在ざいが許される。

「それでは部屋に下がらせてもらおう。結婚式の準備の為、俺達と従者が滞在する。構わないな？」

　ゴディアスが頷いたのを見て、ジャリス達はそのまま広間を後にしたのだった。




「何で一緒の部屋なのっ」

　開口一番ジャリスは叫さけんだ。今まで我が慢まんしていたのは案内の神官がいたからだ。広い部屋は華か美びではないが清潔に整えられている。だが寝しん台だいは一つしかなかった。

「仕方ないだろう。俺達は結婚すると言って来ているんだ」

「でもまだ結婚前なんだから、普ふ通つう部屋は別々でしょ！」

　クアイはやたら機嫌がいい。ジャリスの訴うつたえを聞いてもにこにこしたままだ。

「神官達が気をきかせてくれたのさ。さあジャリス、こちらへ……」

　クアイが背に手を回そうとしたのに気付いて、ジャリスは思わず声をあげた。

「触さわっちゃ駄だ目めっ、魔法がとけちゃうでしょ！」

　ジャリスの叫びを聞いて、クアイがはっとした。

「あ……いや、だがまた魔法をかけて貰もらえば……」

「姿変えの魔法は一日一回なの。それがアブウの限界よっ」

　ジャリスは胸の前で腕うでをバツの形に組んだ。クアイががっくりと項うな垂だれる。

「そんな……せっかく部屋係の神官に、小遣いをやったのに……」

　クアイの落らく胆たんした声に、ジャリスは目を剝むいた。

「やっぱりあなたがやらせたのねーっ」

　ジャリスが叫ぶと同時に扉とびらが開く。入ってきたのは、従者の姿をしたシャルマとナッシルとリクだった。

「あまり大きな声を出すと外に聞こえますよ。クアイ皇子、ジャリスの部屋替がえをお願いします。こんな事は私が許しません」

　シャルマに睨にらまれ、クアイはふんと鼻を鳴らした。

「やってもいいが、怪あやしまれるぞ。最初から別々ならともかく、今いま更さら違ちがう部屋に移ったら不仲だのなんだの言われる。目立たない方がいいんじゃないのか？」

　クアイの言い分にも一理あった。ジャリスはしばらく考え込んだが、仕方なく頷いた。

「いいわ、このままでいましょう。ただし、いい？　わたしに触ったら魔法が解けちゃうの。そうしたらみんなが危険な目にあうかもしれない。もちろんわたしを含めてね。あなたはわたしを危険にさらすことはしないわよね。信じていいでしょ。クアイ皇子」

　クアイはぐっと詰つまったが、やがて渋しぶ々しぶと頷いた。

「……いいだろう。君の為ためなら我慢しよう。今まで散々蚊か帳やの外だったんだ。これからは俺を頼たよってくれると約束してくれるならな」

　ジャリスはため息をついたが、仕方なく頷く。今はクアイの協力が何より必要だった。

　気を取り直したジャリスは、シャルマに向き直った。

「ドワークに会ってみたいわ。どんな人物なのか知りたいの。彼はどこにいるのかしら？」

「これからそれとなく神官達に話しかけて、情報を手に入れます。あなたは決して正体を知られないでくださいね。なるべく早く行動しますから」

　結婚式を挙げる為なら、大神殿に入れるかもしれないというクアイの提案を聞いた時、乗組員達は反対した。しかし他に方法はなく、ジャリスはそれを承しよう諾だくしたのだ。もちろん本当に結婚式を挙げるつもりはない。

　猶ゆう予よは十日。その間にドワークを捜さがし出し、魔物ジン達の関かん与よの証しよう拠こを見つけださなければならない。もし間に合わなければ、最悪結婚式を挙げる事になる。たとえ偽いつわりでも、神の前で愛を誓ちかえば結婚した事になってしまう。クアイはあわよくば本当に結婚式を挙げるつもりなのだ。

　彼の下心はみえみえだが、それでも他に手はなかった。

　ジャリスは窓から見える青空に目をむけた。

「コダートとカッサラはどうしているかしら……」

　大神殿では、さすがに顔を隠かくしたままではいられない。指名手配されているカッサラと、魔物に狙ねらわれているコダートは、別の視点から証拠を摑つかむために動いていた。

　ジャリスの呟つぶやきが風にのり、外に流れていった。
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　コダートは、カッサラとともに騎き馬ば隊の宿舎にやってきていた。エバァンの部屋で、彼を待っていたコダートとカッサラは、あまりの汚きたなさに思わず掃そう除じを始めた所だ。コダートは開け放たれた窓から、ふいに潮風の香りがした気がして、顔を上げた。

（ジャリス……大だい丈じよう夫ぶだろうか。魔物ジン達もだが、一番心配なのはクアイ皇子だぞ）

　本当は、大神殿に行きたかった。だがせっかくジャリスが魔法で変装しているのに、顔が知られているコダート達がいれば、正体が知られる可能性も高くなる。

　コダートは別れる時の、シャルマの顔を思いだした。

〝大丈夫です。クアイ皇子の好きにはさせません〟

　呟くような声だったが、浮かべた冷れい酷こくな表情には、コダートもぞっとしたほどだ。

（頼たのんだぞ、シャルマ。お前だけが頼りだ）

　思わず心の中で声せい援えんを送る。それしかできないのが悔くやしかった。

「コダート、どうかしたのか？」

　カッサラに聞かれて、物思いに耽ふけっていたコダートは、はっとして顔を上げる。

「ああ、何でもない。それより、騎馬隊の奴やつらは本当に信用できるのか？」

「あいつらは大丈夫だ。それより、軍で〝侵しん攻こう作戦〟に逆らって捕とらえられた者達がいるらしい。できれば彼らに会って話を聞きたい」

　手引きしてくれるのは、カッサラの元部下で現在は騎馬隊の隊長を務めるエバァンという男だった。だがこの部屋の汚さを見てしまうと、本当に大丈夫かと疑問が湧わいてくる。

「ジャリスが心配なのは判わかるが、集中した方がいい」

　ふとカッサラに言われ、コダートは慌あわてる。

「な、何を言ってるんだ、俺は別に……」

「心配でたまらないと顔に書いてあるぞ。ジャリスにはシャルマもついている。私達が一いつ緒しよに居る方が彼女にとっては危険が増す。今は仕方ない」

　言いあてられてコダートは言葉に詰まった。思わず洗濯物をかたづけていた手が止まる。

（べ、別に心配というほどではないさ……。ただ、ただ何となく……）

　心の中の呟きを見み抜ぬいたように、カッサラは微笑ほほえんだ。

「とにかくまずは片づけてしまおう。このままでは落ち着いて話もできない」

　頷うなずいたコダートは、それでも窓の外に広がる青い空を見上げて、小さく嘆たん息そくしたのだった。

　　　　[image: ]

「奥方様、湯ゆ殿どのの用意が調ととのいました」

　部屋を訪おとずれた神官がジャリスに告げた。奥方様、という呼ばれ方にかなり抵てい抗こうがあるものの、ジャリスはにっこり笑って礼を言う。

「ありがとう、でもまだ結婚してないから、別の呼び方で……」

「ですが、クアイ皇子からそのようにお呼びせよと、申しつかっておりますが」

　まだ若い神官が、困こん惑わくしたように目を瞬またたかせた。ジャリスは思わず頰ほおをひくつかせる。

（クアイ皇子……！）

　心の中で悪態をつこうとしたが、どうにか押しとどめて、ジャリスは笑顔を浮かべる。

「ねえ、ちょっと聞きたいことがあるんだけど」

　部屋を出ようとした神官が足を止めて振ふり向く。人の良さそうな笑みを浮うかべ、首を傾かしげた。

「噂うわさで聞いたんだけど、神官のドワーク様って予言の力があるのでしょう？　どんな方かしら」

　神官はそばかすの浮いた顔を綻ほころばせる。ジャリスに向き直ると嬉き々きとして口を開いた。

「ドワーク様は素す晴ばらしい方です。あの方は、初代大神官様の生まれ変わりだと言われています」

「初代大神官……？」

　首を傾げたジャリスに、神官は誇ほこらしげに頷いた。

「大神殿は初代の大神官様が、神に仕つかえる場所として建てられたのです。その方は神からお告げを聞いて、サウルナ国に起こる様々な災さい厄やくを未然に防がれたとか。子孫にあたる方々が、代々大神官を務め、神からのお告げを聞いていました。ですが今はお血筋が途と絶だえてしまって……。ゴディアス様は、みんなの支持を受けて大神官になられたのですが、神からお告げを聞く事はできないんです」

　顔を曇くもらせていた神官が、急に頰を紅潮させ、拳こぶしを握にぎりしめた。

「そんな時、ドワーク様が神からお告げがあったと言われたのです。あの方の予言でこの国は様々な災厄から救われ、多くの命が助かりました。ドワーク様はきっと、初代大神官様の生まれ変わりなのです！　王位を継承されると聞いて、我々は喜んでいます。きっとあの方はこの国を平和へと導いてくれるでしょう」

　信じ切っている神官の表情を見たジャリスは、余計にドワークへの不ふ審しんを募つのらせた。

（その予言がシャイターン達の仕し業わざである可能性は高いわ。でもこれだけ信しん頼らいしている彼らを納なつ得とくさせるには、やっぱり確かな証拠が必要ね……）

「ドワーク様はどこにいらっしゃるの？」

「今は即位の儀ぎ式しきにむけて、禊みそぎをしておられます。神官でありながら、国王スルタンになるためには特別な修しゆ行ぎようが必要なのです」

　神官は誇らしげだ。彼らが真実を知ればどうなるか……ジャリスはそれが心配だった。

「お会いしてみたいわ」

「あいにくと、禊が終わるまでは誰も近づけません。塔とうの中で無言の行を行っておられるのです。行が終わるまでは、誰だれともお話しできません」

　神官は大きな窓から見える塔を指さした。大神殿の奥に位置する尖塔は、窓からでは天てん辺ぺんが見えないほど高かった。

「ああ、お会いしたかったのに残念だわ。教えてくれてありがとう……。じゃあお湯を使わせて頂きます」

　しつこく聞いては疑われるだろう。ジャリスが礼を言うと、神官はそのまま部屋を後にした。

　ジャリスは窓に近づき、改めて塔を見上げた。窓から身を乗り出して、やっと天辺が見えるほど塔は高い。外から侵入するのは絶対に無理だろう。

　そこへ扉が開いて、シャルマが顔を見せた。

「ジャリス、ドワークの事についてですが……」

　扉を閉めて小声で話すシャルマに、ジャリスは背を向けたまま頷いた。

「塔にいるって話なら、今聞いた所よ」

「そうですか……。先さき程ほどリクと一緒に塔の入り口まで行ってみましたが、厳重な見張りがついています。そこしか入る場所はないようですし、よしんば入れても、塔の最上階には別の見張りがいるようです。気付かれずに侵入するのは不可能かと」

　見張りを倒たおして塔に入ることはできるかもしれない。だがそれは得策ではなかった。

「あまり無む謀ぼうな事をして、タバラン国に迷めい惑わくがかかるといけないしね」

「ええ、クアイ皇子に迷惑をかけるのは全然まったく構いませんが、タバラン国の代表できているわけですしね」

　ジャリスは静かに頷くと、振り返ってシャルマを見つめた。

「慎しん重ちように事を運びましょう。国印はきっと彼が持っていると思うし」

　急せいては事をし損ずる。それが今までの旅で得た教訓だ。

「どこに行くのです？」

　着き替がえの用意を始めたジャリスに、シャルマが首を傾げた。

「湯殿よ。お風呂をどうぞって言われたから」

　それを聞いた途と端たん、シャルマが怪け訝げんな表情を浮かべ、目を眇すがめたのだった。
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　クアイは従者の老人ガーイムを引きつれて、こっそりと大神殿の廊ろう下かを進んでいた。

「皇子……湯殿に忍しのんで行くのは、いかがなものかと」

　小声で話すガーイムに、クアイはむっとした顔を向ける。

「忍んでいくのではないっ。ジャリスが一人になっては危ないではないか！　特に湯殿など誰が侵入してくるかもわからん。ジャリスの安全を確かめに行くのだ！」

「ですが、ジャリス様の為ために、湯殿の用意をするよう頼んだのは皇子では？」

　痛い所をつかれて、クアイは言葉に詰つまる。

「そ、それは……長旅で疲つかれているだろうから、少しでも身体からだを癒いやして欲しかったからだ」

　もごもごと言ったクアイは、足早に廊下を進んだ。大神殿は自給自足といいながら、その実各国の寄付が収入のほとんどを占しめている。クアイが大神官に渡わたした寄付は、大神殿の一年の収入に匹ひつ敵てきする額だった。そのせいか、神官達はクアイの言う事をよく聞いてくれた。

　今いま頃ごろジャリスは、クアイが手配した花びらを浮かべた風呂に入っている事だろう。甘い香こうを焚たきしめた風呂を、ジャリスは気に入ってくれただろうか。

「皇子……安全を確かめるだけなら、どうしてあなた様も着替えをお持ちなのです？」

　ガーイムの静かな突つっ込みに、クアイは目を剝むいた。

「お前はどっちの味方だ！　余計な事は気にするなっ」

　クアイの一いつ喝かつに、ガーイムは渋しぶ々しぶと口を閉じた。

　やっと静かになったガーイムを伴ともなって、廊下を進んだクアイは、湯殿の扉の前に立つ。いくつか扉があるが、右みぎ端はしが客用の湯殿だった。クアイはここにジャリスを案内するよう、神官に頼たのんでおいたのだ。この中にジャリスがいると思うと、胸が高鳴った。

「ジャリス、湯加減は……ぐぐっ」

　クアイが扉に手をかけようとした瞬しゆん間かん、背後から襟えりを摑つかまれる。思わず変なうめき声をあげたクアイは、慌あわてて振り返った。そこに天敵の姿をみつけて、クアイは目を剝いた。

「シャルマッ、またお前か！」

　腕うで組ぐみしたシャルマに怒いかりの声をあげる。シャルマは冷静な瞳ひとみでクアイを見上げた。

「何をしてらっしゃるのですか、クアイ皇子。湯殿に勝手に入るなんて、恥はじを知りなさい」

　シャルマの声も視線も冷たい。辺りに漂ただよう空気さえ凍こおるようだ。普ふ通つうなら、この視線だけで相手を怯おびえさせる事ができるだろう。だがクアイだけは違ちがった。

「俺はジャリスが安全かどうか見に来ただけだ！　中に入らなければ確かく認にんできないだろう。ジャリスは狙われているんだぞっ」

「誰も入ったりしていません。私が最初に中を確かめて、ここで見張りをしています。余計な心配はご無用です」

　理路整然と答えたシャルマに、クアイは顔を引きつらせる。

「だ、だが、入浴中に誰か窓から……」

「窓は人が入れる程の大きさじゃありません。それも確認済みです」

　この男がどれだけ自分を敵視しているか知っている。クアイも彼を天敵だと認めていた。

「おのれーっ、シャルマ。お前はどこまで俺の邪じや魔まをすれば気が済むんだ！　大体あの髪飾りだって、俺がジャリスに贈おくるはずだったんだぞっ」

　ジャリスが、サウルナ国に来る際も、荷物に入れて持ってきた二つの髪飾り。その内の一つ、赤い蝶ちよう々ちようの髪飾りは、シャルマが彼女に贈った物だった。なぜ知っているかというと、シャルマが買う時に、クアイもその場にいたからだ。奪うばい合いとなったが、店の主あるじの取りなしで、ある勝負をした。

「あなた負けたでしょう。じゃんけん」

　口元をつり上げたシャルマに、クアイはかーっと頭に血が上った。ぽっと出てきた祖父の決めた婚こん約やく者などより、この男の方が数十倍やっかいだとクアイの本能が告げていた。

「あっ！　シャイターンが！」

　クアイが廊下の先を指さして叫さけんだ。シャルマが驚おどろいてそちらを見る。

「えっ……！」

　その隙すきにクアイは、素す早ばやく扉を開けて湯殿に入りこむ。

「あっ、何をするのです！　クアイ皇子……」

　シャルマの声が背後で響ひびいたが、クアイは気にせず中を見回した。白いもやが辺りを覆おおっているが、不思議な事に水音一つしていない。クアイが用意した花びらの浮うかんだ湯殿には、ジャリスの影かげさえなかった。
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「ど、どういう事だ？」

「ああー、気持ちよかったぁ」

　クアイの背後で、愛いとしのジャリスの声がした。慌てて外に出てみると、髪を濡ぬらしたジャリスが、隣となりの湯殿から出てくるところだった。

「……だから、最初に〝誰も入っていない〟と言ったでしょう？」

　ほくそ笑えむような表情のシャルマに、クアイの顔面が怒りで引きつった。

「どうかしたの？」

「クアイ皇子も湯殿を使うそうです。こちらの湯殿をね」

　クアイの用意した花びらの浮いた湯殿を、シャルマが指した。

「そうなの？　すっごく気持ちいいわよ。どうぞ」

　ジャリスがにっこりと笑う。クアイは口まで出かかった言葉を吞のみ込んだ。失敗してしまった以上、ジャリスに本当の事を知られるのは得策ではない。そのぐらいの分別は残っていた。

「で、では湯に浸つかるとしよう。ガーイム、見張りを」

　悔くやしさ一いつ杯ぱいの声こわ色いろだが、唯ゆい一いつの救いは本当にジャリスが何も気付いていないことだ。

　クアイは仕方なく湯に浸かり、思わず吞み込んだ言葉を吐はき出した。

「見ていろっ、必ずここでジャリスと結けつ婚こん式を挙げてみせるぞ！」

　決意の声は、湯殿の中で大きく反はん響きようした。思わず自分の耳を塞ふさぎたくなるほど。
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　大神殿に来て三日が経たっていた。ジャリスはリクと一いつ緒しよに散歩を装いながら、塔とうの近くまで偵てい察さつに来ていた。周りは砂さ漠ばくでも、川沿いのベルジアには緑が多い。庭には手入れされた花が咲さき乱れ、畑では農作業をしている神官達もいる。黄色いクマーシュを着ている者達は、まだ少年といっていい。彼らは大神殿にある学校に通っているそうだ。

「奥方様、ここから先は立ち入り禁止です」

　塔の前まで来ると、二人の屈くつ強きような男に止められる。神官と同じ白いクマーシュを着ていて、左手に錫しやく杖じようを持っていた。だが普通の神官達と違うのは、腰こしに大振りの剣けんを差している事だ。

「あら、ごめんなさい。大神殿の中なんてもう二度と来られないだろうから、見学していたの。おつとめご苦労様です」

　見み咎とがめられるのは覚かく悟ごしていた。ジャリスは慌てず、にっこり笑ったが、男達は表情を崩くずさなかった。ジャリスはそのままゆったりと歩いて、男達から離れた。

　木こ陰かげに入ると、周りに誰だれもいない事を確認し、こっそりとリクに囁ささやく。

「やっぱり正面突とつ破ぱは難しいわね。リク、あの塔に矢をかけるのは無理？　縄なわ付つきのやつ」

「できない事はないけどさ。うまく刺ささっても、壁かべをよじ登るのは難しいよ。つるっとしてて足がかりがないもん。それに塔の最上階の窓。あれは人が入れる程の大きさじゃないね。それに鉄てつ格ごう子しつきだ」

　リクが塔を見上げている。ジャリスには豆まめ粒つぶのようにしか見えない窓だが、目のいいリクにはしっかりと見えているのだろう。

　塔の壁は石造りだが、表面は綺き麗れいに削けずられている。確かに縄一本で登るのは難しいだろう。

　ジャリスは腰からぶら下げた水差しを取り出した。

「アブウ、調子はどう？」

　声をかけても、うんともすんとも返事がない。どうやら姿を変える魔法は、相当の負担がかかるようだ。空を飛べるアブウに、鉄格子の中を覗のぞいてもらおうと思ったが無理そうだった。

「ルークに乗ったら、塔の最上階までいけるんじゃない？」

「無理、目立つから。大神殿の上をルークが飛んだら、大おお騒さわぎになっちゃうわ」

　ジャリスは頭を抱え込む。結婚式の準備は着々と進んでいた。今朝などはタバラン国の花はな嫁よめ衣装が届けられたのだ。神官達に振ふる舞まう料理も、クアイはとうに手配済みだった。

（クアイ皇子……結婚する気まんまんだわ。このままじゃまずいわよね）

　ドワークに会って彼の真意を確かめたら、すぐに仮け病びようを使って退散する予定だった。しかし捜そう査さは思うように進まない。七日後は結婚式だ。あまり直前になってしまっては、仮病を使うのも難しくなる。

「ナッシルは、うまくいってるのかしら？」

　気を取り直したジャリスが聞くと、リクが肩かたを竦すくめた。

「うん、薬草の研究をしてる人達の所にうまく入りこんだみたい。シャリフ王に献けん上じようしようとした薬草の事を調べるって言ってたよ」

　ジャリスは予定通りのナッシルの行動に頷うなずいて、薬草の研究をしている建物に足を向けた。




「何、これ……臭くさいっ」

　ジャリスは思わず鼻を押さえた。建物に一歩足を踏ふみ入れた途と端たん、漂ってきた異い臭しゆうに気付いたのだ。このつーんとくる臭いには覚えがある。材料の判わからない、ナッシルの秘密の薬だ。

「奥方様、いらっしゃいませ。いやぁ、タバラン国は素す晴ばらしいですね。あのように薬草に詳くわしいお医者様がいらっしゃるとは。我々も勉強になる事が多いです」

　ジャリスに気付いた神官の一人が、にこやかに話しかけた。

「ええ、そ、そう言って頂けると……」

　潜せん入にゆう捜そう査さをしているのだから、目立たないことが第一だ。ナッシルにもよく言い聞かせてある。薬草の研究を視察する目的で、それとなく研究所を調べるはずだった。

　しかし神官が案内してくれた一室では、扉とびらの外まで黒山の人だかりが出来ていた。

「……こういう風に薬草は煎せんじるんだよ。いいか、薬草は生きてると思え。毒にするのも薬にするのも、何の効果も出せない苦いだけの飲み物にするのも、煎じて調合する奴やつの腕うで次し第だいだ」

　聞こえてくるのは、ナッシルの生き生きとした声だ。

「ナッシル様、このような素晴らしい方法は、どちらで勉強されたのですか？」

「ほとんど独学だな。それとどうめ……」

「ナッシルッ」

　ジャリスの声に、神官達の群が一いつ斉せいに振り向いた。ジャリスは慌あわてて口元を押さえる。

「え、えーと、ナッシル様、わたしちょっと、気分がすぐれないのですけれど……」

　ジャリスがわざとか細い声を出すと、人だかりをかき分けてナッシルがやってくる。近寄ったナッシルに、ジャリスは小声で囁いた。

「何やってるのよっ。今同盟の名前をだそうとしたでしょ！」

　ナッシルがへへへと笑いながら頭をかいた。そのまま振り向くと、神官達に声をかける。

「仕事があるから、今日はここまでな。じゃっ」

　慌ててジャリスと一緒に外に出たナッシルは、片目を瞑つぶって手を顔の前で合わせる。

「悪い悪い、ちょっと目立ちすぎたな」

「当たり前でしょ。どうしてそう薬のことになると、一いつ生しよう懸けん命めいになっちゃうのっ」

　ナッシルは肩を竦めると、表情を引き締しめて声を落とした。

「だが収しゆう穫かくはあったぞ。五年前、マラカが採ってきた毒草と同じ物がここにあった」

　ジャリスは目を見開いた。頷いたナッシルが話を続ける。

「研究所の奥にしまい込まれていた。確かにあれと同じ毒草だ。間ま違ちがいない」

「じゃあ、ムスタシャール王の暗殺未み遂すい事件が、大神殿の指図だって証明できるわね」

　ムスタシャール王の乳ち兄きよう弟だいであるマラカは、大神殿の神官に頼たのまれて薬草を採りに行ったのだという。それを毒だと知らずに、ムスタシャール王に飲ませてしまった。しかしそんな神官は存在しないと言われ、マラカは無実を証明できず、五年間牢ろうに入れられていた。

　勢い込んだジャリスだが、ナッシルは顔を曇くもらせる。

「いいや、ここにあったってだけじゃ証明はできない。五年前にマラカが採ってきた毒草だと証明できないからな。他ほかの奴が採ってきたと言われればそれまでだ」

　確かにそうだと、ジャリスは思わず肩を落とした。ここは薬草の研究をしているのだ。色んな薬草があっても不思議ではない。

「俺はもう少し研究所の奴らと仲良くなって、情報を仕入れるよ。いやー、ここは色んな薬の材料があって凄すごいんだぜ。まるで天国だ」

　ウキウキしているナッシルに、ジャリスはため息をついた。

「それはいいけど、口には気をつけてね。余計な事を言わないように。あと、何十回も言うけど、お酒は禁止よっ」

　ナッシルがびくんと身体からだを震ふるわせた。慌てたように笑みを浮かべる。

「わ、判ってるって。それじゃなっ」

　慌ててナッシルはきびすを返した。大神殿では酒は厳禁だ。滞たい在ざいしているだけのジャリス達にも、きつく言い渡わたされていた。なのにナッシルからは、酒の臭においがかすかにしたのだ。

「リク、ナッシルが飲まないように気をつけてね」

　ジャリスが言うと、リクが肩を竦めて頷いたのだった。




「あ、あのっ、すいません」

　夕焼けが大神殿の庭を照らしていた。ジャリスとリクが部屋に戻もどろうと歩いていると、背後から急に声をかけられる。聞き覚えのある声に、ジャリスは振り向いた。

「えっ……ラシッド!?　何でここに？」

　立っていたのは、相変わらず花のような笑えみを浮うかべたラシッドだ。大きな荷物を両手で抱えたラシッドは、そのままジャリスの許もとまで小走りに駆かけ寄った。

「よかった、お会いできて。捜さがしてたんです」

　ほっとした表情のラシッドを見て、ジャリスは目を丸くする。

「ど、どうしたの？　何か陛下に……」

「いいえ、先生は相変わらずですよ。僕は先生に言われて、あなた達の手伝いにきたんです」

　ラシッドが辺りに目を配りながら、小声で囁いた。ジャリスは驚おどろいて彼を見つめる。

「手伝いって……どうして？」

「僕が以前遺い跡せきの研究をしていた事はお話ししたでしょう？　大神殿も大きな一つの遺跡なんです。僕は昔ここを調べた事があって内部にも詳しいし、知りあいもいます。先生からあなた達の手助けをするようにと」

　ラシッドは走ったせいか、頰ほおを紅潮させていた。そんな姿も可愛かわいらしい。

「でも、あなたまで危険な目にあうかもしれないわ」

「僕は大だい丈じよう夫ぶです。それに、先生があなた達の事を随ずい分ぶんと心配しておられて……。先生のご心痛を取り除くためにも、微び力りよくながら僕も何かお手伝いをしたくて」

　ジャリスは、ラシッドが以前シャリフ王に助けて貰もらったという話を思い出す。ラシッドの茶色い瞳ひとみには、決意の色が浮かんでいた。

「……判ったわ。あなたに手伝って貰えて嬉うれしい。一度部屋に戻りましょう。今までの経けい緯いを説明するわ」

　ジャリスが微笑ほほえむと、ラシッドは嬉しそうに頷いた。並んで歩いていると、ラシッドが何か思いだしたように顔を上げる。

「みなさんここにいらっしゃるんですか？　コダートも？」

　ラシッドに聞かれて、ジャリスは首を振る。

「コダートは別の場所よ。彼に何か用？」

「いいえ、ただ彼が気球に興味があったみたいなので、簡単な説明書を作ってきたんです」

　取り出した書類はかなり分厚い。というより荷物はほぼ書類と本のようだ。ジャリスは思わず呆あきれてしまう。

（あれ……、でもコダートって、そんなに気球に興味ありそうだったかなぁ）

　不思議に思っていたジャリスに、ラシッドは満面の笑みを向けた。

「あ、そうそうあなたも興味あるんですよね。気球の事を知っているなんて凄く見所があるって、先生も誉ほめてらっしゃいました。説明書はもちろんあなたの分もありますよ。予備も持ってきたので、お仲間の方にもどうぞ。いやー、科学は本当に素晴らしいんですよ。少しでも信しん奉ぽう者を増やさないと」

　ほくほくと言ったラシッドが、本当にこの状じよう況きようを正しく理り解かいしているのか、頭を悩なやませたジャリスだった。
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　ジャリスは腕うで組ぐみしたまま、寝しん台だいを見つめた。

　大きな窓からは星々の輝かがやきが見える。今日も夜が来てしまった。一日目はリクとナッシルの部屋で対策を練りながら徹てつ夜やした。次の日はシャルマとこっそり塔とうの周りを偵てい察さつした。三日目はラシッドにこれまでの経緯を説明したり、彼が知っている大神殿の話を聞いていた。

　だが昼間時間をみつけて眠ねむっているとはいえ、既すでに身体は限界だ。今日こそはゆっくり休まなければ、捜そう査さに支障をきたす。

　そこで気になるのは、ジャリス達の部屋には寝台が一つしかないということだ。

　ジャリスが思い悩んでいると、キィィと扉が開いて、クアイが顔を見せる。にこやかな彼の笑みが、恐おそろしくもあり憂ゆう鬱うつでもあった。

「やあ、ジャリス……。食事はしたかい？」

　ジャリスは思わず身構えた。クアイは苦く笑しようして、手に持っていた盆ぼんを中央の机に置く。

「君はまた乗組員達の部屋で会議だと思ったから、これを持っていこうと思っていたんだ。大神殿の食事は味気ないからね」

　銀の蓋ふたが開けられると、ぷーんといい香かおりが漂ただよってくる。見ると鳩はとの丸焼きがでんと皿に載のっていた。鳩の中には香こう辛しん料りようをたっぷり利きかせた麦と、刻んだ野菜が詰つめ込んである。マハシ・ハンマムという、サウルナ国の代表的な料理だった。

「わあっ、すごーい！」

　ジャリスは思わず声をあげる。大神殿の食事は味が薄うすいし、野菜料理ばかりだ。リクなどは肉が食べたいとわめいている。ジャリスも同様で、もう少し歯ごたえのある物が食べたかった。

「どうやって料理したの？　大神殿ではお肉とか魚は厳禁でしょ」

　湯気がのぼっている料理は、できたてほやほやだ。神官達は規律正しく、食事や生活に至るまで決められた事を頑かたくなに守っていた。どうやって材料を持ち込んで料理したのか謎なぞだった。

「俺に不可能はないさ」

　クアイが椅い子すをひいて促うながした。ジャリスが座ると、正面の椅子に彼も座る。

「さあ、どうぞ」

　にこやかに勧められて、ジャリスは料理に手をつけた。香辛料のぴりりとした辛からさが口の中に広がり、身体全体もかっと熱くなる。味気ない食事に慣れつつあった舌には、しびれるような刺し激げきがたまらなかった。

　無心で食べるジャリスを、クアイはじっと見つめている。その視線に、ジャリスははっと我に返った。食べている姿を見られるのは、何だか恥はずかしかった。

（や、やっぱりこれを食べたら理由をつけて、ナッシル達の部屋に避ひ難なんしよう）

　ジャリスは心の中で呟つぶやいた。もし神官達に見つかったらまずいが、それでもこのまま部屋で眠るのは危険だと、ジャリスの本能が告げていた。

「あ、あなたは食べないの？」

「俺はいい。君が美味おいしいならそれでいいんだ」

（な、なんかおかしい……）

　幸せそうなクアイの表情に、ジャリスは思わず頰を引きつらせた。クアイの親切には必ず裏がある。今までで嫌いやというほど思い知っていた。ただ彼の意図がなんなのかが判わからないのだ。

　クアイの思考がどうなっているのか、普通の感覚を持つジャリスにはさっぱり判らない。

「……何か企たくらんでる？　クアイ皇子」

　食事をし終わったジャリスが問うと、クアイはにっこりと笑った。

「いつでも俺は悪者だな。俺は君の信しん頼らいを勝ち取りたいんだ。俺が紳しん士しであると知って欲しい。愛する君の為ためなら、何でもするのだと」

　ふいにクアイの姿がおぼろげになる。ジャリスはぼんやりする頭を振ふって、意識を保とうとした。だが突とつ然ぜん起こっためまいにも似た症しよう状じようが、ジャリスの身体を支配した。

「な、何したの？　クアイ皇子」

　座っているのも苦痛なほど身体からだが重くなった。消えそうになる意識を必死でとどめる。

「君の為になる事さ。ゆっくりお休み、愛いとしいジャリス。明日は素す晴ばらしい朝を迎むかえられるだろう」

　その言葉を最後に、かろうじてあけていた瞼まぶたが閉じる。ジャリスは思わず心の中で叫さけんだ。

（だ、駄だ目めよっ、わたし。ここで眠ったら危険よ！　お、お嫁よめに行けなくなっちゃうっ。助けてーっ、コダート！）

　なぜふいに頭に浮かんだのが、大神殿にいないコダートなのか。考えようとしたジャリスだったが、すぐに意識は暗くら闇やみに吸いこまれてしまったのだった。
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　騎き馬ば隊の宿舎にいたコダートは、背筋にぞくりと悪お寒かんを覚えた。

（な、なんだ、凄すごく嫌な予感がするぞ！　しかも頭にジャリスの顔が……）

　一いつ瞬しゆんの事だったが、脳のう裏りにジャリスの泣き顔が見えた。コダートは窓から大神殿の方角を見つめる。既に暗くなっている外は、静まりかえっていた。

　呆れる程ほど汚きたなかったエバァンの部屋は、カッサラとコダートの掃そう除じで見み違ちがえる程になっていた。余計な汚お物ぶつがなくなった机を囲み、軍牢の見取り図に目を通していたところだ。

「どうした？　コダート」

　急に立ち上がったコダートに、正面に座っていたカッサラが声をかける。

「あ……いや、何でもない。ちょっと大神殿の事が気になって」

「ああ、ジャリスが心配なのか？　婚こん約やく者だそうだが……」

　カッサラに言われて、コダートは一瞬で顔を赤くした。

「こここ婚約者だなんて。大体親が勝手に……」

　慌あわてたコダートに、カッサラが気の毒そうな視線を向ける。

「判っているよ。だが、君も苦労が絶えないな。あの皇子はなかなか……その個性的だから」

　カッサラが言い淀よどむ。きっと他国の皇子の悪口を言わないよう配はい慮りよしたのだろう。

「べべべ別に、俺には関係ないさ。シャルマだってついてるし、何も変なことは……」

　コダートは再び窓の外を見つめた。大神殿が見えるわけではない。それでもコダートは必死に夜の闇やみに目を凝こらした。

　ジャリスの側にいられないのは、思っていたよりずっと辛つらかった。

（大丈夫だろうか……。ジャリスは。あ、いやいやいや、別に心配なわけじゃないぞっ。ただクアイ皇子が何をするのか心配……って結局心配なんじゃないか！　いい加減にしろ、俺っ）

　コダートはぐるぐると思考を巡めぐらせながら、大きなため息をつく。

「もうしばらくの辛しん抱ぼうだ。すぐに会えるさ」

　カッサラに言われて、コダートは眉まゆ根ねを寄せたまま頷うなずいたのだった。
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「おはよう、ジャリス。君の可愛かわいい寝ね顔がおを見られて、昨夜は本当に幸せだったよ」

　低い艶つやのある声に、ジャリスははっとして目を覚ました。ついさっきまで夜だったはずだ。なのに窓からは太陽が覗のぞき、小鳥のさえずりも聞こえる。

　がばっと身体を起こしたジャリスは、寝台に腰こし掛かけたクアイを見て、悲鳴を上げた。

「きゃぁぁぁぁぁ！　も、もうお嫁にいけないーっ」

　叫んだジャリスに、クアイはふっと笑いかけた。

「よく自分の姿を見てごらん。髪かみだって瞳ひとみだって黒いままだろう」

　クアイが差しだした手鏡を、ジャリスは奪うばい取る。慌てて覗き込むと、そこには黒髪黒目の自分がいた。

「君を寝台に運ぶのに、服の上から抱かかえ上げたけど、直接触さわってはいない」

　確かにそれはそうだろう。もし触っていたら、金髪に戻もどっているはずだ。ジャリスは少しの乱れもない自分の服を確かめた。

「な、何だったのよ。昨日の料理を食べたら急に眠ねむ気けがきたわよ！　一体何したの!?」

　詰め寄ったジャリスに、クアイが肩を竦めると、何食わぬ顔で懐ふところから小こ瓶びんを取り出した。

「神官から譲ゆずってもらった滋じ養よう強きよう壮そうの特効薬さ。君が毎晩徹夜していたから、ゆっくり休んでもらおうと思ってね。どうだ、疲つかれがとれただろう？」

　ジャリスは両りよう腕うでを動かしてみた。確かに昨日は鉛なまりのように重かった身体が、軽く感じられる。頭もすっきりとしていたし、はっきりいって絶好調だった。

「副作用で一晩ぐっすり眠ってしまうらしいんだが。それもいい休養になっただろう」

　まだ不信感の拭ぬぐえないジャリスに向かって、クアイが艶やかに微笑ほほえんだ。

「おいおい、そんな目で見ないでくれ。俺はちゃんと君の寝顔を一晩見ているだけで我が慢まんしたんだぞ。乱暴な事は何もしていないし、本当に君が疲れていて心配だっただけだ。いい加減、俺を信用してくれてもいいんじゃないか？」

「だったら、そう最初に説明してくれればいいじゃない」

　尤もつともなジャリスの意見に、クアイは苦く笑しようした。

「俺の用意した薬なんて、警けい戒かいして飲まないだろう？　俺は紳士だ。君の事を誰だれよりも愛する紳士。君の嫌がることはしないし、ちゃんと君が使命を果たすまで、待つ事もできる。それを知って欲しかったんだ」

　珍めずらしく憂うれいの表情を浮うかべたクアイに、ジャリスの心がほんの少しだけ動いた。

（そ、そうよね……。サウルナ国や大神殿に入るのにも協力してくれたし、前は襲おそわれそうになったりしたけど、昨夜は何もしなかった。もしかして……クアイ皇子は変わったのかも）

「ジャリス、君の為にこの身を捧ささげたい。君達が俺をどう思っているかよく知っているが、俺も作戦に加えてくれ。君の事を……いや、君だけじゃなく、君の大切な物を守りたいんだ」

　俯うつむいたクアイが肩を震ふるわせている。ジャリスは、クアイを邪じや魔ま者扱あつかいしていた自分を、反省した。

「ごめんなさい……クアイ皇子。約束するわ。今度からはあなたにも作戦に加わって貰もらう。集めた情報はあなたにも教えるわ。それと……薬をありがとう。すごく助かったわ」

　ジャリスが申し訳なさそうに言うと、俯いているクアイが小さく頷く。だが見えない所で、彼がにんまりとした表情を浮かべている事に、ジャリスは気付かなかった。
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「ジャリス……なぜクアイ皇子が？」

　シャルマは思わず頰ほおを引きつらせる。作戦会議をするのは、いつもナッシルとリクの部屋だ。ナッシルは研究所に入り浸びたりで今は姿が見えない。ここへジャリスがクアイを連れてきた事に、シャルマは驚おどろいていた。

「クアイ皇子にも手伝って貰うのよ。やっぱり人手は多い方がいいに決まってるわ」

　にこやかなジャリスに、シャルマの顔色がさっと青ざめた。

「ですが、彼は……」

「平気よ。クアイ皇子は変わったの、昨夜だって一いつ緒しよの部屋にいたけど、何ともなかったのよ」

　昨夜はリクに部屋の前で見張りをさせていた。特別変わったことは何もなかったという。

　だが明らかに、ジャリスがクアイを見つめる視線は昨日と違ちがっていた。

「ジャ、ジャリス……」

「ご主人様ー、あのぅ」

　シャルマの声を遮さえぎるように、ジャリスの腰こしの水差しから、アブウが顔を出した。

「どうしたの？　アブウ」

「昨夜遅おそくに、ターラ船長から連れん絡らくがあったんですがぁ」

　アブウがちらりとクアイを見上げた。

「ああ、そうだった。君はぐっすり眠っていたから、緊きん急きゆうじゃないなら明日にしろと言っておいたんだ。君には休息が必要だったからね」

　優やさしいクアイの言葉に、ジャリスがにっこり笑う。

「お気き遣づかいありがとう、クアイ皇子。でもそういう時は起こしてくれていいのよ。何かあったのかもしれないし」

「それはすまなかった。以後気をつけるよ」

　素す直なおに謝ったクアイに、ジャリスが再び微笑んだ。二人の様子を見ていたシャルマは、思わず握にぎった拳こぶしをぶるぶると震わせる。

「用件は聞いたの？　アブウ」

　ジャリスが問うと、アブウが水差しから出て宙にふわふわと浮いた。

「はいー、クアイ皇子が水鏡を用意してくれたので」

　その言葉を聞いて、更さらにジャリスはクアイを見つめて、礼を言うように軽く頭を下げた。

「シャ、シャルマ。顔が凄いことに……」

　リクの声が聞こえたが、シャルマはもう平静を装うことができなかった。

「あのぅ、船長は離り宮きゆうにつかれたそうですぅ。話があるから、こちらに来いってー」

　アブウが言うと、ジャリスは大きく頷いた。

「判わかったわ。ルークに乗ればすぐだもの。あ、でもどうしよう。大神殿にルークを呼ぶわけにはいかないし……」

「それなら俺も一緒に行こう」

　困った様子のジャリスに、微笑んだクアイが胸に手を当てた。

「えっ？　でも……」

「結けつ婚こん式に必要な物を揃そろえに外出すると言えばいい。俺と一緒なら、外出も認められるさ。こんな時の為ために、寄付金をたっぷりはずんでおいたんだ。文句は言わせない」

　強ごう引いんな事では右に出る者がいないクアイに、ジャリスは頼たのもしそうな視線を向ける。まるで尊敬でもしているような視線に、シャルマは思わず声をあげた。

「私もいきます。あなた達だけでは……」

　だがジャリスは困ったように、口元に手を当てた。

「うーん、でもルークに乗れるのは、やっぱり二人が限度だと思うの。この間コダートとカッサラとわたしで乗ったけど、ルーク辛つらそうだったわ。飛ぶ速度も随ずい分ぶんと落ちてたし。……やっぱり、わたしとクアイ皇子で行ってくる。シャルマ達は、引き続きドワークの身辺調査をお願い。昨日紹しよう介かいしたラシッドと連絡を取り合って、事にあたって欲しいの」

　ジャリスの背後で、クアイが不敵な笑みを浮かべている。視線はシャルマに向けられていた。

「し、しかし……」

「船長命令よ、シャルマ。大だい丈じよう夫ぶよ、心配しないで。すぐ帰ってくるから」

　微笑んだジャリスに、シャルマは反論できなかった。船長命令は絶対だからだ。

　ジャリスがそのまま部屋を後にする。続いて出ていこうとしたクアイが、ふときびすを返してシャルマに近付いた。そして耳元に顔を寄せる。

「残念だったな、シャルマ。いいか、俺はジャリスが最も信しん頼らいする男になる。お前などに俺は負けない。目先の事よりも、大局を見なければな……。俺は必ずジャリスを花嫁にしてみせるぞ」

　不敵な笑みを浮かべたまま、クアイがジャリスの後を追う。憎にく々にくしげな表情で見送ったシャルマは、持っていた筆をばきりと折った。

「……抹まつ殺さつだ。あの男は、この世に存在してはならない」

「シャ、シャルマ。だから顔が凄すごいことになってるってばっ」

　隣となりにいたリクが、シャルマの並々ならぬ怒いかりの表情を見て、怯おびえたように身を竦ませていた。
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　ルークに乗ったジャリス達が、フラエイについた時には、既すでに日が暮れ始めていた。ジャリスとクアイは、目立たないよう質素な服に着き替がえ、夕焼けが照らす町に足を踏ふみ入れる。

　クアイと二人で行動するのは初めてだ。だがジャリスはもう既に、後こう悔かいし始めていた。

「君と二人で町を歩くなんて初めてだ！　今日は人生で最良の日だな」

　クアイはやたらと機き嫌げんがいい。ジャリスに触ふれることはできないが、すぐ隣を寄り添そうようについてくる。そんな二人の姿を、町を歩く人々が足を止めて見つめていた。

「静かに、クアイ皇子。目立つでしょ。それでなくても、あなた人目を引くんだから」

　クアイの色いろ香かが漂ただよう風ふう貌ぼうは、田舎いなか町でとびきり目を引いた。すれ違う女性達は下はまだ子供と呼べる年とし頃ごろから、上は老女に至るまで、ほぼ全員がクアイを見つめて頰を染め、ほうっとため息をついている。

（うーん、変な事ばっかりするから忘れてたけど、やっぱりクアイ皇子はかっこいいわね。さすがタバラン国で結婚したい男一位だわ。でも目立つのは困るのよー。せっかくわたしが変装してるのにっ）

　これでは黒くろ髪かみ黒目に姿を変えた意味がない。だがクアイは見られる事に慣れているのだろう。少しも気にした様子はなく、ジャリスに向かって嬉うれしそうに顔を綻ほころばせた。

「ジャリス、君達が俺を置いて出かけている間、どれだけ心配で寂さびしかったか。こうして君の手伝いをしたいとずっと思っていた。俺は役に立つ。存分に用を言ってくれ」

　やる気が溢あふれてこぼれそうなほど、クアイは元気がいい。ジャリスは苦く笑しようしながら、離宮に足を向けた。

「何者だ？」

　だが離宮の入り口まで来た所で、先日はいなかった警備の男に止められる。

「貴様、俺を誰だれだと……」

「ま、まってまって。落ち着いて」

　むっとしたクアイを何とか押しとどめる。押し問もん答どうをしていると、見張りの背後から、声が聞こえた。

「ジャリス……ですよね？」

　聞き覚えのある声は、ターラと一緒に旅をしているカトゥーナ国の商人フィクルだ。離宮からフィクルが駆かけ寄ってきたのに気付いて、ジャリスは手を振ふった。

　長めの茶色の髪と、優しい顔立ち。以前会った時は頰がこけていたが、すっかり元に戻もどっている。血色もよく、元気そうだった。ジャリスの黒髪に驚いたようだったが、すぐに穏おだやかな笑みを浮うかべる。

「お前、あの時の商人！」

　だが彼を見た途と端たん、突とつ然ぜんクアイが妙みような声をあげた。指さされたフィクルはにっこりと笑う。

「お久しぶりです、クアイ皇子。いやぁ、あの時は本当に迷めい惑わくでしたよ。あの髪飾り……」

「黙だまれっ、余計なことを言うな！」

「知りあいなの？」

　ジャリスが首を傾かしげると、クアイが珍めずらしく視線をそらした。

「な、なんでもないっ。それよりターラはどこだ？　ジャリスが遠路はるばる出向いたのだぞ。出で迎むかえるのが当然だろう！」

　離宮に案内しようとしたフィクルが顔を曇くもらせた。ジャリスは何かあったのかと身構える。

「申し訳ありません。実はちょっと色々と……」

「だからっ、そうじゃないって言ってるだろう！」

　そこへ突とつ然ぜん響ひびいたのは、ターラの怒ど鳴なり声だった。裏庭から聞こえる声に、ジャリスはびっくりする。ターラが怒鳴るなんて珍しい。いつでも余よ裕ゆうを崩くずさず飄ひよう々ひようとしているのに。

「お前の言うことなぞ、間ま違ちがいにきまっておる！　まったくいい加減な事ばかり覚えおってっ」

　続いて聞こえたのは、シャリフ王の声だ。フィクルは二人の声を聞いて、ため息をついた。

「ど、どうしたの？　何かあったの？」

「それが……お二人ともなかなか譲ゆずらなくて」

（も、もしかして、指輪の事について話し合っているのかも。こんなに熱くなってるターラは初めてだわ……）

　ジャリスは慌あわてて裏庭に回る。きっと二人は、これからの事について話し合っているのだろう。一いつ緒しよに加わって対策を練りたかった。

「お前お前言うなよなっ。お前だって昔は、ぴーぴー泣くガキだったじゃないか。年上には敬意を払はらえ！」

「敬意を払って欲しかったら少しは成長したらどうじゃ！　外見は仕方ないとしても中身もここ数十年、まったく変わらぬではないかっ」

　ジャリスが裏庭に着いたときは、二人は間に置かれた机を挟はさんで仁に王おう立だちしていた。

「なんだとーっ、お前なんてお前なんて、昔っから女に縁えんがなかったくせにっ」

「ふんっ、お前だって女に振られてばかりじゃろう。一回も結婚した事のない男が、偉えらそうに言うな！」

　相変わらず茶色の船服をだらしなく着込んだターラと、先日よりは身み綺ぎ麗れいなシャリフ王は、ジャリスが来た事にも気付いていないようだ。しかも怒鳴りあいは、妙な方向に進んでいた。

「このわからずやの偏へん屈くつじじいっ」

「年ならお前が上じゃろうっ。このばーか！」

「なんだとーっ、ばかって言った奴やつがばかなんだぞ！」

　ばーかばーかと言い合う様は、まるで子供のケンカだった。

「な、何、これ？」

　ジャリスが顔を引きつらせると、隣でフィクルがため息をつく。

「何かにつけて張り合うんです。最初は肉の焼き具合で揉もめていたんですが、もう今は何を言い合っているのか判わかりません……」

　二人の間にある机には、肉のかたまりがどんと置かれている。切り分けて食べるつもりだったのだろう。小さな刃は物ものが添えてあった。

（こ、これがアラバーナ大陸を、平和に導いた人たち？）

　海かい賊ぞく同盟の初代盟主と、サウルナ国の国王スルタン。二人とも地位は高いが、ケンカの程度は限りなく低かった。

　ジャリスが呆あきれていると、フィクルは仕方なさそうに口を開いた。

「……とにかくお肉は焼き直します。お二人の好みに合うように別々に。だからもう落ち着いてください。ほら、ジャリスがきましたよ」

　ターラとシャリフ王が、はっとしたようにこちらを見つめた。二人ともばつが悪そうに、こほんと咳せき払ばらいする。

「よう、ジャリス。黒髪も似合うじゃないか」

　ターラがいつもの調子で言うと、シャリフ王もにこやかに微笑ほほえんだ。

「ああ、ターラの孫とは思えぬ愛らしさじゃ。血が繫つながっていなくてよかったのぅ。こんな男に似たら、人生おしまいじゃ」

　カチンときたのか、ターラが頰ほおをひくつかせてシャリフ王を睨にらんだ。

「なんだとーっ、お前なぁ！」

　再び言い合いを始めた二人に、ジャリスは腰こしに手をあて、大声を上げた。

「いい加減にしなさいーっ」

　響ひびき渡わたった叱しつ咤たの声に、二人は驚おどろいたように目を丸くすると、渋しぶ々しぶと口を閉じたのだった。




「大神殿の方はどうだ？」

　ターラに聞かれて、ジャリスは疲つかれた顔をあげた。食事中もターラとシャリフ王は、くだらないケンカを続けていた。何度止めに入ったか判らない。しかもケンカの理由は、本当につまらないことなのだ。

「それは追い追い説明するけど、それよりターラ。どうして陛下とあんなに仲が悪いのよ」

　シャリフ王はクアイと離り宮きゆうの中にいた。久しぶりに会ったという二人は、国の事、そしてアラバーナ大陸の事について、王族としての話し合いをしているのだ。

　フィクルは台所で片づけをしていた。裏庭に残ったのは、ターラとジャリスだけだ。

「べっつにー。ただあいつはむかつくんだ。ああ、昔からむかつく男だった。人の言うことは聞かないし、正論ばっかり言いやがってよ。昔からケンカばっかりだ」

　ぶつぶつ言うターラに、ジャリスはため息をつく。

「とにかく、こんな大変な時にくだらないケンカはやめてちょうだい。まったくやっと来たかと思えばこれだもの」

　呆れた口調のジャリスに、ターラは肩かたを竦すくめた。

「判ったよ。じゃあとりあえず、今までの経けい緯いを説明してくれ」

　ターラに言われ、ジャリスは大神殿で、なかなかドワークに会えないことを説明した。

「なるほどな……。大神殿はやっかいなんだよな。どうするかなぁ」

「一緒に大神殿に来る？　あなたもドワークの調べを……」

　ジャリスが聞くと、ターラは首を振った。

「いや、俺はしばらくここにいるよ」

　ジャリスは思わず首を傾げた。いつもなら、止めるのも聞かずに首を突つっ込むはずだ。

　ターラを見つめたジャリスは、ふとある事に気づく。気のせいかもしれないが、顔色が悪かった。

「ターラ……何か元気ないわね」

　ジャリスが心配そうに聞くと、ターラはふっと笑った。よくよく見ると動作も緩かん慢まんだ。

「俺は身体からだが弱いから、砂さ漠ばくの気候が合わないんだよ。できれば二度と来たくなかったぜ。あのじじいと話してると、こっちがおかしくなっちまうしよ」

「……不老不死なんでしょ」

　静かなジャリスのつっこみに、ターラは肩を竦めた。

「不老不死でも合わない気候があるんだよ。俺はとりあえずあの頑がん固こじじいの面めん倒どうを見るよ。警備の奴らもいるけど、心こころ許もとないしな。お前達がドワークを調べている事が判ったら、じじいにも危険が及およぶかもしれない。死んだらせいせいするが、今死なれるのは困る」

　ターラはそのまま立ち上がり、大きくのびをした。

（うーん、まごうことなき悪口だけど、なんで嫌いやな感じがしないのかなぁ）

　考えたジャリスは、ふとある事に気付いた。ターラの言葉には親しみと暖かみが見え隠かくれしていたのだ。仲がいいほどケンカするという言葉を思い出す。

　背を向けたターラを見て、ジャリスはこっそりと微笑んだのだった。




「陛下、ラシッドが協力してくれて助かっています。ありがとうございます」

　離宮の一室で、ジャリスは椅い子すに座ったシャリフ王に話しかけた。分厚い本をめくっていたシャリフ王が顔を上げる。

「ああ、あいつが自分から行くと言いだしたんだ。何とかわしの役に立ちたいとな。迷惑をかけていなければいいが……」

（あれ、確かラシッドは陛下に言われたって……あ、でもわたし達が遠えん慮りよしないようにそういったのかな？）

　ジャリスが考えていると、部屋の扉とびらが開く。顔を見せたフィクルが、慌てて口を開いた。

「ターラを知りませんか？」

　フィクルはここに来てから、ラシッドの代わりに食事の支し度たくから掃そう除じまでこなしているらしい。昔からここにいるように馴な染じんでいた。

「あら、裏庭にいたわよ」

「それが……いないんです」

　顔を曇くもらせたフィクルに、ジャリスは慌てて立ち上がった。突とつ然ぜん姿を消すのは、ターラの得とく意い技わざだ。

「すぐに捜さがしに……」

「ターラなら、きっと離宮の裏手にある丘おかの上じゃ」

　シャリフ王に言われ、ジャリスは首を傾かしげた。

「なんでそんな所に？」

　シャリフ王は読んでいた本から目を離はなした。俯うつむきがちに口を開く。

「……わしの祖母の墓がある。元々ここは、身体の弱かった祖母が静養するために建てられたのじゃ。祖母はこの場所がお気に入りで、死んだらここに墓を作ってくれと言い残した。ターラと祖母は、その……知りあいでな」

　ジャリスはそれを聞いて、ふとある話を思いだした。

　ターラはある国の皇女に、アラバーナ大陸を平和へ導くと〝約束〟したらしい。何十年も前の約束を心に秘ひめ、ターラは危険な旅を続けている。その皇女様は確か、身体が弱くて離宮で静養していた。

「も、もしかして、ターラが〝約束〟した皇女様は……」

　まさかと思いつつジャリスが問うと、シャリフ王は驚いたように目を見張った。

「なぜそれを……あいつが自分で言ったのか？」

　ジャリスは以前出会った幽ゆう霊れい船せんのキャルリの話をした。彼女に教えて貰もらったのだと。

「そうか……キャルリは生き返ったのじゃな。海賊女王のキャルリには、わしも若い頃ころ会った事がある。ターラの仲間として紹しよう介かいされた。幽霊になったと聞いてずっと心配しておった」

　シャリフ王が優やさしい眼まな差ざしで、ジャリスを見つめた。

「……ターラが約束を交かわした皇女は、確かにわしの祖母じゃ。わしが物心ついた時には、もういい年じゃったが、いつまでも少女のような人じゃったよ。歌が好きでな。子供の頃、よく子こ守もり歌うたを歌ってくれた」

　しんみりとした声に、ジャリスは思わず泣きそうになる。

　皇女が亡なくなる時の遺ゆい言ごんは〝この大陸がずっと平和でありますように〟だったという。ターラはそれを約束と決め、その為ために海賊同盟を創つくり上げたのだ。キャルリの話では、かなりの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけたという。

「ターラは、お墓に……？」

　ジャリスが聞くと、シャリフ王はゆっくりと頷うなずいた。

「あいつは今まで墓参りなんてしたことがない。参れば祖母が死んだと認める事になる。今までも必要な時は仕方なく王宮に赴おもむくが、離宮には近付くこともせなんだ。だが……現実は認めねばならん。もう六十年も前のことなんじゃから」

　ジャリスが静かにきびすを返すと、フィクルも続こうとする。だがシャリフ王が呼び止めた。

「……一人にしてやってくれ。あいつは……あのばかは妙みような所で意地っ張りだからな。他人がおっては、強がる事しかできぬ」

　ジャリスとフィクルはそのまま立ちつくす。俯いたジャリスの耳に、なぜだか少女の歌声が聞こえた気がした。
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　薄うす暗ぐらい部屋で、ハジは一人寝しん台だいに座っていた。やっと起きあがれるようになったが、動けるようになるまでは、まだまだ時間がかかるだろう。

　ここはハジ達が拠きよ点てんとしている場所だった。だが今ここにいるのは、ハジとリンドだけだ。もう一人の仲間は、ずっと出かけたきりで、連れん絡らく一つない。しかしすぐに帰ってくるとハジは知っていた。

　彼は〝儀ぎ式しき〟に必要なものを手に入れにいったのだ。元々彼が持っていた翡ひ翠すいの指輪。そしてリンドが、ジャリスから奪うばった金と銀と緋石の指輪。この四つと、彼が狙ねらう男を連れてくれば、ハジ達の長年の願いが叶かなうはずだった。

　ハジは、すぐ近くの机に置いてある水差しに、手を伸のばそうとした。その瞬間身体に走った痛みに顔を顰しかめる。先日負った傷は、思うように快復していなかった。

　呻うめいたハジの頭に、ターラの言葉が蘇よみがえる。ネイレス国で戦った時、彼はハジに問いかけたのだ。〝何が一番大切なのか〟と。その問いは、ずっとハジの心で渦うずを巻いていた。

　ハジは、仲間が狙う男の顔を思い浮うかべた。だがそれは今の顔ではない。もっと幼い、初めて出会った頃の顔だった。

『ハジ、今度こそはお前に勝つっ』

『コダート……もう日が暮れるよ。剣けん術じゆつの稽けい古こはまた明日にしよう』

『嫌だっ、勝つまでやる！』

　負けん気だけは強かった。母親が死んで、奴ど隷れいとして働かされていた所を、ハジが救い出した。人間不信だったコダートが、初めてハジに笑えみを見せたのは、引き取ってから半年がすぎた頃だ。それまでは外にもでないで、ただ部屋の隅すみで蹲うずくまっていた。毎日毎日話しかけ、食事を作り世話をした。

　ぎこちない笑みを初めてむけてくれた時、確かに嬉うれしいと感じた。

　本当はコダートが落ち着いたら、仲間達の所へ連れていくつもりだった。それをずるずると引き延ばしたのは、まだ時が来ていなかった事と……コダートの笑顔をもうしばらく見ていたいと思ったからだ。

「私も愚おろかな男だな……」

　ハジが自じ嘲ちようした時、ゆっくりと扉が開いた。入ってきたのはリンドだ。

「あいつから連絡があったよ。ジャリス達がサウルナ国に来てるって」

　俯き加か減げんのリンドの顔にも、暗い影かげが落ちていた。

「……カッサラも来てるのか？」

　びくりとリンドが震ふるえた。ハジの視線から顔を逸そらす。

「あ、ああ、そうらしい。でも俺には関係ないさ。あいつも馬ば鹿かな奴やつだよ。何しにきたんだか」

　ふん、と鼻を鳴らしたリンドだが、顔にはありありと心配している表情が見て取れた。

「気になるなら、様子を見に行ったらどうだ？」

　リンドがぎゅっと目を瞑つぶり、慌あわてて首を振ふる。

「いやだ、行かない」

「怖こわいのか？」

　ハジの問いかけに、リンドが唇くちびるを嚙かみしめた。その気持ちがハジにはよく判わかった。人外の自分達が彼らに歓かん迎げいされるとは思えない。リンドはきっと、カッサラに正体を知られたくなかっただろう。

　ハジはコダートと暮らしていた、マハル王国での事を思い出す。シャイ悪ターン魔である事を、彼には絶対知られたくないと思っていた。

　だがハジはそんな想おもいを振り払はらうように、わずかに頭を動かした。

「あいつが帰ってくれば、我々の目的は達成される。そうすればきっと……」

　きっと何なのだろう。この焦しよう燥そう感かんがなくなるとでも言うのだろうか。

　押し黙だまったハジを見て、リンドが訝いぶかしそうな視線を向けた。ハジははっとすると、すぐに顔を上げる。そして言い淀よどんだ言葉を口にした。

「……我々の理想郷がやってくる。リンド、安心しろ。あいつはカッサラに手出しをしないと約束したのだろう。だったら大だい丈じよう夫ぶだ。余計な事をしなければ、カッサラは無事だ」

　そう、邪じや魔まさえしなければカッサラは無事だろう。だがコダートはどうなるのだろう。ハジ達の理想郷の為に、彼は犠ぎ牲せいになるのだ。

　ハジはそのまま横たわる。もう何も考えたくなかった。だが頭に浮かぶのは、コダートの幼い頃の面おも影かげばかりだった。
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　ジャリスと一いつ緒しよにフラエイから戻もどってきたクアイは、軽い足取りで大神殿の廊ろう下かを歩いていた。手にはジャリスの為に用意した夕食がある。彼女の待つ部屋に食事を運ぶのは、何よりの楽しみだった。

　ジャリスが好きな物は既すでに調査済みだ。彼女が同じ部屋にいて何も出来ないのは、身を切られるより辛つらい。だが、ジャリスの健すこやかな寝ね顔がおを見るだけで、クアイの心は不思議と静まった。

〝幸せ〟という言葉がクアイの頭をよぎる。そう、彼女の側に居られるだけで幸せなのだ。

　結けつ婚こんすれば毎日これが続くのだろう。そう思うと、自然とクアイの頰ほおが緩ゆるんだ。

「クアイ皇子」

　幸せな妄もう想そうが、ジャリスと自分の子供の名前を考える所までいった時、ふと背後から声が聞こえた。振り向くと、見覚えのある神官が立っていた。クアイは物覚えが異様にいい。その男が、塔とうの前で見張りをしていた男だとすぐに気付いた。

「何の用だ？　今、忙いそがしいのだが」

　ジャリスの食事は適温で、それがクアイのこだわりだ。どんなに美味おいしい料理でも、冷めてしまっては台無しだ。

「大事な用事がございます。ご同行を」

　とても神官だとは思えぬ身のこなし。元は軍人だろう。クアイはぴくんと眉まゆを跳はね上げる。

「急いでいると言っただろう。聞こえなかったのか？　大体用事とは何だ、後では駄だ目めなのか」

　冷たい声を出したが、相手は怯ひるまない。静かに近付くと、クアイの耳元で何事か囁ささやいた。

「……まことなのか？」

　クアイは思わず聞き返す。男はゆっくりと頷いた。しばらく考え込んだクアイだが、すぐに顔をあげる。

「ガーイム、いるだろう」

　すると誰だれもいないはずの薄暗い廊下に、いつの間にかガーイムが立っていた。ガーイムは神しん出しゆつ鬼き没ぼつだ。いないと思っていても、クアイが呼べばすぐにやってくる。

「これを彼女に届けてくれ。俺からだと言うのを忘れるなよ」

　持っていた料理の盆ぼんを渡わたすと、ガーイムが首を傾かしげた。

「よろしいのですか？　奥方様へのお食事は必ずご自分で運ぶと……」

「かまわん、それからお前は彼女の所で待機だ。決して側を離はなれるな、命令だぞ」

　クアイの命に、ガーイムはゆっくりと頷うなずいた。

「では、行こう」

　クアイは男について歩き出す。彼の頭の中には、ジャリスの役に立ちたい、ただそれだけが渦うず巻まいていた。
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「ジャリス、もう猶ゆう予よはありません。この際一度撤てつ退たいしましょう」

　シャルマに言われ、ジャリスは腕うで組ぐみをしながら考え込んだ。結婚式まで後二日。ジャリス達の捜そう査さは遅ち々ちとして進まなかった。肝かん心じんのドワークに会う方法が見つからないのだ。

　部屋にいるのは、ジャリスとシャルマ。そしてラシッドとクアイだ。机に座り、眼鏡めがねを押し上げたラシッドが、ため息をつく。

「あの塔は本当にやっかいです。すいません……お役に立てなくて」

　ジャリスは慌てて首を振った。

「ラシッドのせいじゃないわよ。あなたのおかげで、随ずい分ぶんと情報が手に入ったわ」

　ラシッドが、顔見知りだという神官達から聞いてきた話は、興味深かった。

　大神殿ではドワークは神の使いと崇あがめられている。

　しかし大神官のゴディアスはそれを快く思っていないようだ。ゴディアスは、予言の裏に何かあるのではないかと探さぐっているらしい。

「五年前、行方ゆくえ不明になった神官がいた事を突つき止めてくれたのも、ラシッドでしょう？　よそ者のわたし達だったら、そんな事は聞き出せなかったわ」

「でも行方不明の神官が、マラカという人に薬草を採ってくるよう命じた神官とよく似ている事は判りましたが、証しよう拠こはありません。やっぱり僕は役立たずですね……」

　しゅんとしたラシッドを見て、ジャリスも唇を嚙んだ。

「そんなことないわ。あなたは本当によくやってくれてる。……でも確かに証拠は必要ね。シャイターン達とドワークの関かかわりと、彼が五年前のネイレス国国王の暗殺未み遂すい事件に関かん与よしていたという証拠。それがなければ、もしうまく国印を取り戻したとしても、こちらが反対に捕とらえられてしまうわ」

　国印がなければ、即そく位いを止める事も、カッサラ達の指名手配を取り下げる事もできない。だが単に取り戻すだけでは駄目なのだ。

　シャルマが、鋭するどい視線をジャリスに投げかける。

「証拠はすべて握にぎりつぶされています。ナッシルの調べでは研究所にある薬草も、行方不明になった神官が、自分で採ってきた物だと言っていたそうです。ジャリス、気持ちは判りますが、仮け病びようを使うにしても、直前だと騒さわぎが大きくなります。撤退するなら今日中でなければ」

　このままでは、準備万ばん端たん調ととのった結婚式を本当にあげるはめになる。神の前で愛を捧ささげたら、もう逃にげられない。

「……今日一日待って。わたし、ドワークに会えないかどうか、大神官様に聞いてみる」

「しかし、禊みそぎの最中です。誰も会わせられないと言われるだけですよ」

　シャルマに言われたが、ジャリスは決意の表情を浮うかべ顔をあげた。

「判ってるわ。でももう猶予はない。ドワークに匹ひつ敵てきする力を持っているのは、大神官様だけよ。ドワークにいい感情を持っていないのなら、耳を傾かたむけてくれるかもしれない」

「それだと私達の事情を話すことになるのでは？　それは危険ですよ。この大神殿では、誰が敵だか判りません」

　シャルマが心配そうに声をあげる。だがジャリスは毅き然ぜんとした表情で頷いた。

「ええ、それも判ってる。でもこのまま撤退してしまっては、もう二度と大神殿に入ることはできなくなるわ。即位の儀ぎ式しきまでもうそんなに時間がない。なんとかドワークに会って、彼の真意だけでも確かめたいの」

　ジャリスの決意は固かった。ここに滞たい在ざいして八日。その間収しゆう穫かくはほとんどなかった。このまま引き下がる訳にはいかない。

　もしドワークの背後にシャイターン達がいるのなら、何としてでも即位を止めなければ、この国だけではなく大陸をも揺ゆるがす事態となるだろう。

「クアイ皇子、大神官様に会えるよう、取りはからってもらえないかしら？」

　ジャリスが声をかけると、黙って座っていたクアイが慌てて顔をあげた。

「あ、ああ……だが危険だと思うぞ。君の正体がばれるかもしれないし」

「その話は今したでしょ。それでもやらなきゃって言ったじゃない。……何か昨日から変よ。クアイ皇子」

　昨夜クアイは部屋に戻ってこなかった。毎日食事を持ってきて、手ずから給きゆう仕じまでしてくれていたのに。クアイはそれが楽しみだと微笑ほほえんでいた。だが昨日は食事の時にも、姿をみせなかったのだ。朝やっと帰ってきたと思ったら、考え事でもしているのか、気もそぞろだった。

　隣となりにいたシャルマも、片眼鏡を押し上げた。

「まったくです。静かなら静かで気になりますね。喋しやべらないクアイ皇子は気味が悪いです」

「何でもないさ……。ただジャリスに危険が及およぶのが嫌いやなだけだ」

　いつもならシャルマの冷たい言葉に、クアイはすぐに憤いきどおって口げんかになる。だが今日は違った。クアイはさらりと受け流して立ち上がると、扉とびらに足を向ける。

「ちょっと気分が優すぐれないので、失礼させてもらうよ。ジャリス……大神官に会うのは、もう少しだけ待ってくれ」

　出ていったクアイの背中を、ジャリスは怪け訝げんな表情で見つめたのだった。




　ジャリスは、クアイが休んでいる部屋の扉を叩たたいた。先さき程ほどのクアイの様子が、気になっていた。何か隠かくし事をしている気がしたのだ。

　中に入ると、クアイが窓際に椅い子すを寄せて座っている。ジャリスはゆっくりと近付いた。

「ねぇ、何かあったの？　クアイ皇子」

　ジャリスが問うと、クアイはふっと微笑んだ。

「何もないさ、ジャリス。考え事をしていただけだ」

「噓うそよ、だったらどうして、わたしの目を見ないの？」

　クアイはいつでもジャリスの瞳ひとみを覗のぞき込む。どんな時でもまっすぐに。なのに今朝から、ジャリスが話しかけても、すぐに視線をそらすのだ。

　だがクアイはその質問には答えず、ゆっくりと目を伏ふせた。

「ジャリス……。もう結婚式はいい。すぐに大神殿を出ないか？」

　ふいに言われて、ジャリスは驚おどろいて目を見張る。

「何言ってるのよ。クアイ皇子」

　クアイが、あわよくばこのまま結婚式を挙げようと思っているのは、ジャリスも知っていた。準備も万端に調えているのに、結婚式はもういい、などと彼の口から出るとは思わなかった。

「このままここにいるのは危険だ。あの男には関わらない方がいい」

　苦く渋じゆうの表情を浮かべたクアイに、ジャリスは眉まゆ根ねを寄せた。

「どういう事なの？　あの男って……？」

　ジャリスは膝ひざをついて、俯うつむいたクアイの顔を覗き込んだ。

「……ドワークだ。彼はこの国を……いや、アラバーナ大陸を戦乱の渦うずに巻き込むつもりだ。俺はすぐにタバラン国に帰って対策を練る。君もすぐに引き上げるんだ」

　ジャリスは思わず目を見開いた。クアイの表情は真しん剣けんで、とても噓や冗じよう談だんを言っているようには見えなかった。

「もしかして、ドワークに会ったの？」

　彼は沈ちん黙もくの行の最中だ。誰だれも近づけないはずだった。

「ああ、彼に呼ばれたんだ。塔の最上階まで見張りの男に案内された。君に何か協力できるんじゃないかと思って、誘さそいに乗ったんだが……」

　クアイは、窓の外に建つ塔に目を向けた。

「塔には数人の軍人達がいた。ドワークと彼らは、アラバーナ一の財力を誇ほこるタバラン国と、軍事力のあるサウルナ国とで協力して、他国に攻せめ入ろうともちかけてきた。彼らの最初の狙ねらいは、マハル王国だ」

　ジャリスは思わず息を吞のんだ。脳のう裏りに、マハル王国で知り合った人達の顔が思い浮かぶ。

「クアイ皇子……、それで何て答えたの？」

　ジャリスが唇くちびるを震ふるわせながら聞くと、クアイは息を一つついた。

「考えさせてくれと話した。とても一いつ蹴しゆうできる雰ふん囲い気きじゃなかったんでな。俺はいいが、一いつ緒しよに来ている君達を危険にさらす訳にはいかない。ドワークが洗脳されているのではないかと君は言ったが、俺にはとてもそうは思えなかった。彼は戦いを心底望んでいるように見えた。アラバーナ大陸を統一させたいと、はっきり俺に言ったんだ。……彼は危険だ。君の手に負えるような男じゃない。すぐにここを出よう。予定通り、仮病を使えばいい。後の事は俺に任せてくれ。君は……君だけは危ない目にあって欲しくない」

　嘆たん願がんするようなクアイの表情は、いつもの強気な彼とはまったく違っていた。真剣な黒い瞳がジャリスを見つめる。だがジャリスは、ゆっくりと首を振ふった。

「……心配してくれてありがとう。でも、わたしはここを出ないわ」

　ジャリスが静かに言うと、クアイは小さく嘆たん息そくした。

「そう言うと思っていた。だから本当は、無む理り矢や理り君を連れ去ろうかとも思っていたんだ。だが、それでは諦あきらめないと思った。だから説得しているんだ。ジャリス……俺の気持ちも判わかってくれ。君の事が心配で、どうにかなりそうだ」

　珍めずらしくクアイが弱々しい声を出した。それでもジャリスは頷うなずかなかった。

「クアイ皇子……。わたしマハル王国で記き憶おくを失ったの」

「それは知っている。君の旅はほぼ完全に熟知している」

　当然だと言わんばかりのクアイに、ジャリスは静かに微笑んだ。

「マハル王国で色んな人達のお世話になったわ。みんなに助けられたから、こうして記憶も戻もどったし、旅も続けられている。イルシュ皇子はまだ小さいのに男達に襲おそわれた時、わたしを庇かばってくれたの。そのせいで誘ゆう拐かいされてしまった。世話をしてくれたカマルって女の子は、お父さんが病気なの。それでも明るく振る舞まってわたしを助けてくれた。エジド王は見習いの旗を渡わたしてくれたわ。みんなみんな大切な人たち。他ほかの国で会った人たちもそう。彼らの事を守りたくて、わたしはサウルナ国に来たの。シャイターン達の陰いん謀ぼうをつきとめて、それを阻そ止しする。そしてアラバーナ大陸で二度と戦いが起こらないようにする、その為ために」

　静かにクアイの手を握にぎると、一瞬で魔ま法ほうが解ける。

　ジャリスは、強い意志の宿った青い瞳を、クアイに向けた。

「ドワークに戦せん闘とうの意志があると判った以上、わたしは絶対に国印を取り戻して、彼の即そく位いを阻止してみせる。でもわたし一人じゃできる事は限られている。わたしは今まで色んな人たちに助けて貰もらってきた。……あなたにも助けて欲しいと思っているの。一人一人の力は小さくてもみんなで協力すればきっと道は開けるわ。お願い、クアイ皇子」

　ジャリスが必死で訴うつたえると、クアイが眉根を寄せた。だがしばらくして、ジャリスの手をぎゅっと握り返すと、渋しぶ々しぶと口を開いた。

「もし、どうしてもドワークから国印を取り戻すというのなら、一つ手がない訳じゃない」

　ジャリスは驚いて目を見開いた。クアイは不承不承の表情だ。

「ほ、本当に？」

「ああ、ただしその為には……本当に結婚式を挙げる必要がある。失敗すれば、そのまま結婚することになるだろう。それでも構わないのか？」

　クアイの瞳は真剣そのものだ。ただジャリスを花嫁にしたくて、そんな事を言っている訳ではないだろう。

　ジャリスは決意すると、大きく頷いた。

「何でもやるわ。わたしはわたしに出来ることをする」

　はっきりと言い切ったジャリスを、クアイは愛いとおしそうに見つめ、握った手を額にあてたのだった。
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　コダートが顔を洗おうと水みず桶おけに近付くと、ふいに水面がゆらゆらと揺ゆらいだ。コダートが訝いぶかしんでいると、水面にジャリスの顔が映る。

「な、なんだよっ、びっくりするだろ！」

　ここは騎き馬ば隊の宿舎だ。コダートはカッサラと、牢ろうに入っている元軍人達に会おうとしていたが、なかなかうまくいかず、そのまま匿かくまって貰っていた。

『明後日、結婚式を挙げるから』

　心なしか顔色の悪いジャリスが、開口一番言ったのはそれだった。

「へぇ、結婚式ね……って、結婚式だとっ！」

　慌あわててコダートはジャリスの顔を覗き込んだ。彼女は目を伏せ、口早に話し始めた。

『明後日のお昼頃に行われるの。それであなたにお願いがあって。今から顔を隠して大神殿の裏門まで来て欲しいの。リクが待ってるから。あ……もうアブウが疲つかれたって。じゃあ詳くわしい事はリクに聞いて』

　ジャリスはそれだけ言い残して、通信を切ってしまう。水桶に映っているのは、コダートの情けない顔だけだ。

「けけけ、結婚式ってまさか……クアイ皇子と？　そ、そんなの許せるわけないだろ！」

　叫さけんだコダートは、慌てて着き替がえをすますと、足早に扉とびらに向かう。

「な、何があったのか知らないが、そんな結婚式は俺がぶちこわしてやるっ」

　驚きのあまりつい本音が口をついた。普ふ段だんなら慌てて周りを気にする所だが、コダートはもはや、そんな余よ裕ゆうさえなかったのだった。
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　結婚式の当日は朝から慌ただしかった。冷水で身を清めた後、ジャリスは花嫁衣装に袖そでを通す。花嫁衣装は真っ白で、タバラン国の紋もん章しようである鷹たかが銀糸で刺し繡しゆうされていた。口元を覆おおうベールも白く、黒い髪につけた銀の髪飾りが、光を放っていた。髪飾りから下がる銀の鎖くさりが、ジャリスの頰ほおを撫なでる。

「とても綺き麗れいだ……。ジャリス」

　クアイがほうっとため息をついた。彼が着ているクマーシュも真っ白だ。ジャリスと同じように、鷹の紋章が金糸で縫ぬい取ってある。宝石は身につけていないが、クアイの存在感と艶つややかな顔立ちが、白い衣装に映はえていた。

「……首しゆ尾びは上々よ。後は結婚式を待つばかり」

　ジャリスが鏡越ごしに、背後に立ったクアイを見つめた。

「判っている。俺の方も手はずは調ととのっている。君の事は俺が守ってみせる」

　クアイに言われ、ふとジャリスはコダートを思いだした。ネイレス国で、ハジの攻こう撃げきから守ってくれた時、彼もそう口にした。あの時確かに心が震えた。

　その感かん触しよくが何だったのか、ずっと考えているが、答えは出ないままだ。

（コダートと出会ってから、こんなに長く離れたのは初めてだわ……）

　ジャリスは、憎にくまれ口を叩たたきつつ優やさしく笑うコダートを思い浮かべ、そっとため息をついたのだった。




　礼拝堂の外には、真っ白なクマーシュを着た神官達が群がっていた。結婚式には神官全員が集まるという。高位の神官達だけが礼拝堂に入り、格下の者達は料理の並ぶ庭で、儀ぎ式しきが終わるのを待つ。口々に祝福の声を上げる神官達に、ジャリスはゆったりと頭を下げた。

　礼拝堂の前で、手を清めて聖油を塗ぬったジャリスは、心の中で気持ちを奮い立たせた。

（さあ、本番よっ。気を引き締しめなくっちゃ！）

　背筋を伸のばして礼拝堂に入ると、高位の神官達は絨じゆう毯たんに座り、静かに祈いのりを捧ささげていた。両りよう脇わきに座る彼らに見守られ、ジャリスはクアイと並んでしずしずと歩く。

　正面の壇だん上じようで待つのは、大神官のゴディアスだ。身の丈たけ程ほどの鉄の錫しやく杖じようを持ち、穏おだやかな笑えみでジャリス達を迎むかえた。

「あれがドワークだ」

　ゆっくりと進みながら、クアイがジャリスに囁ささやいた。だがジャリスは、大神官の傍かたわらに立つ中年の男が、ドワークであると既すでに気付いていた。白い服は周りの神官達と同じだが、沈黙の行を行っている証である茶色い腰こし帯おびを締めていた。やせてはいるが背は高く、刈かり上げた黒髪と、わずかに皺しわの寄った目元。何より気になったのは、鋭するどい目つきだ。黒い瞳ひとみはまっすぐジャリス達に向けられている。穏やかな神官達とは違ちがう、人を射い貫ぬくような目だった。

（カッサラが洗脳されていたときと全然違うわ。瞳に力がある。これは……）

　わずかに口角をあげているドワークを見て、ジャリスはなぜか寒気を覚えた。

「これより結婚式を執とり行う。クアイ皇子のたっての願いで、神官のドワークが立会人として同席する。だが彼は沈ちん黙もくの行の最中なので、話す事はできない。了りよう承しようして頂けるかな」

　ジャリス達が目の前まで来ると、ゴディアスが厳おごそかに口を開いた。クアイがゆっくりと頷く。

「ああ、ドワーク殿どのに立会人になって頂けるなど、これほど名めい誉よな事はない。こちらの勝手な願いを聞いていただいて感謝する」

　結婚式の立会人になって欲しいと、クアイが塔の見張りを通じて、ドワークに頼たのんでいた。

　次期国王で、神の使いと言われるドワークが立会人になってくれれば、結婚式にも箔はくがつく。本来なら禊みそぎの最中でもあり、却きやつ下かされる所だが、ドワークはタバラン国に少しでも恩を売っておきたいだろう。必ず了承するはずだとクアイは話した。

　そしてその通り、ドワークは結婚式に姿を現した。

　ジャリスは彼の胸むな元もとに目をやる。国印はドワークが肌はだ身み離はなさず持っているという。クアイは彼と話をした時に、国印を見せて貰ったらしい。結婚式で警備も手て薄うすになるのに、どこかに置いておくことはしないだろう、必ず持ってくるはずだとクアイは語った。

（さすがクアイ皇子、性格は変だけど頭は切れるわ。彼の予想はわたしも正しいと思う。ただ問題は……）

　ジャリスは、ドワークがこちらに視線を向けたのに気付いて、慌てて顔を伏ふせる。問題は、彼からどうやって国印を奪うばうかだ。

「では、始めよう」

　ゴディアスの言葉に、ジャリスはクアイとともに跪ひざまずく。

　神へ捧げる祈りの言葉が始まった。その間ジャリス達はずっと、このままでいなければならない。

（コダート達の方は、うまくいっているかしら……）

　俯うつむいたまま、ジャリスはこの後に始まる作戦を、頭の中で再確かく認にんしたのだった。
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「納なつ得とくできない！　いくらドワークを引っ張り出す為とはいえ、他ほかに方法はなかったのか」

　布で顔を隠かくしたコダートは、ぶつぶつと言った。隣となりに立ったリクが、肩かたを竦すくめている。

「しょうがないよ。シャルマだって承知したんだから」

　ここは大神殿の裏手だった。神官達のほぼ全員が広間に集まっている。そのせいか警備は手薄だった。見み咎とがめられないのは結構だが、コダートは結婚式の事が気になって仕方なかった。

「ちゃんと愛の言葉を誓ちかう前に、行動が起こせるんだろうな」

　コダートは、心配でたまらない表情を隠しはしなかった。もうそれどころではないのだ。

「多分ね……。あ、いや、絶対だよ」

　コダートの瞳が、一いつ瞬しゆんで赤く染まった事に気付いて、慌ててリクが言い直す。

「やっぱり俺も礼拝堂に……」

「駄だ目めだよ。コダートはここで待機。それより頼んでいた物は？」

　リクに聞かれて、コダートは彼に頼まれていた物を懐ふところから取り出した。

「シャリフ王の所まで行って作ってきた。急いだわりに出来はいいぞ。陛下のおすみつきだ」

　一昨日、カッサラと一いつ緒しよにルークに乗った事を思い出す。ジャリスの鳥笛を預かり、ルークを呼びだしたのだ。

　ジャリスがいなければ難しいかと思ったが、さすがにルークもコダートの事を覚えたようで、すんなり言うことを聞いてくれた。

「よかった、最悪なくても作戦はできるけど、あった方がいいってジャリスも言ってたから」

　リクが、手にした〝ある物〟を見て顔を綻ほころばせた。

「カッサラは、ルークと一緒にベルジアの町はずれで待機している。俺はここで、ジャリスを待てばいいんだな？」

　コダートが確認の為ために聞くと、リクが頷うなずいた。

「そう、正午の鐘かねが合図だよ。あ、やばい。もうすぐだ。俺も結婚式で役目があるから行くね！」

　足早に駆かけていくリクを見つめ、コダートは焦あせりと不安と心配とがごちゃまぜになった、自分でもよく判わからない気持ちを、何とか押さえ込んだのだった。
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　長いゴディアスの言葉がやっと終わった。ずっと同じ姿勢だったジャリスは、じんじんと痛む膝ひざに顔を顰しかめる。

（ベールしててよかった……。こんな表情、結婚式の花はな嫁よめの顔じゃないわ）

　ジャリスはほっと息をつく。ゴディアスから立つよう言われ、ジャリスは右手を差しだした。

　花嫁の介かい添ぞえとして手を貸してくれたのは、真っ白な衣装のリクだ。手て袋ぶくろ越ごしに彼の手を握にぎると、冷たい金属の感触がある。ジャリスはベールの下でそっと微笑ほほえんだ。

（良かった、間に合って……。少しでも危険は少ない方がいいわ）

　これで準備は調った。後は実行するだけだ。ジャリスは手にした物をぎゅっと握りしめた。




　ゴォーン！　ゴォーン！




　そこへ正午の鐘が鳴る。ジャリスはそっと、右斜ななめ前にいるドワークに目をむけた。ドワークは、他の神官達と同様絨毯に座り目を瞑つぶっている。

「お二人に聞く。神の御み前まえで愛を誓うか？」
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　ゴディアスの低い声に、クアイが大きく頷いた。

「未み来らい永えい劫ごう、彼女を愛する。この命をかけて」

　この言葉を受けてジャリスが言うのは、〝この大きな愛に報むくいるため夫を支えます〟だ。

　それから愛情の証あかしとして、鼻をこすりあわせる。それで結婚が成立だ。その後神官達の行列に案内され、クアイの用意した料理と賑にぎやかな音楽が待つ中庭に、移動する事になっていた。

「どうなされた？　奥方殿」

　ゴディアスが、無言のまま俯いているジャリスにそっと話しかけた。ジャリスは背中に汗あせが流れるのを感じる。

「緊きん張ちようしているのだ。妻は人見知りだしな」

　こっそりと囁いたクアイに、ゴディアスはにこりと笑った。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、奥方殿。さあ誓いの言葉を」

　だがジャリスは口を開くことができない。内心では焦りすぎて息が止まりそうだった。

（お、遅おそいっ、正午の鐘が合図だって言ったでしょーっ）

　思わずふるふると震ふるえたが、ゴディアスはそれをいい方にとってくれた。

「御ご気き分ぶんでもお悪いのかな？　少し休みますか」

　ジャリスは顔を引きつらせる。ありがたい言葉だが、できれば作戦決行までは大人しくしていたい。怪あやしまれてはどうしようもないのだ。

「い、いえ……あの……」

　ジャリスが言い淀よどんでいると、突とつ然ぜん外から男の悲鳴が聞こえた。

「うぎゃぁぁぁっ。なんだ、こりゃっ」

　礼拝堂にいた神官達がざわついた。そこへ扉とびらを開けて一人の神官が入ってくる。披ひ露ろう宴えん会場の庭で、音楽をならすために待機していた男だった。

「た、大変ですっ。み、水が！　庭に地下水がっ」

　その言葉をかき消すように、ゴゴォッと地響きがなって礼拝堂の床ゆかがひび割れた。そこから大量の水が一気に天てん井じようまで噴ふき上がる。

（偉えらいっ、アブウ！）

　ジャリスは、ほっと胸をなで下ろす。思わず顔に笑みが浮うかんだ。少々遅おくれたが、予定通りだった。庭に隠れているアブウが、地下に流れる水を操あやつっているのだ。

「うわぁぁぁぁっ」

「なんだ、これはっ」

　騒さわぎはあっという間に大きくなった。開け放たれた扉から入ってきたシャルマが、ばたばた走り回る神官達に紛まぎれて、そっとジャリスに近付く。

　ジャリスは小さく頷くと、彼の手にもっていた物を渡わたした。シャルマはそのまま、周りと同様に声をあげながらドワークに近付く。

「危ないですっ、早く、こちらへ……あっ！」

　ゴディアス達に声をかけたシャルマは、そのままよろめいて、ドワークにぶつかった。

「も、申し訳ありません」

　沈ちん黙もくの行を行っているドワークは文句一つ言わなかったが、憮ぶ然ぜんとした表情でシャルマを睨にらみつけている。

「早く外に出ましょう！　建物がくずれるかもっ」

　そこへジャリスが、次々とひびが入っていく壁かべを指さし声をあげた。ドワークがそちらの方に顔を向けた隙すきに、シャルマはすっと離はなれる。

　ドワークは数人の神官達に誘ゆう導どうされ、足早に外に避ひ難なんした。シャルマはジャリスに近付き、そっと片手を差しだした。その手を握ったジャリスは、眉根を寄せる。

「すいません……あの男、隙がなくて。完全に成功とは言えませんが、国印は確かに」

　シャルマの呟つぶやきに、ジャリスはゆっくりと頷いた。手には硬かたい感かん触しよくがある。

「大丈夫よ。とりあえず目的は達成したわ。後は任せて」

　まだジャリス達の企たくらみは知られていない。だがもしばれれば、一番に疑われるのはシャルマだ。彼は一足先に、大神殿を出る事になっていた。

「……お気をつけて」

　シャルマが不満そうな顔をしながらも小声で呟いた。残りたいと言ったが、ジャリスは許可しなかった。頷いたジャリスはクアイとともに、シャルマとは別の扉から外に出たのだった。




「これでは結けつ婚こん式が台無しだ！　どうしてくれるっ」

　披露宴が行われる予定だった庭も、用意した料理も水みず浸びたしだった。地下水の噴き上げは収まったが、礼拝堂の壁には大きな亀き裂れつが入っている。いつ崩くずれるかも判らず、中に入ることもできない。

　怒いかりを顕あらわにしたクアイに、ゴディアスが頭を下げた。

「申し訳ありません。原因が判らないのです。ですが、何分自然現象の為……」

「何が自然現象だっ。今日は俺にとって、特別な一日となるはずだったのだぞっ。それを……」

　怒ど鳴なり散らすクアイの怒りをおさめようと、高位の神官達がわらわらと集まっていた。

「クアイ皇子、わたし、気分が……」

　ジャリスがよろよろとしながらうずくまると、クアイが慌あわてて駆け寄った。大げさな身み振ぶり手振りで、ジャリスの事を心配している。

「大丈夫か？……リク、彼女を部屋に。俺はまだ言いたいことが山ほどある！」

　リクが頷くのを見て、ジャリスはゆっくりと立ち上がる。リクに先導され、足元をふらつかせながら歩き出した。クアイがジャリスの背後で、更さらなる怒りの声を上げている。

　作戦通りだ。クアイが十分に人目を引きつけてくれたおかげで、ジャリス達には誰だれも目をむけていない。

　庭から見えない位置に来た所で、ジャリスは頭覆おおいとベールを脱ぬぎ捨てる。

「わたし、コダートの所に行くわっ。リク、アブウを捜さがしてきて。多分疲つかれて寝ねていると思うから、誰にも見つからないようにしてね」

　リクは頷うなずいて、素す晴ばらしい速さで庭へと戻もどっていった。ジャリスは駆け足で裏門に急ぐ。

　しばらくコダートに会っていない。一いつ緒しよに旅を始めてから、こんなに離れていたのは初めてだ。

（な、何だろう。会うのがちょっとだけ、恥はずかしい気がする。……こんな事考えてる場合じゃないのにっ）

　ジャリスは走りながら、頭をぶんぶんと振ふった。今は作戦を予定通りに行うことだけに、集中しなければならない。

　騒ぎのせいか、裏門への道には見張りの姿もない。後でクアイが建物を弁べん償しようできるだけの寄付をすると言っていたが、さすがにジャリスも申し訳ない事をしたと思っていた。

「ジャリス」

　そこへ背後から声がかかる。振り向くと、ラシッドが戸と惑まどうような視線を向けて立っていた。

「ラシッド……。どうしたの？　あなたにはドワークの見張りを頼たのむとお願いしたはずよ」

「それが、彼の姿が見えないんです。もしかしてあなたの計画に気付かれたのかと思って、心配で……。うまくいったんですか？」

　ラシッドに聞かれて、ジャリスは頷いた。目的の物は手に入れた。シャルマが偶ぐう然ぜんを装ってドワークから国印をすりとったのだ。彼が気付く前に、コダートに渡さなければならない。

「ええ、手に入れたわ。ラシッド、わたしコダートにこれを届けるから……」

　ジャリスが言うと、ラシッドは首を傾かしげた。

「コダートが来ているんですか？」

「ええ、あ……そうか。ラシッドとナッシルには、まだ詳くわしい計画を話してなかったわね」

　ナッシルとラシッドは情報収集の為ため、研究所に泊とまり込んでいて、計画を細かく説明している暇ひまはなかった。だから今朝、国印を奪うばう事だけを告げ、ドワークの見張りを頼んでいたのだ。

「コダートに、国印を陛下の所に持っていってもらうの。わたし達が急に姿を消したら、怪しまれるでしょ。下手へたしたらタバラン国に迷めい惑わくがかかるもの」

　ジャリスが説明すると、ラシッドが優やさしく微笑ほほえんだ。

「それはいい案です。コダートはどこに？」

　ジャリスは裏門を指し示そうとして、ふと何かが気になって動きを止めた。

（なんだろう……この感じ。何か変……）

「……ねぇ、何でそんなにコダートの事を聞くの？　ここに来た時もそうだったわよね」

　そういえば、ラシッドがそれとなくコダートの居場所を聞いてくる事があったと、ジャリスは思い出す。科学の書類を渡したいと言うのだが、ジャリスは彼がどこにいるのか、正確には知らなかった。正直にそう答えたが、ラシッドはその後も、たびたび聞いてくるのだ。

　ラシッドが相変わらず道ばたに咲さく、可か憐れんな花のように笑った。

「……気になって当然だろう。コダートに何かあっては困る。彼に大切な用事があるからな」

　ラシッドの口調が、がらりと変わった。いつもの穏おだやかな声こわ色いろとはまったく違う、低い声が辺りに響ひびいたのだ。

　ジャリスが眉根を寄せると、ラシッドの顔からすっと表情が消えた。その途と端たん、冷たい空気が辺りに漂ただよう。ジャリスの背筋が、急にぞくりとした。

「ラシッド……？」

　ジャリスが呟くと、ラシッドがかけていた眼鏡めがねをすっと外した。そしてゆっくりと目を瞑つぶる。再び開いた目を見て、ジャリスは喉のどの奥で細い悲鳴を上げた。

　そこに優しい茶色の瞳ひとみはなかった。血のように赤い瞳が、ジャリスを射い貫ぬいていた。

「そんなっ、シャイターン……？」

　後ずさったジャリスの腕うでを、背後から何者かが摑つかんだ。

　振り向くと、立っていたのはドワークだ。ジャリスの魔法が一いつ瞬しゆんで解ける。青い瞳でドワークを見上げると、彼はにやりと笑った。

「面おも白しろいな。こんな魔法があるのなら、俺にもかけて欲しかったぞ。塔とうの中で大人おとなしくしているのは退たい屈くつでならない」

　初めて聞くドワークの声は、ややしわがれていて、地の底から響くように低かった。

「くだらない。ほんの少しの間だろう。塔から出るなとあれほど言ったのに。まんまと国印をぬすまれるなど、おろかだとしか言いようがない」

　ラシッドの言葉には、あざ笑うような響きがあった。ドワークはむっとしたようだ。だが何も言わず、ジャリスの腕を後ろに捻ひねり上げた。

「ああっ！」

　腕と肩かたに走った鋭するどい痛みに、ジャリスは思わず悲鳴を上げる。

「さあ、ジャリス。腕が折れない内に、国印を出すんだ」

　ラシッドがさしだした手を見て、ジャリスは首を振る。どうしても信じられなかった。

「ラシッド……。まさかずっと陛下を騙だましてたの？　あなた陛下に助けて貰もらったって……」

「ああ、助けてもらったよ。ちゃんと彼が同情しやすいような状じよう況きようを作ったんだ。助けてもらわなければ困る。年老いてもさすがにあの男は頭が切れる。油断するとすぐに感づかれるからな。ここ数年気の休まることはなかったよ。なかなかいい緊きん張ちよう感かんだった」

　ラシッドは楽しそうだ。くっくっくっと笑うラシッドに、ジャリスは目を剝むいた。

「何て事を……っ。陛下はあなたの事を信しん頼らいして……！」

　憤いきどおったジャリスを見て、ラシッドは赤い唇くちびるをつり上げた。

「信頼だと？　私はリンド達とは違う。人間などに心を許したりしない」

　冷たい言葉には、何の感情もこめられていなかった。言葉を失ったジャリスに、ラシッドは勝ち誇ほこったような笑みを浮かべた。

「お前達を自由にさせていたのは、コダートの居場所を知るためだ。できれば穏おん便びんにすませようと思っていた。ドワークの即そく位いが近いのでね。余計な騒さわぎは避さけたかった。だが、もう時間がない。我々にとって最も大切な〝儀ぎ式しき〟がもうすぐ始まるのだ」

　ジャリスは顔をあげ、目を眇すがめてラシッドに問いかけた。

「儀式って……どういう意味？」

　だがラシッドは、それについては何も答えなかった。

「……お前達には、関係のないことだ。それより、国印を出せ。女性の服を探さぐるなんて、下品な真似まねはしたくない。もし断れば、大神殿にいるお前の仲間達がどうなるか判わかるな？」

　ジャリスはびくりと身体からだを震ふるわせた。シャイ悪ターン魔と真っ向から勝負すれば、負けるのは目に見えている。

　ジャリスは唇を嚙かみしめて、自由な方の手でひらひらとひだのついた裾すそをまくる。右足に布で固定していたのは、手の平に収まるほどの国印だった。

　ドワークがジャリスの腕を片手で摑んだまま、国印を奪い取る。そしてゆっくりと頷いた。

　ジャリスは、背後のドワークに声を上げた。

「あなた……あなた判っているの？　ラシッドはシャイ悪ターン魔なのよっ。このままラシッドの言う通りにしたら、サウルナ国が……ううん、アラバーナ大陸がどうなるか判らないわっ。それでもいいの？　陛下はあなたの事を信頼しているわ。わたしが謀む反ほんの疑いがあると言っても、陛下はあなたがそんな事するはずないって仰おつしやった。その気持ちを裏切るの？」

　ジャリスの叫さけびを聞いたドワークが、肩を震わせた。泣いているのかと、一瞬ジャリスは思った。

　だがそのすぐ後、ドワークは天にも届くような声で笑い出した。

「あっははっ。これは面白い。おいぼれがどう思おうと知った事か。……お前達はネイレス国の暗殺騒ぎのせいで俺を怪あやしいと睨にらんだようだな。いい事を教えてやる。確かに毒草を採ってこさせたのは俺だ。おいぼれに飲ませるはずだったが、薬が苦手だと言って飲みやしない。だがもういい。あいつは年だ。放っておいても死ぬ。俺はこの国の王となり、そしてアラバーナを統一して大陸の王となる。その為ならシャイターンだろうと手を組むさ。役に立つならな」

　ジャリスが目を見開いた事に、ドワークは満足したように笑う。

「ドワーク、余計な事を言いすぎない方がいい」

　ラシッドに釘くぎを剌されたドワークは、ふんと鼻を鳴らした。

「構わないさ。俺の人望は、もうおいぼれを超こえている。国印もある以上、奴やつが何を言っても即位式を中止することはできない。それによそ者の女が何か言っても、誰だれも信用しないさ。ちゃんと証しよう拠こは消してある」

　ジャリスは唇を嚙みしめた。決定的な証拠を摑む事はできなかった。ジャリスやクアイの証言では、ドワークに懐かい柔じゆうされている王宮の人間は、誰も信じてくれないだろう。

　ラシッドはため息をついたが、すぐにジャリスに向き直り、ゆっくりと口を開いた。

「ではジャリス。コダートの所へ案内して貰おうか？」

　ジャリスはキッとラシッドを睨みつけた。

「あなた達の思い通りにはさせないわっ」

　ジャリスは、何とかドワークの腕を振ふりほどこうと身じろぐ。そんな時、庭によく知っている声が轟とどろいた。

「ジャリスッ」

　慌あわてて顔を上げると、裏門の方角からコダートが駆かけ寄ってくる所だった。コダートは、ジャリスが腕を取られている事に気付いて、視線を鋭くした。

「何をしている……！　ジャリスを放せっ」

「来ちゃ駄だ目めっ。コダート、ラシッドはシャイターンよ！」

　だがコダートは足を止めなかった。すぐ側までやってくると、ラシッドを睨みつけた。

「その赤い目は……。貴様、どういう事だ！」

　コダートの瞳も一瞬で赤く染まる。ラシッドが口元をつり上げた。

「素す晴ばらしい！　もう力が覚かく醒せいし始めているのか？　それなら好都合だ。一緒に来て貰おう」

　コダートが腰こしの剣を抜き、間合いを計るように、じりじりと足を動かした。

「やめたほうがいい、彼女がどうなってもいいのか？　私はハジのように甘くない。……大切なんだろう？」

　コダートに見せつけるように、ラシッドがジャリスの顎あごを捕とらえた。コダートはびくっと身体を震わせる。

「人間は愚おろかだ。その中でも最も愚かなのは、お前達が尊んでいる〝愛情〟だ。異性を愛する気持ち、仲間を愛する気持ち。家族を愛する気持ち。だが一体何の役に立つ。現に今は邪じや魔まにしかならないだろう」

　ラシッドがほくそ笑む。ジャリスは顔を動かして、ラシッドの手から逃のがれた。このまま彼らのいいようにさせる訳にはいかない。しかし腕はドワークに摑まれたままだ。

「コダート、逃げてっ」

　ジャリスは叫んだ。彼らの狙ねらいはコダートだ。ジャリスの脳のう裏りに、ネイレス国でジャリスを庇かばい、コダートが負った傷が思い出された。もうあんな目に遭わせたくなかった。

「逃げやしないだろう、コダート。私も今までただ君達の行動を見ていた訳ではない。君の事はよく知っている。こんな場面で君が逃げるようなら、彼女と一緒に旅なんてしないはずだ」

　ほくそ笑むラシッドを睨みながら、コダートが静かに剣から手を放す。ガランと音を立てて、剣が地面に落ちた。

「……一体、何が目的だ。俺をどうしようっていうんだ」

　コダートの詰きつ問もんに、ラシッドは笑みを浮かべたまま、ゆっくりと手を差しだした。

「後でゆっくり教えてあげるよ。さあ、来るんだ」

　コダートは、ドワークに捕つかまっているジャリスに顔を向ける。

「彼女には手を出すな」

「駄目よ！　コダート」

　ジャリスは、ドワークの一いつ瞬しゆんの隙すきをついて、腕うでから逃のがれる。コダートに駆け寄ろうとしたが、ラシッドの右腕が前方を塞ふさいだ。

「大人おとなしくしていろ。せっかくコダートが助けてくれるんだから」

　ラシッドの赤い瞳ひとみを見た途と端たん、ジャリスの頭が突とつ然ぜんくらりとする。めまいが起こって、立っていられなくなった。

「何をするっ」

　コダートがラシッドにつかみかかった。だがラシッドは余よ裕ゆうの表情でそれを躱かわす。

「何もしない。眠ねむらせるだけだ。何だったら、カッサラのようにお人形にしてもいいんだぞ」

　地面に倒たおれ込んだジャリスは、遠くなる意識をどうにか保った。必死に声をあげる。

「……あ、あなただったのね。カッサラをあんな目に遭わせたのは」

「そうだ、最初は君達を油断させるためだったんだが……違う意味で彼は役にたってくれた。リンドの我が儘ままに困り果てていてね。人間達の味方をすると言ってきかないんだ。だがカッサラの為ために、君達から指輪まで奪うばってきた。仲間を思う愛情に振り回された結果がそれだ」

　ラシッドの口調には、明らかに侮ぶ蔑べつの色が混じっていた。

「リ、リンドはどこに……？」

　ジャリスがくらくらする頭を抱かかえて、どうにか声を上げた。

「元気でいるよ。私達の住む場所に、ハジと一緒にね」

　コダートの瞳が、更さらに赤みを帯びた。ラシッドは楽しそうに、コダートを見つめる。

「一緒に来れば会えるよ、コダート」

「行かないで！　コダートッ」

　叫ぶだけで、頭ががんがんと痛んだ。だがジャリスは、必死でコダートに視線を向けた。

「お別れの挨あい拶さつくらいは認めるよ。もう二度と会えないからね」

　ラシッドは余裕の表情を崩くずさない。コダートは地面に仰あお向むけに倒れたジャリスに歩み寄る。

　ジャリスは既すでに目を開くこともできないでいた。声を出そうとしても口が開かない。

「……言っておきたい事がある。結けつ婚こん式の間中、ずっとずっと考えていた」

　コダートの声に反応する事はできなかった。ジャリスは必死で意識を保って耳を傾かたむける。

　すると耳元に、熱い息がかかったのが判った。

「眠ったのか？　俺は……俺は、お前との婚約が嫌いやな訳じゃない。お前は必ず俺が守ってみせる。もう一度会えたら、いや、必ず会える。そうしたら、ちゃんとお前が起きている時に伝えるよ」

　ジャリスの心臓がどくんと脈打った。今まで彼が婚約の事を口にする時は、必ず口ごもっていた。でも今回は違う。はっきりとした低い声で囁ささやかれ、ジャリスの鼓こ動どうが速くなる。

（い、嫌じゃないって……そ、それってどういう意味なの？　だってあんなに婚約を嫌がって……）

　だがジャリスが口を開こうとしても、ぴくりともしなかった。指一本すら動かせないのだ。

　そんな時、ジャリスのおでこに、温かな何かが触ふれた。柔やわらかい感かん触しよくとほのかな熱がジャリスの全身に広がる。

　それが何なのか考えようとしたジャリスだが、意識が遠くなっていくのを止められず、ついに深い眠りについたのだった。
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　ルークに乗るのがジャリスは好きだった。空からの眺ながめも、海風とはまた違う上空の風も気持ちいい。だが今はそれを楽しんでいる余裕はなかった。

　フラエイの町が近付き、ルークがゆっくりと降下する。ジャリスはナッシルとともに、狙いを定めて川に飛び降りた。

　川から上がったジャリスは、巨きよ大だいな怪かい鳥ちようのルークを見上げ、優やさしく腹の辺りを撫なでた。

「ルーク、疲つかれている所悪いけど、また戻もどってシャルマ達を連れてきて」

　一度に大人数は移動できない。甲高い声で鳴いたルークが、ばさばさと羽ばたき、空へと飛んでいく。

　結婚式は正式に中止となった。身体からだの弱い花はな嫁よめが、水を浴びたせいで肺はい炎えんを起こした為、それが理由だ。

　真実を知ったジャリス達に、ドワークが何か仕し掛かけてくるかと思ったが、何とか無事に大神殿を出る事ができた。沈ちん黙もくの行を破り、他国の皇子に戦争を持ちかけたと知られれば、ドワークもまずいはず。表立っては何もしてこないだろうが、ジャリス達がこのままベルジアにいるのは危険だとクアイは話した。

　一度シャリフ王の所に行き、今後の対策を練るよう発案したのもクアイだ。クアイはドワークの動きを見張るため、ベルジアに残ってくれた。一番危険な役目は俺が引きうけよう、力強く言ったクアイに、ジャリスは心の底から感謝していた。

　足早に町に向かうジャリスに、ナッシルが声をかける。

「ジャリス、そんなに急いだって状じよう況きようは変わらないぜ。窮きゆう地ちに陥おちいったときこそ、平常心だ」

「でも……でも、コダートが連れて行かれてしまったのよっ。わたしのせいだわ。わたしがラシッドを信しん頼らいしてしまったばっかりに」

　立ち止まったジャリスは悔くやしさのあまり唇くちびるを嚙かむ。ナッシルがジャリスの肩かたに手を置いた。

「お前のせいじゃない。みんな騙だまされてたんだ。俺達だけじゃなくシャリフ王もな。自分を責めるな。あいつらはコダートに大切な用事があると言っていたんだろう。だったらきっと生きている。それなら救い出す機会はある。まずは落ち着け。そしてしっかり考えて行動しろ。それさえ間ま違ちがわなければ道は開ける」

　ナッシルに言われ、ジャリスは小さく頷うなずいた。浮うかんでくる涙なみだをぐっと堪こらえる。

（泣いている場合じゃないわ。わたしがしっかりしなくっちゃ……。絶対にコダートともう一度会うんだからっ）

　ジャリスは自分の額に手をやり、大きく深呼吸した。彼と別れる時に、額に触れた温かさは、今でも覚えている。

　ジャリスは、気を取り直して町へと向かう。離り宮きゆうの入り口まで来ると、以前顔見知りになった警備の男が目を見張った。ジャリスの金きん髪ぱつに驚おどろいたのだろう。それでもジャリスが緊きん急きゆうの用があるというと、中に取り次いでくれた。

「いらっしゃいませ、ジャリス」

　にこやかに出で迎むかえたフィクルは、すっかりここに馴な染じんでいるようだ。前まえ掛かけをかけて、手には包丁を持っている。

「ターラは？」

　ジャリスの暗い表情に気付いたのか、フィクルが眉まゆ根ねを寄せた。

「何かあったんですか？」

　その問いに答えたら泣き出しそうだ。ジャリスは唇を嚙みしめたまま離宮に入った。背後では、ナッシルがフィクルに状況を説明してくれているようだ。

　裏庭に回ると、崩れかけた塀へいに座ったターラが、夕日を見つめていた。

「ターラ、知っていることを全部話して」

　ジャリスが、泣きそうなのを堪えて声をあげると、ターラは驚いたように振ふり向いた。心なしか顔色が悪かった。

「何だよ、ジャリスじゃねぇか。どうしたんだ、突然」

「コダートが連れて行かれたの。ラシッドと名乗っていたシャイターンに」

　ターラの表情が一変する。目を眇すがめて息を吞のみ、ジャリスを見つめた。

「ラシッド……もしかして、顔が女みたいなシャイターンか」

「そうよっ、やっぱり知ってるのね！」

　ターラが顔を曇くもらせる。塀から飛び降りると、ジャリスのすぐ側まで歩み寄った。

「そいつは多分、ラシャラードだ。あいつが出てきたとなると、やっかいだな」

「ラシッドは大切な〝儀ぎ式しき〟が近付いているって言ってたわ。どういう意味なのか、あなたは知ってるんじゃないの？　あいつらの目的は一体何なの。コダートは何の為に連れて行かれたの？」

　ターラは砂さ漠ばくに沈しずむ太陽に目をむけた。しばらくすると、静かに息をつく。

「……シャイ悪ターン魔は三人いる。ラシャラード……ラシッドとハジとリンド。あいつらには、ある目的がある。その為に指輪を集めているんだ」

　ターラはジャリスを、中庭に置いてある椅い子すへと促うながした。

「まあ座れよ、長い話になる」

　ジャリスは無言のまま椅子に座る。そして大きく深呼吸した。気持ちばかりが焦あせっている。少しでも落ち着くことが大事だ。

「昔……そう、百数年前にアラバーナ大陸で大おお地じ震しんが起こった時だ。あれは、ある魔物ジンが復活しようとして起きた地震だった」

　ジャリスは目を見開いた。正面に座ったターラは、まっすぐにジャリスを見つめていた。

「その魔物ジンの力は強大だ。シャイターンでさえも遠く及およばない。だが地震の時は、結局魔物が蘇よみがえることはなかった」

　ターラの眼まな差ざしは真しん剣けんそのものだ。こんな時の彼に噓うそはないとジャリスは知っている。

「その魔物ジンがコダートと、どういう関係があるの？」

　ジャリスが聞くと、ターラはため息をついた。

「順序よく説明するから待ってろ。いいか、ジャリス。俺が集めていたあの四つの指輪な。あれは元々、その魔物ジンの物なんだ。指輪はその魔物を復活させる鍵かぎとなる。……強大な力と残ざん酷こくな心を持つ、魔王マリードオシリスを」

　ジャリスは思わず声を失う。呆ぼう然ぜんと目を見開いたジャリスに、ターラは小さく頷いた。

「ラシッド達は、自分達の主あるじであるオシリスを蘇らせようとしている。四つの指輪はオシリスの魔力を凝ぎよう縮しゆくした物だ。全部集めないと復活できない。オシリスを蘇らせる儀式の為ために、あいつらはコダートを連れ去った」

　ジャリスは自分の耳を疑った。魔王が復活するとはどういう事だろう。実感が湧わかなかった。ハジ達よりも強大な力を持つ魔王、もし蘇ればどれだけの驚きよう異いとなるか、想像もつかない。

「判わからないわ、どうして彼らは、コダートを連れていったの？」

　ジャリスが問うと、ターラは再び夕日に目をむける。

「なあ、ジャリス……。お前の背中の地図とコダートの力を合わせて、どうして指輪を捜さがす地図が見られると思う？」

　ジャリスは思わず首を傾かしげる。考えた事がないわけではなかった。ただ確かな事はジャリスも判らない。

「マハル王国で死んだ、コダートの母親の事は話したな。彼女は魔物ジンで、指輪を捜す能力を持っていた。なぜそんな事ができたか判るか？　ラシッドやハジ達にそんな力はない。彼女だけが持っていたんだ。兄のオシリスの一部である、魔力を秘ひめた指輪を捜す力をな」

　ジャリスは目を見開いて、ターラの言葉を心の中で反はん芻すうする。

（魔王マリードオシリスが兄って事は……彼女は妹？　じゃあコダートは）

　はっとして顔をあげたジャリスに、ターラは大きく頷いた。

「オシリスの身体は既すでに失われている。復活するには、四つの指輪と、精神と魔力を宿らせる肉体が必要だ。それもただの肉体では駄だ目めだ。頑がん丈じような身体と強い精神、それらを兼かね備えたコダートは、オシリスの血をひいている。だからあいつらは、コダートを選んだんだ」

　ジャリスは思わず立ち上がる。とてもじっとはしていられなかった。

「コダートを助けにいかないと……！」

「落ち着け。焦ったって、お前達はあいつらがどこにいるかも知らないんだろう？」

　その言い方がふと気になった。ジャリスはターラに視線を向ける。

「お前達はって……まるであなたは知ってるような口くち振ぶりね」

　ターラがわずかに視線をそらした。ジャリスは机を回り込んでターラに近寄り、膝ひざをつく。そして彼を見上げた。

「知ってるんでしょ？　ラシッドは〝私達の住む場所〟って言ってたわ。きっとコダートはそこにいる。助けにいかなきゃっ」

　ターラの服を握にぎりしめ、必死で揺ゆさぶった。だが彼は目を閉じたまま、首を振る。

「お前達が行けるような場所じゃない。あそこは駄目なんだ。俺も手が出せない」

　初めて見るような口くち惜おしい表情を浮かべ、ターラはすっと瞳ひとみを開いた。

　黒い瞳にいつもの力強さがなかった。暗い表情もとつとつとした口調も、普ふ段だんのターラとはまったく違ちがう。

「もう時間だってない。オシリスが復活のきざしを見せるのは、二十年に一度、太陽が闇やみに覆おおわれる日につ食しよくの日だ。俺が調べた所によると、約十日後。今から向かったって到とう底ていたどり着けない」

　額に両手をあててターラが俯うつむいた。こんな弱気なターラは初めてだ。

　だがジャリスはすっと立ち上がる。俯いたままのターラに向かって声をあげた。

「やってみなきゃ判らないじゃないっ」

　一いつ喝かつすると、ターラが黒い瞳を瞬またたかせて顔を上げる。

「何か絶対に手はあるはずよ。わたしは諦あきらめないわっ」

　ジャリスの決意の声に、呆然としていたターラだが、すぐに苦く笑しようした。

「驚いたなぁ。ここでそれを言うか？」

　意味不明の言葉だったが、ターラはそのままくっくっくっと肩かたを震ふるわせて笑う。

「なに笑ってるのよ。それどころじゃないでしょっ。大体ターラ、何でそんなに弱気なの。いつもの自己中なあなたはどこに行ったの！　わたしの知ってるターラは、こんな場面でこそ卑ひ怯きようで姑こ息そくな手を使って道を切り開く人よ。……そうでしょう、アラバーナ大陸の英えい雄ゆう、イジュタラ・シンリクット船長！」

　ジャリスに言われ、ターラが微笑ほほえんだ。いつもと同じ、強気な表情で。

「……そうだな、俺は英雄と呼ばれるにふさわしい男。不可能なんて言葉は似合わない」

　ターラが立ち上がる。強い意志の宿った瞳でジャリスを見つめると、肩を竦すくめた。

「いいだろう、あいつらの居場所には心当たりがある。コダートを助ける手だてを考えよう」

　やっといつもの調子を取り戻もどしたターラに、ジャリスはほっとする。

（たとえ魔王マリードだろうと、コダートは渡わたさないっ。絶対に連れ戻してみせるわ！）

　ジャリスは夕焼けに染まった空を見上げ、心の中で誓ちかったのだった。
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　寝しん台だいとランプが一つあるだけの室内は薄うす暗ぐらかった。三方は石壁で目の前には鉄てつ格ごう子しがはめられている。壁かべ際ぎわに座り込んだコダートは、鉄格子を見つめてため息をついた。

　大神殿でジャリスと別れた後、ラシッドがすぐにコダートの目を覗のぞき込んだ。赤い瞳を睨にらみつけると急激に意識が遠のいた。そして気がついたらここで倒たおれていた。

　あれからどのくらい経たったのか判らない。一日かもしれないし、十日かもしれない。もしかして一ひと月つきかも。

　窓一つないので、外の様子どころか、今が昼か夜かも判らなかった。

　最初の食事を持って現れたラシッドから聞かされたのは、驚おどろくような話だった。コダートの母親は、シャイターン達が魔王マリードと呼ぶオシリスの妹なのだという。彼らはオシリスを復活させるために、コダートの肉体を利用しようとしていた。

　だがコダートは驚きつつも、心のどこかで納なつ得とくもした。なぜ自分が魔物ジン達に狙ねらわれているのか判らなかった。最初は怒いかりに燃えていたコダートだったが、今心を占しめているのは、大神殿で別れたジャリスの事だった。

（ジャリス……大だい丈じよう夫ぶだろうか。ラシッドは何もしていないと言ったが……）

　コダートは、床ゆかに置かれた食事の盆ぼんを鉄格子の方へ押しやった。食事をしないのはせめてもの反はん抗こうだ。

　ここに来てから八回食事が運ばれてきた。目を覚ましてから、三日ほど経っているのかもしれない。水だけは飲んでいるが、不思議と辛つらさは感じなかった。

　目を瞑つぶると、ジャリスの笑え顔がおを鮮せん明めいに思い出す事が出来る。それだけで心の中が温かくなって、幸せな気分になれた。

　コダートの耳に、ふと足音が聞こえてくる。素す早ばやく寝台に俯うつぶせ、寝ねたふりをした。ラシッドは、優やさしい笑顔と口振りで話しかけてくる。それがわざとらしくて、コダートは嫌きらいだった。

「……寝たふりしているのがみえみえだよ、コダート。食事は摂とった方がいい」

　だが聞こえてきたのは、ラシッドの声ではなかった。よく知っている響ひびきに、コダートは、がばっと起きあがる。鉄格子の向こうで立っている人物を見て、腹の底から怒りがこみ上げた。

「ハジ、お前……っ」

　以前と変わらない優しげな表情。黒い短めの髪かみも瞳も少しも変わらない。幼いときから誰だれよりも信しん頼らいしていた。だが彼は正体を隠かくし、自分を裏切った。

「コダート、君は昔からすねると食事を拒きよ否ひして立てこもる。ちっとも成長していないね」

　苦笑したハジに、コダートは顔を背そむけた。

「覚えているかい？　私から剣けん術じゆつを習い始めた頃ころ、どうしても君は勝てなくて、すねて部屋に立てこもった。食事も摂らず、ずっと素す振ぶりばかり。私がどれだけ苦心して君に食事を……」

「昔の話はするなっ。俺を育てたのは、魔王マリードへの捧ささげ物にする為なんだろう？　今いま更さらそんな話は聞きたくない！」

　コダートは顔を上げて思わず叫さけんだ。ハジが軽く肩を竦める。

「……ちょっと懐なつかしかっただけだよ。あんまり君が、子供の時と変わらない反抗しかできないのでね」

　ハジの薄うすい笑みに、コダートはかっとなる。だがどうにか平静さを取り戻し、ふんと鼻を鳴らした。

「食事に何か入れられてたらまずいからさ」

「そんな事はしないよ。殺すつもりなら、とっくにやってる。まあ食べないくらいがいいかもしれないな。君は太りやすいし」

　ふっと笑ったハジに、コダートは思わず頰ほおを引きつらせた。

「そ、それは子供の時の話だっ。今は普ふ通つうに食べても大丈夫だ！」

「そうだったかな、でもあれは私も悪かった。君が美味おいしい美味しいというから、あんなにお菓か子しばかり食べさせて。あのころの君は、コロコロしていて可愛かわいかった」

　しみじみと言うハジに、コダートは思わず立ち上がる。

「ふざけるなっ、食事はするさ！　もう向こうに行けよ」

　コダートは食事の盆を持つと寝台に座る。これ以上話はしたくなかった。コダートが無む理り矢や理り食べ物を口に放り込んでいると、ハジが目を細めた。

「コダート。そんなに怒らないで。つまらない話をしてすまなかったね。……つまらないついでにもう一つ、ジャリス達との旅はどうだった？」

　コダートは無言のまま、ハジを睨みつける。彼の意図が判わからなかった。

「彼女と旅していて、幸せだったかい？」

　優しい眼まな差ざしは、マハル王国で一いつ緒しよに暮らしていたときと変わらない。見つめられたコダートは、一瞬彼が敵であることを忘れそうになった。

「……幸せか不幸せかと聞かれたら、幸せだと答えるさ。ジャリスは俺を裏切らないしな」

　これ以上言ったら恨うらみ言になるだろう。コダートは再び口を噤つぐんだ。

「そう、それならいいんだ。じゃあ、私はこれで失礼するよ。ああそうだ、コダート。……こぼさないようにね」

　最後の一言に、コダートは目を剝むいた。

「子供扱あつかいするなって言ってるだろっ」

　ハジはくっくっくっと笑いながら、背を向け去っていく。はっとしたコダートは、何も知らなかった頃のような会話をしてしまった自分に、腹を立てたのだった。
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「シャイ悪ターン魔達がいるのは、サウルナ国の南にある、バンダラヤ火山だ」

　ターラが言った名前には、聞き覚えがあった。ジャリスは記き憶おくの糸をたぐる。

　ここは離り宮きゆうの一室だ。ルークに乗ってやってきたシャルマ達と合流し、作戦会議を開いている最中だった。

「親おや父じ、バンダラヤ火山って、タバラン国との国境沿いにある山だよな。アラバーナ大陸でも、最も大きな火山だろう？」

　ナッシルの言葉に、ジャリスもぽんと手を打った。

「あっ、やっぱり聞いた事あると思った。数百年前に一度噴ふん火かしたって記録が残ってたわよね」

　ターラが頷うなずくと、みんなが囲んでいる机にサウルナ国の地図を広げた。

「その火山の頂上に古い遺い跡せきがある。……噴火が二度と起こらないよう、祈いのりを捧げる為ために建てられた小さな神しん殿でんだ。おそらくあいつらはそこにいる」

　きっぱりと言い切ったターラに、ジャリスは首を傾かしげる。

「どうして判るの？」

　ターラが真しん剣けんな眼差しを、ジャリスに向けた。

「俺だって、伊達だてに何十年も魔物達を追いかけてきたわけじゃない。あいつらの事はいろいろと調べてある。……魔王マリードオシリスは、この火山に封ふう印いんされている。あいつらが復活の儀ぎ式しきを行うのはここだ」

「じゃあ……コダートもそこに？」

「ああ、恐おそらくな。ただ問題は、バンダラヤ火山まではここからラクダで二十日はかかる事だ。もちろん砂さ漠ばくを越こえなきゃならない。だが日につ食しよくまではあと十日程ほどだ。どうやったって間に合わない。何か手を考えないと」

　ターラに言われ、ジャリスは勢いよく立ち上がる。

「ルークで行きましょう！　それならきっと……」

「駄だ目めです」

　止めたのはシャルマだった。片かた眼鏡めがねの奥の瞳ひとみがジャリスを見つめた。

「ルークに乗れるのは、精々三人。しかもラクダで二十日もかかる場所では、往復して全員を乗せていくのは難しいでしょう。敵の力が強大だというのなら、全員で行く方法を考えるべきです。あなたが一人で行くなんてもっての外ほかですよ」

　シャルマの意見に、ナッシルとリクも頷いた。ジャリスはそのまま椅い子すに座り込む。

（うう……、確かにシャルマの言うとおりだわ。どうしたらいいのかしら？　何か手はあるはずよ。よく考えて……あっ）

　ジャリスは思わず顔を上げる。ひらめいたのだ。全員でバンダラヤ火山に行く方法を。

「そうだっ、これなら……」

　ジャリスは駆かけ足で部屋を後にした。驚いたシャルマ達が慌あわてて追いかけてくる。ジャリスが向かったのは、離宮の裏庭だった。

　庭の椅子に座ったシャリフ王とカッサラが、離宮から飛び出してきたジャリスに驚いたように目を見張っている。

「陛下っ、気球には何人ぐらい乗れますか？」

　突とつ然ぜんの質問に、シャリフ王が目を瞬またたかせた。

「な、何人って……。五、六人は大だい丈じよう夫ぶじゃと思うが……」

　ジャリスは、よしっと心の中で拳こぶしを握にぎった。

「気球の研究はどれだけ進んでいるんですか？」

　シャリフ王は庭を見回した。うーん、と腕うで組ぐみしていたが、やがて口を開く。

「材料はほぼ揃そろっておる。しかし肝かん心じんの浮ふ力りよくをつくる熱を生み出す装置が、まだ完成しておらん。これがないと空は飛べぬ。それに風向きの計算なんかも必要じゃ」

「では気球の資料を、全部見せてください」

　ジャリスが言うと、シャリフ王が困こん惑わくしたように声を上げる。

「い、一体、何をするつもりじゃ……」

「陛下、わたしの大切な仲間が、シャイターン達に連れ去られました。このままではシャイターン達は強大な力を手に入れてしまいます。助けにいきたいんです。その為には……気球を完成させなければなりません」

　ジャリスの言うシャイターンが、ラシッドの事だと判っているのだろう。シャリフ王の顔に暗い影かげがよぎる。だがすぐに彼は、表情を引き締しめた。

「だが、かなり難しいぞ。たとえ完成したとしても、気球は動力を持たぬ。浮うく事は可能だが、目的地までは風まかせになってしまう。お前達はバンダラヤ火山に行くつもりなのだろう？」

　言いあてられて、ジャリスは驚おどろいて目を見開いた。

「以前からバンダラヤ火山に、シャイターン達のすみかがあるらしいとターラに聞いていた。軍を派は遣けんして調査させようとした事もある。しかし誰も帰ってはこなんだ。ターラとて、あの火山には近付くことも出来ぬ。近付けば死んでしまうからな」

　シャリフ王の言葉の意味が判らず、ジャリスは首を傾げた。

「ターラは不老不死で……」

　どういうことかと聞こうとすると、背後から追いかけて来たターラが、怒いかりの声を上げた。

「じじいっ、余計な事を言うんじゃねぇ！」

　ターラの剣けん幕まくに、シャリフ王は肩かたを竦すくめた。皺しわの寄った目元が痛々しそうに伏ふせられる。

「本当の事を話した方がいい。お前はジャリス達と一緒に行くつもりだろうが、そんな事をすれば、シャイターン達と相対する前に死んでしまうぞ。足手まといになるだけじゃ。自分が一緒に行って守れないから、ジャリス達にはバンダラヤ火山の事を隠かくしておったのじゃろう？」

　ターラが言葉を詰つまらせている。話が見えないジャリスは、シャリフ王を見つめた。
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「どういう事なんですか？　陛下」

「バンダラヤ火山には、そうだな……判りやすく言うと、結界のような物があるらしい。その結界は、シャイ悪ターン魔達が認めた魔物以外を排はい除じよする。ターラは魔物に不老不死の呪のろいをかけられた時点で、彼らの身体からだに近くなっておる。勝手にバンダラヤ火山に入ろうとすれば、ターラは死んでしまう。不老不死であるターラの唯ゆい一いつの弱点だ。本当はサウルナ国に入るだけでも身体に負担がかかるらしい。現に、我が領土に来るたびターラは体調をくずす。頑がん固こ者の馬ば鹿かは必死で隠そうとするが、具合が悪い理由を問いつめたら白状しおった」

　ジャリスは、サウルナ国に来てからのターラの言動を思いだした。

　確かに入国するのも随ずい分ぶんと時間がかかった。砂漠の気候があわないからと顔色が悪かった。いつもなら、指輪の探たん索さくの為にどんな所だろうと飛びこんでいくのに、今回は離宮から出る事もしなかった。

　それが彼の身体に影えい響きようを与あたえる結界のせいだとすれば、つじつまが合う。

「で、でもアブウは何ともありませんよ。魔ま法ほうだってちゃんと使えるし……」

　ジャリスが水差しに目をやると、シャリフ王は肩を竦める。

「……それはおそらく、精せい霊れいだからじゃろう。物に宿る精霊は、魔物やシャイターン達とは本質が違ちがう。アブウは魔力も弱いし、影響が少ないのじゃ」

　シャリフ王の言葉に、ジャリスは慌ててふり向いた。そこには、俯うつむき加か減げんのターラが立っている。

「どうして黙だまってたのよ、ターラ！　だからあんなに気弱になってたのね」

　ジャリスが問いつめると、ターラはそっぽを向いた。

「別にそれだけが原因じゃねぇよ。とにかく、バンダラヤ火山に向かうことに決めたんだ。その気球とやらを完成させようぜ」

「でもターラ、あなたが一緒に行くのは無理……」

「お前達だけに任せておけるか。いいか、俺を置いていこうなんて思うなよ！」

　ターラが肩を怒いからせて言い放つ。彼は本当は責任感が強いのだと、ジャリスは知っていた。

「……ジャリス、とにかく気球に全員で乗れるのなら、完成させましょう。時間がありません」

　シャルマに言われ、ジャリスは背を向けたターラを見つめながら、小さく頷いたのだった。




「気球は大きくわけて、熱気球とガス気球がある」

　庭の椅子に腰こし掛かけたジャリス達全員に資料が行き渡わたり、シャリフ王が授業を始めた。

「わしが研究しているのは熱気球だ。布の下で火を焚たいて、空気を暖め浮力を作る。だが……これは長い旅には向いておらん。精々半日が限度だろう。火にくべる薪まきを途と中ちゆうで補ほ充じゆうせねばならん。時間的に無む駄だになるし、離り着ちやく陸りくの回数が増えれば危険も増す。そこでだ」

　シャリフ王は、もう一つの書類を取り出した。

「……これは、ラシッドが研究していたガス気球だ。水素という、空気より軽い気体を布に詰めて飛行する。これならバンダラヤ火山まで、休みなしで飛ぶことができる」

　シャルマが、眉まゆ根ねを寄せて口を挟はさんだ。

「ですが、ラシッドはシャイ悪ターン魔だったのでしょう？　彼の研究を信じていいのですか？」

　シャリフ王が顔を曇くもらせる。ラシッドがシャイターンであった事を知っても、シャリフ王は何も言わなかった。だが、内心ではかなりの衝しよう撃げきを受けたようだった。

「……ラシッドの研究は信用できるものじゃ。わしが保証する」

　言葉をつなぐように、だらしなく足を投げ出したターラが口を開く。

「ああ、ラシッドは一言で言うなら完かん璧ぺき主義者だ。学者のふりをするなら、研究だって完璧にやってるだろうさ。頭だって切れる。じじいが言うなら、信用していいんじゃないか」

　俯き加減のシャリフ王に、ターラはため息つきつつ声をかけた。

「じじい、落ち込むのは後。ラシッドは人の心を操あやつるんだから、騙だまされたって仕方ないんだよ。誰だれも気付かなかったんだろ、お前が間ま抜ぬけなのはよく判わかってるから気にするな」

　シャリフ王は顔をあげ、口を尖とがらせてターラを睨にらんだ。

「別に落ち込んではおらん。それに前から言っておるが、じじい呼ばわりするな。ばか」

「なんだとーっ」

「二人ともっ、時間がないんだってばっ」

　ジャリスの一いつ喝かつに、ターラとシャリフ王は渋しぶ々しぶと黙り込んだ。

　こほんと咳せき払ばらいしたシャリフ王が話を進める。

「わしの計算によると、ガス気球ならバンダラヤ火山まで二日でつく。ただし風向きがよければだ。それとガス気球に必要な水素を、大量に作らねばならん」

　そこへリクが、はいはいと手を挙げた。

「なんかよくわかんないけど、本当に気球って浮くの？」

　基本的な事を聞いたリクに、ジャリスは頷うなずいた。

「ええ、異国の書物で見たわ。異国では旅の乗り物として、既すでに実用化されているらしいの」

　同意したのは、投げ出した足の恰かつ好こうがターラそっくりな、ナッシルだ。

「俺も聞いた事あるよ。ただ人を浮かす程ほどの水素なんて、作るの大変だぞ」

「それは何とかなるじゃろう。材料は揃っておる。ただ……」

　急に声を落としたシャリフ王に、ジャリスは慌あわてて目を移す。

「材料はあるが、水素を包む球きゆう皮ひが縫ぬい上がっておらぬ。人が乗る籠かごもな。それともう一つ、肝心なのは風向きじゃ。気球は浮くだけの物じゃ。目的地に向かう為ためには、風向きを読まなければならない。これは一いつ朝ちよう一いつ夕せきには……」

　ジャリスはみなまで言わせず、笑えみを浮かべた。

「陛下、わたし達を誰だと思っているのです？　わたし達は海風を読んで船を進める〝海かい賊ぞく〟。……まだ見習いですが。それでも素人しろうとではありません。お任せ下さい」

　シャリフ王は目を丸くしていたが、やがて頷いたのだった。




「球皮を縫うのは、シャルマとターラとフィクル。警備の人たちも協力してくれるらしいから、一いつ緒しよに作業して。カッサラとリクは籠を完成させて。馬車の荷台を改造するといいわ。わたしとナッシルと陛下は水素作りよ」

　裏庭に立ったジャリスは、ラシッドが残した書類を見ながら役割を決める。

「ええっ、俺もやるのか？」

　不満の声をあげたターラに、ジャリスは目を眇すがめた。

「時間がないって言ってるでしょ。猫ねこの手よりもましなんだから、働いてちょうだい」

　不平たらたらのターラは、それでも渋々と頷いた。さすがにシャリフ王が一年をかけて研究しただけあって、ある程度の準備は出来ていた。

「日につ食しよくまであと九日。旅の途中で何があるか判らないわ。三日で準備を終えるのよ」

　ジャリスが右手を出すと、みんなが手を重ねた。

「頑がん張ばりましょうっ」

「おうっ」

　声を揃そろえると、各おの々おの準備に取りかかる。ジャリスの許もとには、シャリフ王とナッシルが集まった。

「ジャリス……実は材料はあるが、水素の作り方がいまいち判らぬ。わしは熱気球ばかり研究しておったのでな」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、陛下。わたし達にはナッシルがついています。彼は薬の事ならなんでも……」

　ジャリスの言葉を遮さえぎるように、ナッシルが慌てて声をあげた。

「ちょっ、ちょっと待て、俺は人が飲む薬には詳くわしいが、水素なんて扱あつかった事ないぞ！」

「ええっ、本当に？」

　ジャリスは思わず叫さけんだ。てっきり怪あやしい薬ばかり作るナッシルなら、知っていると思っていた。

「ああ、俺はお前が異国の書物を読んだとか言ってたから、詳しいんだとばっかり」

　ナッシルに言われて、ジャリスは一いつ瞬しゆんで青ざめた。

「ど、どうしよう……」

　だが悩なやんでいる暇ひまはない。ジャリスは手元の書類に目を落とす。ラシッドの研究内容が事細かに書いてある。今はこれだけが頼たよりだ。だが専門的すぎてよく判らない。

「とりあえず、書類にかかれている事を把は握あくしましょう。陛下、参考になる本を集めてください。ナッシル、わたしが資料を解読するから、あなたはわたしが言うとおり材料を集めて」

　ナッシルが頭を搔かきつつ頷いた。

　前ぜん途と多難……ジャリスは頭に浮うかんだ言葉を、かき消すように動き始めた。
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　コダートは腕うで立たて伏ふせをしていた。薄うす暗ぐらい牢ろうは広さだけはあり、少々動いても平気だった。他ほかに出来る事もなく、ひたすら身体からだを鍛きたえた。逃にげる時に身体が鈍にぶっていては困るからだ。

　そこへ足音が聞こえてくる。コダートは素す早ばやく起きあがり、床ゆかに座り込んだ。そして何食わぬ顔で鉄てつ格ごう子しを見つめる。

「よう……コダート」

　戸と惑まどいがちに顔を出したのは、リンドだった。サウルナ国の赤い軍服を着たリンドは、俯き加か減げんでちらちらとコダートに視線を向ける。

「何の用だ？」

　リンドがジャリスから指輪を奪うばったのは、カッサラを救う為だと判っていた。だがそれでも彼が許せなかった。冷たく聞いたコダートに、リンドはもごもごと口ごもる。

「別に……様子を見に来ただけだ」

　リンドはそれだけ言うと、黙だまり込んだ。しばらくの沈ちん黙もくが続き、コダートは肩かたを竦すくめる。聞きたいことは判っていた。

「カッサラなら、サウルナ国に来てるぞ」

　途と端たんにリンドが顔をあげる。嬉うれしいような、それでいて苦痛を感じているような、不思議な表情を浮かべた。

「か、関係ねぇよ。俺には……」

　そう口にしたが、明らかにリンドはカッサラのことを気にしている。勘かんのいいコダートは、リンドが現れた時点ですぐに気がついていた。

「洗脳だってちゃんと解けてる。お前がジャリスを裏切ったおかげでな」

　きつい口調で言うと、リンドが唇くちびるを嚙かむ。その様子から彼が後こう悔かいしているのはみてとれた。嫌いやみを言ったのは、コダートなりの計算があるからだ。

「なあ、お前達は魔王を生き返らせて、どうするつもりなんだ？」

　立ち上がったコダートが鉄格子に近付き、リンドの目を覗のぞき込む。まっすぐにコダートの目を見られないのか、リンドが俯うつむいた。

「……アラバーナ大陸を支配するのさ。人間なんかに大きな顔はさせない。あの方が蘇よみがえればそれが叶かなう」

　リンドの言葉には、気持ちが入っていないように感じた。まるで棒読みだ。

「リンド……。お前判っているのか？　カッサラの洗脳を解いたって、魔王が本当に蘇ってしまったら、アラバーナ大陸全体が危険な目に遭う。そうなれば、カッサラとアクラブ号の乗組員だって無事だとは限らないんだぞ」

　リンドが震ふるえたのを、コダートは見み逃のがさない。だが彼はすぐに顔をあげる。

「でも……でも、ラシッドは約束してくれた。カッサラとアクラブ号には手を出さないと。あいつは誇ほこり高いから、一度した約束を破る事はしない」

　本音を漏もらしたリンドに、コダートは心の中でほっと息をつく。やはりリンドは、カッサラ達の事が気になっている。それなら打つ手はあった。

「カッサラは、自分とアクラブ号だけ安全な所にいたいと思うかな？　もしそうだったらお前を捜さがしに、危険を承知でわざわざこの国に戻もどってきたりしないと思うぞ」

　鋭するどく言い返すと、リンドがはっとして顔をあげた。コダートはゆっくりと頷く。

「カッサラも乗組員達も、魔王が蘇って大陸を支配するなんて絶対に許さないさ。お前がジャリスにした事は、許せないが理解はできる。誰だれにでも大切なものはある。命に代えても守りたいものが。ブシュラルは、お前を止められなかったと泣いていた。カッサラはお前を大切な乗組員の一人だと言って助けに来た。……リンド、よく考えてみろ。お前を心底大切だと思っている人たちがいる。過去は変えられないが、未来はお前の行動一つでいくらでも変えられる。お前はどうしたいんだ？」

　コダートはリンドに考えさせようとしていた。誰にでも大切なものはある……そう言った時に、ジャリスの顔がふと浮かんだ。同じく大切なものを持っているリンドには、絶対に気持ちが伝わるはずだ。

「リンド、捜したぞ」

　そこへ声が聞こえて、コダートは小さく舌打ちをした。薄暗い廊ろう下かの向こうから現れたのはラシッドだ。

「儀ぎ式しきの準備が途と中ちゆうだ。すぐに戻れ」

　リンドはちらりとコダートを見あげたが、無言のまま頷うなずいて、足早に廊下を去っていく。

　姿がみえなくなったのを確かく認にんして、ラシッドは口元をつり上げた。

「口がうまいと聞いていたが、これほどとはな。リンドの精神的な弱さを見み抜ぬいているのか？　この牢には、私以外の誰も近付かないようにさせなければな。さすがにあの方の血を引いているだけの事はある。君は危険な男だ」

　赤い唇をつり上げたラシッドを、コダートはきっと睨にらみつけたのだった。
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「い、いくわよっ」

　ジャリスの声に、ナッシルとシャリフ王が頷いた。ここは裏庭だ。目の前にあるのは、桶おけ程ほどの大きさの硝子ガラスの容器だった。ジャリスが両手で持っているのは、庭に落ちていた鉄くずだ。

　ごくりと生なま唾つばを飲み込んだジャリスは、慎しん重ちように鉄くずを硝子容器に入れる。容器の中を満たしている液体は硫りゆう酸さんだった。

　ごとんと音を立てて容器の底に落ちた鉄くずが、まるで踊おどるように蠢うごめき始める。シューシューと音を立てて、少しずつ鉄くずが溶とけだした。

　白い煙けむりが上がり、シャリフ王が慌あわてて容器の上に布を広げる。煙を詰つめて布を縛しばり風船を作ると、シャリフ王はそっと手を放した。すると布風船は空高くふわふわと浮き上がる。

「ああーっ、成功したっ。陛下、これが〝水素〟なんですね！」

　どんどん遠ざかっていく布風船を見上げて、ジャリスは思わず万歳した。

　硫酸に金属や鉄を溶かすと水素が発生する。目の前で実験して、やっとジャリスはそれが本当なのだと理り解かいした。

「おおっ、これぞまさしく科学じゃ！　何度見ても素す晴ばらしい！」

　シャリフ王の声が感かん極きわまっている。ジャリスも彼が研究する科学の一いつ端たんを知り、俄が然ぜん興味を持ち始めていた。

「陛下、これを応用するんですよね」

　嬉しそうに頷いたシャリフ王が、ふと動きを止めた。視線の先を見ると、離り宮きゆうに続く扉とびらの前に立ったターラが、手招きしている。

「喜んでいる所すまないが、悪い知らせだ」

　ジャリスは表情を引き締しめて、ターラに駆かけ寄る。シャリフ王とナッシルも続いた。

「クアイ皇子から連れん絡らくが入った。ドワークの即そく位いが早められたそうだ」

「そんなっ……い、いつなの？」

　ジャリスが聞くと、ターラは小さく息をついた。

「即位式は八日後。王宮の礼拝堂で行われるらしい。クアイ皇子が参列を申し出たが、他国の人間は遠えん慮りよして欲しいと断られたそうだ。……どうする？」

　ターラがシャリフ王に目をやった。白い髭ひげを撫なでながら、シャリフ王が目を閉じる。

「……止めねばならぬだろうな。ドワークに侵しん攻こうの意志があると判わかった以上、放っておけぬ」

（八日後って……シャイターン達の儀式がある日につ食しよくの日じゃない。何でそんな時に……）

　ジャリスの考えている事が判ったのか、ターラが肩を竦めた。

「俺達が邪じや魔ましないよう、わざと同じ日にしたんだろう。考えたじゃないか、ドワークの奴やつ」

　感心したようにターラが言う。ジャリスはむっとして顔を上げた。

「そんな事言ってる場合じゃないわ。ドワークの即位を止めなくちゃ！」

　ジャリスは思わず叫さけんだが、どうすればいいのかが思い浮かばない。

　即位式を止めにベルジアに行っては、コダートを助けられない。魔王が復活してしまえば、アラバーナ大陸に恐おそろしい災わざわいがふりかかるだろう。だがドワークが即位すれば、大陸を戦乱の世へと変えてしまう。

　ジャリスが唇を嚙んで、ぎゅっと目を瞑つぶった時だった。

「ドワークはわしが止めに行こう。お前達はバンダラヤ火山に行け」

　シャリフ王が毅き然ぜんとした声を上げた。ジャリスが驚おどろいて顔を上げると、ふっと微笑ほほえんだ。

「大だい丈じよう夫ぶじゃ。ベルジアにはまだわしの息のかかった者達もおる。元々わしがドワークの真意を見抜けなかったせいで起こったこと。わしが必ずドワークを止めてみせる」

　かくしゃくとしてはいるが、シャリフ王はもう七十歳を過ぎている。心配そうに視線を向けると、シャリフ王はぽんとジャリスの頭に手を置いた。

「わしは老兵じゃが、まだドワークを止めるだけの余力はあるじゃろう。お前達が〝奥の手〟を用意してくれたからな」

　シャリフ王が片目を瞑って笑った。目が皺しわに埋うもれて見えなくなる。こんなシャリフ王の表情が、ジャリスは好きだった。

「陛下、ですが……」

　無理をして欲しくなかった。この静かな離宮で、好きな研究を続けて欲しいと、ジャリスは心の底から願っていた。だがシャリフ王は、ゆっくりと首を振ふった。

「ドワークの事は、わしが決着をつけねばならん。あいつの父はわしの兄でな。本当は兄が王位を継つぐはずじゃった。だが……兄は当時の戦争を止めるどころか、拡大させようとしていた。それに反対したわしは、父王が亡なくなった時に、兄を騙だまして国印を奪ったのじゃ」

　シャリフ王の声が沈しずんでいた。それでも彼は、毅然とした表情を崩くずさなかった。

「兄を幽ゆう閉へいし、亡父から王位を任されたと偽いつわって国王スルタンとなった。ドワークは兄の世話をしていた侍じ女じよが産んだ子供じゃ。二十年前兄が死んだ時、初めてドワークに会った。彼はわしに忠誠を誓ちかい、神官になりたいと話した。この国の為ために、祈いのりを捧ささげる静かな生活が望みだと。最初わしは、ドワークの事を疑っておった。兄は死ぬまで、わしへの恨うらみ言を言い続けていたらしいからな。それを聞いて育ったドワークが、わしをよく思っているはずはないと」

　シャリフ王が、ふとターラに視線を向けた。見るとターラが渋しぶい顔をしている。シャリフ王は小さく彼に頷いた。そしてジャリスに目を戻すと、話を続ける。

「だがそれから二十年、ドワークがわしの信しん頼らいを裏切る事はなかった。わしが病気をした時には、毎日毎日王宮を訪おとずれて、励はげましの言葉と全快を願う祈りを捧げてくれた。わしもすっかり信じておったよ。……ドワークにも言い分はあるじゃろう。今まで言えなかった恨み言を聞いてやらねば。それがわしにできるせめてもの償つぐないじゃ」

　目を伏ふせたシャリフ王だが、口元には何もかも達観したような笑みが浮うかんでいた。その言葉と表情が、ジャリスの心を打った。

「……判りました、陛下」

　返事したジャリスだが、彼一人だけを行かせるつもりは毛頭なかったのだった。
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「で、できたぁーっ」

　その瞬しゆん間かん、ジャリス達は全員で両手をあげ万歳した。目の前には庭を埋め尽つくす巨きよ大だいな布と、馬車の荷台を改造して作った籠かごがある。球きゆう皮ひと呼ばれる布と籠は、何本もの太い縄なわで繫つながれていた。作業を始めて三日目の事だった。

　夕ゆう闇やみが迫せまる裏庭で、ジャリスは嬉き々きとして声を上げた。

「後は水素を発生させるだけね！」

　硫酸にも溶けないよう作られた特別な樽たるは、ジャリスなら二人は楽々と入るだろう。そこになみなみと硫酸が入っている。鉄くずを入れ、水素を発生させて球皮の中に送り込むのだ。

「シャルマ、旅の準備をしておいて。水素が球皮にたまるまで、多分明け方までかかるわ。みんなは身体からだを休めてちょうだい」

　ジャリスが言うと、全員が頷いた。傍かたわらにいたシャリフ王は、目を輝かがやかせて気球を見つめていたが、やがてジャリスに向かうと、両手を握にぎった。

「わしの夢が叶かなう。乗れないのは残念だが、飛ぶ所を見られるだけでも幸せじゃ。ジャリス、ありがとう！」

　シャリフ王は、握った両手をぶんぶんと振り回す。カッサラがほっとしたように呟つぶやいた。

「陛下……。お残りになるのですね。一いつ緒しよに行くと仰おつしやられたら、どうしようかと……」

　振り向いたシャリフ王が、ばつが悪そうに頭をかいた。

「いや……カッサラ。お前にはいわなんだが、わしはドワークの即位を止めにベルジアに戻もどる。だがお前は、ジャリス達と一緒に行け」

　カッサラが目を見張る。ジャリスは、ドワークの即位が早まった事を、みんなに知らせていなかった。一刻を争う作業中に、煩わずらわせたくないとシャリフ王が提案した。

「ですが、陛下。おひとりでは危険です！」

　カッサラが慌ててシャリフ王の前に行き、膝ひざをついた。

「心配はいらん。警備の者達もおる。それよりお前はジャリスを守れ。シャイ悪ターン魔達の企たくらみを阻そ止しし……そしてお前の大切な乗組員とやらを、とりもどしてこい」

　カッサラが、はっとしたように顔を上げた。シャリフ王には、アクラブ号の乗組員の一人が、カッサラの洗脳を解く為にジャリスから指輪を奪うばい、そのまま彼らに捕つかまっていると説明してあった。唇くちびるをかんだカッサラに、ジャリスは近付いた。彼と同様膝をつく。

「大丈夫よ、カッサラ。陛下にはターラがついてるから」

　ジャリスが背中に手を当てて言うと、背後にいたターラが目を剝むいた。

「なんだとーっ、俺はお前達と一緒に……！」

　だがジャリスは立ち上がり、ターラを見上げる。

「いいえ。ドワークを止めなければ、たとえシャイターン達の企みを阻止しても、大陸は戦乱の世と化してしまう。それはあなたの〝約束〟に反する事でしょう。……適材適所っていうじゃない。死ぬと判っている所にわざわざ行くより、あなたの力がいかせる場所に行って欲しいの。お願いよ、ターラ」

　ジャリスの言葉に、フィクルも頷うなずいた。

「私も賛成です。私もあなたと一緒に行きますから、ベルジアに行ってドワークを止めましょう。あなたがバンダラヤ火山に行っても、みんなの足手まといになるだけですよ。ターラ」

　きっぱりと言ったフィクルを、ターラが睨にらんだ。

「……怒おこってもいいですよ。でも事実そうなんです。判っているでしょう？」

　言葉は辛しん辣らつだが、フィクルの浮かべた笑みは穏おだやかだ。ターラが舌打ちして背を向けた。

「勝手にしやがれっ」

　そのまま離り宮きゆうに入っていく。ジャリスが心配そうに見つめていると、フィクルが苦く笑しようした。

「大丈夫です。ちゃんとターラも判ってますから。ただ、意地っ張りだから素す直なおになれないだけ。私が後で話しておきます」

　ターラの扱あつかいに慣れてきたのか、フィクルの表情に余よ裕ゆうがみてとれた。ジャリスは頷くと、水素を発生させる鉄くずに手をかける。

（立ち止まらない……。先に進む。それがわたしの進む道！）

　ジャリスは決意すると、鉄くずを静かに樽に沈めた。音を立てて発生した煙けむりを、筒つつを通して球皮の中に送り込む。

　徐じよ々じよに膨ふくらんでいく球皮を見ながら、ジャリスはコダートの無事を祈り続けていた。
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　まん丸に膨らんで空に浮く気球を、朝日が照らしていた。縄で地面に固定してあるので飛んではいかないが、ぱんぱんに膨れた球皮が風にゆらゆらと揺ゆれている。ジャリスは初めて見る光景に、感動すら覚えた。

「すごーい、これなら大丈夫ねっ」

　ジャリスが声を上げると、旅たび支じ度たくを調ととのえたシャルマ達が姿を現した。

「準備は万ばん端たんです。風向きも良好ですよ」

　一番心配していたのは風向きだった。しかし幸運な事に、季節風は南に流れている。うまく風を摑つかめれば、バンダラヤ火山に向かうことも可能だろう。

　ジャリスは、背後にたたずんだシャリフ王を振り返る。空を見上げてうっすら涙なみだを浮かべたシャリフ王は、歓かん喜きの声を上げた。

「すごいぞっ。本物の気球じゃ！　初めて異国の書物を見た時から、ずっと憧あこがれておったっ。人が空を飛ぶ時代が来るのじゃ！」

　両手を広げて感動の意を表したシャリフ王に、傍らに立ったターラが呆あきれた声を出す。

「もういいだろ、じじい。さっさと俺達も出発するぞ」

　二人のやりとりを見ていたフィクルが、ジャリスに向かってゆっくりと微笑んで頷いた。

（フィクル……。ターラを説得できたみたいね。一体どうやったのかしら）

　だが今はその疑問を解決している暇ひまはなかった。

　ジャリスは気を取り直すと、地上に固定した籠に乗り込んだ。シャルマ達がそれに続く。狭せまいが何とか全員乗り込めそうだ。

　ほっとしたジャリスの目に、最後に残ったカッサラが、シャリフ王の側で跪ひざまずいているのが映った。

「気をつけていってまいれ」

　シャリフ王が低い声を響ひびかせた。カッサラがシャリフ王の上衣のすそを両手で握る。そして額にあてた。

「かしこまりました。カッサラ・リフォント、サウルナ国の軍人として、恥はじぬ働きを」

　シャリフ王が大きく頷くと、カッサラの頭を撫なでた。

「大事なのは、みんなと一緒に生きて戻る事だ。何より命が一番じゃ」

　細められた目に、カッサラが静かに頷いた。

　カッサラが乗り込んだのを確かく認にんして、ジャリス達は籠にのせていた重りを外に放ほうり投げる。

　ふわりと籠が浮き、地上に残ったターラとシャリフ王が、地面に固定した二本の縄に近付いた。

「いくぞ、用意はいいか？」

　ジャリスが頷くと、二人は一いつ斉せいに縄に刃を当てた。ぶちっと音がしたと同時に、身体がふわりと浮く感かん触しよくがした。籠から下を覗のぞくと、どんどんと地上が遠ざかっている。

「すげぇ！　本当に浮いてるっ」

　リクが嬉々として声を上げた。ナッシルもシャルマも目を見開いている。もちろんジャリスもだ。籠から身を乗り出すと、どんどん小さくなっていくシャリフ王達に、手を振ふった。

「成功ですよ、成功しましたよっ、陛下！」

　シャリフ王が、両手をぶんぶんと振っているのが見えた。本当は一緒に乗りたかったに違ちがいない。豆まめ粒つぶのようになってしまったシャリフ王達を見下ろしながら、ジャリスは心の中で、感謝を捧ささげていた。
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「良かったのか？　ターラ」

　空へと飛び立った気球を見上げながら、シャリフ王がターラに問いかけた。地面に座り込んだまま、ターラは肩かたを竦すくめる。フィクルは旅の準備の為ために、離宮の中にいた。

「ああ、ジャリス達なら何とかできるかもしれない。もうあいつらに任せるしかないさ」

　ターラはジャリスに言われた言葉を思いだした。ふっと口元を緩ゆるませると、シャリフ王が訝いぶかしげな視線を向ける。

「なんじゃ、思いだし笑いか？」

「ああ、ちょっとな。……実はさ。ここに来たとき、もう半分魔物ジン達を止める事を諦あきらめてた。身体は満足に動かないし、指輪は全部とられちまったし、復活の時も近付いてたし。あの子の墓にすまないって言おうと思って来たんだ。……なあ、あの子の口くち癖ぐせ覚えてるか？〝やってみなきゃ判らない〟よくそう言ってただろ。身体は弱いけど、おてんば娘むすめでさ。ジャリスにも同じ事言われたよ。その時さ、ジャリスの姿があの子とだぶっちまって。まるであの子に怒られてるみたいだった」

　ターラは懐なつかしそうな視線を空に向ける。シャリフ王も同じように顔を上げた。

「おばあさまは元気だけはよかったからな。よく笑ってよく喋しやべって……そしてよく泣いていた。この大陸で繰くり広げられた戦争で、命をなくした者達の事を思ってな。おばあさまを泣かせまい、それがわしとお前の共通の目的じゃった。お互たがい随ずい分ぶんと長い間、頑がん張ばってきたな……」

　ターラは苦笑すると、ゆっくりと立ち上がった。

「さあ、もう一頑張りしようぜ。ベルジアに行って即そく位い式を止めなきゃな」

　もう時間の猶ゆう予よはなかった。いつまでも懐かしい思い出にひたってばかりはいられない。

　ターラは、離宮の奥にある墓の方角にそっと目をむけた。

「……お前との〝約束〟は絶対だよな」

　呟つぶやいた言葉は、ターラに勇気と力を与あたえてくれる、大いなる呪じゆ文もんだった。
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「「腹、減ったな……」」

　先日財さい布ふをすられてしまったブシュラルとムスタファは、同時に呟いてため息をついた。

「指名手配されてるから、実家に顔出して金を借りる訳にもいかないし……」

　ブシュラルは、黒い跳はねたような髪かみを、搔かきむしるようにして呟いた。日ひ雇やといの労働で何とか食いつないでいたが、それでは当初の目的が達成できず、やめてしまったのだ。

　ベルジアの下町をふらふらと歩きながら、二人は再びため息をついた。

　もうすぐ即位の儀ぎ式しきが行われるのだという。予定が早まったらしく、街はわいわいと活気に満ちて、おめでたい雰ふん囲い気きに包まれていた。そのせいか警備も厳重で、二人は見つからないよう常に気を遣つかわねばならない。もう疲ひ労ろう困こん憊ぱいだった。

「……ああー、このままじゃどうしようもないよなぁ。迷めい惑わくかけたくなかったけど、やっぱり頼たよるしかないかな」

　ブシュラルは馬に乗った警備の男達を見て、ため息混じりに呟いた。ムスタファが怪け訝げんな表情で見つめている。

「なんだよ、誰だれを頼るんだ？」

「ちょっとな……。多分金ぐらいは貸してくれるかも。それにもしかしたら、船長の様子も判わかるかもしれない」

　それを聞いたムスタファの顔が、ぱぁっと明るくなったのだった。
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　気球の旅は快適だが、操縦は並なみ大たい抵ていではない。ジャリスは籠かごの手すりに摑まり、雲の形を確かめる。水平に飛ぶのが最も理想だが、なかなかそれが難しい。

　砂さ漠ばくには、熱ねつ上じよう昇しよう風ふうというものがある。それに出くわすと、恐おそろしい速さで気球が上昇を始めるのだ。更さらに恐ろしいのは、熱上昇風の外側に、急速に落ち込む下降帯があることだ。それに巻き込まれると球皮が風に潰つぶされ、今度は墜つい落らくしてしまう。

　温度や気圧の関係で起こるそれらの現象に最も注意せよと、シャリフ王は口を酸すっぱくして言っていた。

「積雲は今の所見あたらないわ。熱上昇風は積雲の下で起こりやすいって陛下が仰おつしやってた。この分なら大だい丈じよう夫ぶかも。バンダラヤ火山は地図によるともうすぐよ。みんながんばりましょう！」

　気球で旅を始めて二日目。狭い籠の中にジャリス達とカッサラ、アブウまで含ふくめると六人が乗っていた。全員で座るのが難しい程ほど狭いが、何とか無事に飛行していた。

　もちろん突とつ然ぜんの強風に肝きもを冷やしたりはするが、それでもジャリス達が協力して創つくり上げた気球は、ふわふわと砂漠の上を飛んでいた。

「ねぇ、ジャリス。砂漠の色がおかしいよ。何だか黒ずんでる」

　籠から身を乗り出していたリクが、ジャリスを手招きした。

　ジャリスも見下ろすと、確かに昨日までは真っ白だった砂漠の光景が、今は茶色くくすんでいた。ごつごつとした黒い岩があちこちに見られる。

「ここら辺は黒砂漠って言うらしいわ。黒いのは玄げん武ぶ岩がんっていうの。火山の噴ふん火かで流れ出した溶よう岩がんが固まった物よ。これがあるって事は、やっぱりバンダラヤ火山が近いって事だわ」

　火山が噴火したのは数百年前だという。だがその名残なごりは今でも残っていた。ジャリスは自然の驚きよう異いに目を見張る。

「じゃあ、もうすぐ降りるのか？　そういえば、これってどうやって降りるんだ？」

　リクが目をきらきらとさせている。好こう奇き心の強さはジャリス以上だ。微笑ほほえんだジャリスは、籠の手すりに固定されている縄なわを示した。

「あの縄を引っぱって、球皮の中の水素を少しずつ抜ぬくの。引っぱると、天頂部の布が開く仕組みになっているのよ。それで段々と高度を下げていって、着陸するの」

　ジャリスが説明すると、リクが頰ほおを紅潮させた。目を瞬またたかせ、両手をぶんぶんと振る。

「ねぇねぇねぇ、俺やってみたいっ。ちょっとだけでいいから！」

　そこへジャリスの腰こしの水差しから、アブウが顔を出す。

「あっ、アブウもやってみたいですぅ。長く生きているけど、気球なんて初めてですよぅ」

　わくわくした様子の二人に、ジャリスは頷うなずいた。

「いいわよ、そろそろ降下し始めないといけないから。ただし……」

　だがジャリスが注意事じ項こうを言う前に、リクが縄を握にぎっていた。

「あ、リク、アブウがやりますぅ」

「駄だ目めだってばっ、……大体お前、どうして最近俺だけ呼び捨てなんだよ！」

　リクが縄を握りしめて口を尖とがらせた。アブウはにんまりと笑って腰に手を当てる。

「だってリクは、可愛かわいいおぼっちゃまですからぁ」

　アブウが、そのままリクが握っていた縄に手をかける。だがリクは、からかうようなアブウの言葉に、かちんと来たらしい。

「俺がやるって言ってるだろっ」

　縄を握ってもみ合っている二人に、ジャリスは慌あわてて声をかける。

「あ、リク、力一いつ杯ぱい引っぱっちゃ……」

　駄目、という暇ひまはなかった。怪かい力りきのリクは、力加減が判らずによく物を壊こわすのだ。

　案の定縄がぶちっと音を立てる。するすると籠の中に落ちた縄が、床ゆかにとぐろを巻いた。

「ああーっ」

　籠にいた全員が声を上げる。その途と端たん、がくんと大きく籠が揺ゆれた。

「だ、大丈夫よっ、みんな落ち着いて！　どうせ水素を抜かなきゃいけないんだから」

　ジャリスが言うと、ナッシルが顔を引きつらせて声を上げた。

「でもよっ、急激に抜いたらまずいだろっ。それに何か変な音が……」

　ぷしゅーっという音は、ジャリスにも聞こえている。全員が顔を見あわせた。

「落ちるんですかっ、落ちるんですかっ、ご主人様！」

　アブウが泣き声を上げた。ジャリスは慌てて籠から地上を見下ろす。みるみると高度が下がっていた。

「アブウ、球皮の上に飛んで行って応急処置をしてきてっ。布を当ててくるのよ。でも全部塞ふさいじゃ駄目っ。降下できなくなるからっ」

「いやーっ、そんな難しいこと、アブウはできませんーっ」

「俺のせいだっ、俺が行くよ！」

　リクが叫さけんだが、いくら彼でも球皮には上れないだろう。ジャリスが焦あせっていると、アブウが泣きそうな声を上げた。

「や、やっぱり、アブウが行ってきますぅ。でも一人じゃ怖こわいから、リク……様、一いつ緒しよに行ってください。アブウがお運びしますぅ。リク様なら軽いから上まで運べるとおもいますぅ」

　半泣きのアブウに、リクはぷいっと横を向く。

「別に……様なんてつけなくていいよ。呼び捨てでいい」

　仏ぶつ頂ちよう面づらだが首筋まで赤くなっている。アブウは両手を組んで、尊敬するように目を輝かがやかせた。

「……何でもいいですから、急いでくださいっ」

　シャルマの一いつ喝かつに、二人は慌てて球皮の修理へと向かったのだった。




　色々とあったが、何とか無事に球皮の修理はすみ、気球は段々と降下を始めていた。あのままの勢いなら墜落してしまう所だった。

「あれが……バンダラヤ火山？」

　眼下に広がっているのは、土がむき出しの雄ゆう大だいな山々だった。所々緑はあるが、全体的にごつごつとした黒い岩で覆おおわれている。山の頂には、白い煙けむりを上げる火口が顔を覗のぞかせていた。

「おかしいわ。火山活動はしてないはずなのに……」

　火山が噴火したのは数百年前。それ以来、噴火するようなきざしはなかったはずだ。

「魔王マリードの復活が関係しているのかもしれないな」

　カッサラが同じく下を覗きながら呟つぶやいた。ジャリスは表情を引き締しめる。

　気球の高度が低くなり、地面が段々と近付いてくる。籠から縄を垂らし、リクを担かついだアブウが飛び降りた。地上に降りたリクが、縄を摑つかんで地面に固定する。気球ががくんと大きく揺れて動きが止まった。

（いよいよだわ……絶対にシャイターン達の企たくらみを止めなくちゃっ）

　ジャリスは、火口から空へと昇っていく白い煙を見つめながら、心の中で決意していた。




　地面に降り立ったジャリスは、全員が無事だった事にほっと息をつく。敵に気付かれないよう山のふもとに着陸するはずだったが、先程の騒さわぎで予定が狂くるい、頂上の火口近くに降りてしまった。

　ごつごつとした岩の向こうに、白い建物が見える。所々崩くずれかけている建物は、想像よりはこぢんまりとしていた。それでも探たん索さくするには時間がかかりそうだった。

「随ずい分ぶんと古いね」

　リクが言うと、カッサラが頷いた。

「ああ、建てられたのは、数百年前だと言われている。バンダラヤ火山にはある言い伝えがあるんだ。火山の噴火とともに現れるのは、闇やみの使者だと言われている。呪のろわれているとして、誰だれも近付かない。この遺い跡せきは、闇の使者を鎮しずめる為ために建てられたという説があるらしい」

（その闇の使者が魔王マリード、オシリス。彼が蘇よみがえるとともに、大陸に災さい厄やくが起こる……。何としてでも復活を阻そ止ししなくては！）

「二手に分かれましょう。日につ食しよくまでまだ四日あるけど、悠ゆう長ちようにはしていられないわ」

　ジャリスの提案に、シャルマが片かた眼鏡めがねを押し上げて、眉まゆ根ねを寄せた。

「ですが……」

「いいえ、固まって動いていては、もし敵に見つかってしまった時に対応が遅おくれる」

「では私とカッサラが、あなたに同行します」

　シャルマが言うと、同意するように、ジャリス以外の全員が頷いた。

「でも……」

「いいえ、これだけは譲ゆずれません。人間で指輪の力を使えるあなたを、敵は狙ねらっています」

　シャルマの冷静な言葉に、リクがにっこりと笑って胸を叩たたく。ナッシルも片目を瞑つぶっていた。

「平気だよ、ジャリス。俺とナッシルは二人でも」

　ジャリスはしばらく考え込んだが、仕方なく頷いた。

「じゃあ何かあったらすぐに連れん絡らくして。アブウの名前を、水のある場所で呼べばいいのよね」

　ジャリスが腰にぶらさげた水差しに向かって聞くと、アブウが顔を出した。

「はいーっ、すぐにおつなぎいたしますぅ。ご主人様……アブウは怖いけど、精せい一いつ杯ぱいがんばりますぅ！　コダート様を助けましょうねっ」

　ジャリスは頂上を再び見つめる。コダートの顔がふっと頭に浮うかび、唇くちびるを嚙かみしめた。

（必ずもう一度会えるわ。コダート）

　その思いは、風に乗ってコダートの許もとに届いていると、ジャリスは信じたかった。
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「リンド、面おも白しろい事になったぞ」

　楽しそうなラシッドの声に、リンドは振ふり向いた。

　ラシッドは水すい晶しようを見つめている。リンドは気もそぞろに近付いた。コダートに言われた事が、ずっと心に引っかかっていた。何をしていてもカッサラとアクラブ号の面々が思い出されて、妙みような焦しよう燥そう感かんに駆かられていたのだ。

「なんだよ、俺今、いそがし……」

　ラシッドの指す水晶に目をむけたリンドは、思わず息を吞のむ。映っているのは、ジャリスとシャルマ、そしてカッサラだった。

「なんで……っ」

　彼らの周りはどう見ても、リンド達がいる火山の遺跡だった。カッサラ達は何事か相談しているようだ。その様子を映し出している水晶を、リンドは凝ぎよう視しした。

「招かれざる客だ。まったく人間ごときに何ができるのだ。まあいい。せっかくここまで来たのだから、面白い趣しゆ向こうを凝こらすとしよう。特にジャリス。あの子には生きていて貰もらっては困る」

　冷たい言葉に、リンドの身体からだが震ふるえた。慌ててラシッドを睨にらみつける。

「おい、カッサラには何もしないって……」

「余計な事をしないならな。だが邪じや魔まするなら容よう赦しやはしない。……リンド、お前は一体どっちの味方なんだ。あの方が蘇ると、お前だって喜んでいただろう」

　押し黙だまったリンドを見て、ラシッドはため息をついた。

「……カッサラが大事なら、早く生け捕どりにする事だな。うろうろされては目め障ざわりだ」

　ラシッドは女のように優やさしい顔で、平気で残ざん酷こくな事をする。リンドはよく知っていた。

「あいつらは俺が捕つかまえる。手を出すな」

　リンドの呟きに、ラシッドが口元をつり上げた。

「もう遅おそい」

　低く響ひびいた声に、慌ててきびすをかえす。ラシッドに任せておけば、どれだけ恐おそろしい結果を生むか、リンドはそれもよく知っていた。
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　遺跡は高い塀へいに囲まれていたが、所々崩れていて、容易に侵入できそうだ。魔物ジンが見張りをしているかと思ったが、誰もいない。ジャリスは崩れた塀から、人ひと気けのない遺跡を見つめた。

「ここからなら入れそうね」

　シャルマが頷うなずきつつ、辺りを見回した。

「ええ、ですが、静かですね」

「ああ、不気味なぐらいな。もし敵がいるのなら、私達が来ている事に気付いているだろう。周りに十分気をつけろ」

　カッサラが眼光を鋭するどくする。そして先頭に立って、塀を登った。ジャリスはカッサラに手を貸して貰い、塀に足をかけ一気に登る。それにシャルマも続いた。

　遺跡の庭には何もない。植物も生えておらず、標高が高いせいか、肌はだ寒ざむさを感じた。

　崩れかけた建物の扉とびらは、開かれたままだ。中は暗くてここからでは何も見えなかった。

「ナッシル達は大だい丈じよう夫ぶかしら」

　ジャリスは思わず呟いた。裏手から侵入する予定のナッシル達が心配だった。

「何かあれば連絡が入るはずです。それよりジャリス、準備はいいですか？」

　シャルマに聞かれ、ジャリスは大きく頷いた。何が出てくるのか判わからない。恐ろしい気持ちももちろんある。

　それでもコダートと、もう一度会いたかった。思い浮かぶのは、腹の立つ憎にくまれ口と……そして時折見せる優しい笑え顔がおと温かな手だった。

　ジャリスはそのまま遺跡の中に足を踏ふみ入れる。きっと彼はここにいる。

　コダートではないが、この勘かんは絶対に外れていないとジャリスは思った。




　遺跡の内部は薄うす暗ぐらく、くすんだ窓から入る光だけが頼たよりだ。ジャリスは足元に気をつけながら、ゆっくりと進んだ。先頭にはカッサラ、そしてジャリス。後ろにはシャルマがいた。

　廊ろう下かを歩きながら、開け放たれた扉から部屋を覗き込むが、家具一つない。辺りを窺うかがいながら進むと、前方が壁かべに塞ふさがれ行き止まりになっていた。

「戻もどって別の道を行くか？」

　カッサラが振り向く。シャルマは頷いたが、ジャリスはふと違い和わ感を覚えた。

（何か変だわ……何かしら？　あっ）

「ねぇ、ここは行き止まりじゃないはずよ。外観を思いだして。まだ先があるはず」

　ジャリス達は遺跡に入る前、周囲を確かく認にんしていた。建物の大きさからすると、こんなにすぐ行き止まりになるはずがない。

　カッサラが正面の壁に触ふれている。ジャリスも左手の壁に手を触れた。冷たい石の感かん触しよくがある。叩いてみても重い音しかしなかった。

「ジャリス、これを」

　振り向くと、シャルマが右手の壁を探さぐっていた。胸の高さ辺りを細かく叩いている。

「ここだけ音が違ちがいます」

　シャルマが叩くと、そこだけ軽い音が出る。シャルマが腰こしに差した小さな刃は物もので石のつなぎ目を刺さすと、カツッと音がして手の平ほどの穴があく。見ると、その中に取っ手があった。

「もしかして……」

　ジャリスは二人の顔を見て頷くと、取っ手を摑つかんだ。そしてぐいっと押してみる。するとゴゴゴォッと音がして、行き止まりだったはずの壁が天てん井じように吸いこまれるように上がっていく。

「やったぁ……ああっ」

　喜んだのは一いつ瞬しゆんだった。カッサラとシャルマが腰の剣けんに手を当てる。

　壁の向こうに数十人の兵士がいた。手に手に剣を持った彼らは、じっとこちらを見み据すえている。それが明らかに人間ではないと、ジャリスはすぐに気付いた。

　逞たくましい上半身と顔は人間だが、下半身は昆こん虫ちゆうのような六本の足を持っていた。蠍さそりとよく似た尻尾しつぽを高く上げ、手に持った剣をこちらに向けている。

　ジャリスは昔読んだ書物に出てきた、ギルタブリルという怪かい物ぶつを思い出す。蠍と人間の特とく徴ちようを持つ彼らは、勇ゆう敢かんな戦士だ。毒を持つ尻尾に刺されたが最後、命はない。

「うおーっ」

　咆ほう吼こうを上げて襲おそいかかる彼らに、ジャリスは一瞬で我に返り、腰の剣を抜ぬいたのだった。
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　ジャリス達と別れて数日が経たっていた。ターラはフィクルとシャリフ王と一いつ緒しよに、ベルジアに戻ってきていた。だがすぐに王宮に向かう事はしなかった。砂さ漠ばくの旅は、思ったよりシャリフ王の身体に負担をかけてしまったのだ。

　シャリフ王は気持ちだけは元気だが、一目見て判るぐらいに弱っていた。その為ため、まずはシャリフ王が最も信しん頼らいしている、騎き馬ば隊の宿舎へ身を寄せた。

「ターラ、ジャリスは本当に大丈夫なんだろうな」

　クアイに心配そうに聞かれ、椅子にだらしなく座ったターラは顔を上げた。ベルジアの様子を聞こうと、クアイに連れん絡らくを取ったのだ。すぐさま宿舎にやってきた彼は、口を開けばジャリスの事ばかり尋たずねてくる。

「何回も同じ事聞くなよ。しつこい男は嫌きらわれるぞ。それより即そく位いの儀ぎ式しきは何時からだ？」

「しらん、俺は招待されてないと言っただろう。あいつらに敵だと見なされたらしいな」

　ターラはため息をついた。クアイと一緒なら、どうにか即位式に潜もぐり込めるかと思っていたが、無理そうだ。

「じゃあ、お前もう帰っていいよ」

　ひらひらと手を振ったターラに、クアイがかっと目を見開いた。

「わざわざ人を呼びだしておいて、その態度はなんだ！」

　叫さけんだと同時に扉が開いて、シャリフ王と騎馬隊の隊長エバァンが姿を見せた。シャリフ王はまだ足元がおぼつかないが、顔色はずっと良くなっている。

「ターラ、即位式は二日後の午後からだそうじゃ。だがエバァン達も即位式には参加できぬらしい。離り宮きゆうに行っている間に、わしの腹心の部下達はドワークに取り込まれるか、もしくは牢ろうにいれられたそうじゃ」

　ターラは肩かたを竦すくめる。シャリフ王が一番信頼していたハッサンでさえも、ドワークに家族を助けられ、彼に傾けい倒とうしていた。

　ドワークのやり方はたくみだった。力で支配するのではなく、時間をかけ自分を尊敬するように様々な罠わなを張る。それでも反はん抗こうした者は、罪を着せられベルジアを追われるか、牢ろう獄ごく行きだ。

「陛下、即位式は必ず我々が止めてみせます。どうかここでお待ちを」

　エバァンの言葉に、シャリフ王が首を振ふる。立っているのも辛つらいのか、ターラの隣となりに腰こし掛かけた。

「ならぬ、一緒に行く。お前達だけを危険な目にあわせられぬ。だが困ったのう。王宮にはわしの偽にせ者ものがおる。わしが本物の国王スルタンだと言っても、偽者がいる限り信じてもらえぬかもしれん」

　ターラはうんうんうんと頷いた。

「だよなぁ。全然国王らしくないもん。国王の名を騙かたる不届き者って難なん癖くせつけられたあげく、斬きり殺されても文句はいえねぇ」

「何だ、貴様っ。さっきから聞いていれば、陛下に向かってなんたる無礼っ」

　エバァンが剣に手をかける。ターラはへらへらと笑った。

「血の気が多いな。カッサラと大おお違ちがいだ」

　エバァンがぐっと言葉に詰つまっている。だが気を取り直したらしく、シャリフ王に向き直った。

「そ、それより陛下、国印をドワーク様に渡わたしているのでしょう？　もし王宮に入れたとしても、あれがなければ即位式を止める事は……」

「大丈夫じゃ」

　シャリフ王はゆっくりと頷いた。顔には笑みが広がっている。

「わしに任せておけ。ちゃんと手はある。それよりも王宮にどうやって入るかじゃのう。即位式の前にドワークをとめねば」

　シャリフ王の呟つぶやきに、ターラは肩を竦めた。そして軽い調子で口を開く。

「仕方ねぇよ、堂々と入ろうぜ」

「簡単に言うなっ。ドワーク様の謀む反ほんが明らかとなった以上、陛下が王宮に戻られれば、きっと何かしかけてくるはずだ」

　国印がなくてもシャリフ王には人望がある。ドワークは即位式を邪魔されたくないはずだから、きっと何か手を打ってくる、というのがエバァン達の見解だった。

「そうだぞ、ターラ。慎しん重ちように事を運んだ方が……」

　クアイも同意した。しかしターラは、座っていた椅子からひょいっと立ち上がる。

「大丈夫だ、かなり嫌いやだったけど、こんな時の為に〝最後の手段〟って奴やつがある。ちゃんと手配済みだ」

　ターラが自信満々に言うと、クアイが嫌な顔をした。

「最後の手段って……何かロクでもない事なんじゃないだろうな」

　ターラはにやっと笑って肩を竦めた。

「権力には権力でっていうだろう」

　ターラの呟きに、クアイとシャリフ王は怪け訝げんな表情を浮うかべたのだった。
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　ギルタブリルは手て強ごわかった。剣を振るう力も強い。しかも切っても切っても、傷がすぐに治ってしまう。ジャリスは、目の前に迫せまった怪物を切り倒たおして声を上げた。

「先に進むわよっ、らちがあかないわ！」

　ジャリスが進もうとすると、再びギルタブリルが立ちはだかった。構えたジャリスだが、剣を振るう前に、怪物は断だん末まつ魔まの叫びを上げて倒れる。

　見ると背中に小さな刃物が刺さっていた。シャルマが最も得意としているのは、投げ技わざだ。

「行きましょう！」

　シャルマが叫んでジャリスを援えん護ごした。三人で壁の抜け道を潜くぐる。だがギルタブリルは、わらわらとジャリス達の後を追いかけた。

「このままじゃまずいわっ」

　ジャリスが走りながら言うと、シャルマが頷うなずいた。

「何とか撒まきましょう」

　だがしばらく走ると、ジャリス達の目の前に、再び壁が立ちふさがる。前方は壁、後方はギルタブリル。ジャリスは剣を構えて近付いてくる彼らを睨にらんだ。

　カッサラが、先さき程ほどと同じように、ジャリス達の右手にある壁に手を当てる。

「あったっ、これなら……」

　カッサラが壁の穴を見付け、中にあった取っ手を握にぎった。力強く押すと壁が音を立てて上がっていく。構えたジャリスだが、その先には誰だれもいなかった。

「先にすすめっ」

　カッサラの声に、ジャリスとシャルマは慌あわてて廊ろう下かの先へと走った。だがそのすぐ後、ジャリス達の背後で、上がったはずの壁が再び音を立てて下がり始める。

「カッサラ！　早くっ」

　ジャリスは叫んだが、カッサラは下がっていく壁の向こうで、立ちつくしたままだった。

「行くんだっ、私に構うな！」

　カッサラの手は、取っ手を握ったままだ。彼が自分達を助けるために、取っ手を戻もどしたのだと、ジャリスはすぐに気がついた。

「駄だ目めよっ、カッサラ！」

　ジャリスは叫んだが、壁の隙すき間まからは、もうカッサラの足元しか見えない。

「カッサラーっ」
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　ジャリスの声が、狭せまい廊下に木こ霊だました。
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　カッサラは目の前のギルタブリルたちを睨みつけた。少しでもここで時間を稼かせぎたかった。ジャリス達を死なせるわけにはいかない。どんな理由で魔王が蘇よみがえろうとしているのか判わからないが、大体の見当はつく。

　指輪の力を使える人間がジャリスだけだというのなら、彼女を守る事が自分が最も優先するべき任務だと思った。たとえ、ここで朽くち果てる事になったとしても。

　カッサラの脳のう裏りに、アクラブ号の乗組員達の顔が浮かんだ。

「すまない……」

　リンドを助けて必ず戻ると誓ちかった。だがそれは果たせそうになかった。

　それでも、カッサラは一いつ矢しを報むくいるために、ギルタブリルに剣けんを向けた。

　だが敵がカッサラの目の前まで迫った時、突とつ然ぜん動きが止まる。手に持っていた剣が落ち、ガチャガチャと耳みみ障ざわりな音が聞こえた。

「これは……っ」

　カッサラが呟いた途と端たん、ギルタブリル達が次々と頽くずおれる。倒れた瞬しゆん間かん、彼らの身体からだは砂となって崩くずれた。カッサラが目を見開いていると、廊下の向こうから、見慣れた赤い軍服が現れる。

「リンドッ」

　カッサラは以前と変わらぬ姿のリンドに、ほっと息をついた。

　だがリンドの表情は暗かった。カッサラを見み据すえると、右手を突つきだした。

「……迷めい惑わくなんだよ。こんな所に来るんじゃねぇよっ」

　声とともに、カッサラの腹部に衝しよう撃げきが加わった。

「ううっ」

　呻うめいたカッサラは、そのまま倒れ込む。最後の力を振り絞しぼって顔を上げると、リンドが唇くちびるを嚙かみしめていた。その表情は何か辛い事があった時のものだと、カッサラは知っていた。
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　ジャリスはそっと背後を振り返った。だがそこには誰もいない。もしかして、カッサラが追いついてくるかもしれないと期待していた。

「ジャリス、前を向いて」

　シャルマに言われて、ジャリスは辛そうに顔を歪ゆがめる。

「ねぇ、もう一度戻って……」

「駄目です。壁をあける装置はこちら側にはなかったでしょう。たとえあったとしても、壁をあけて戻ることはできません。カッサラの気持ちを無にすることになります」

　ジャリスは思わず足を止め、唇を嚙みしめた。だがシャルマはそんなジャリスを見ても、表情を変えなかった。

「ジャリス、あなたには目的があるのでしょう。コダートを助け、魔物ジン達の企たくらみを止める。ここであなたが挫くじけたら、魔物達は望みを果たしてしまいます。あなたはそれでいいんですか？」

　シャルマの声は冷たかった。ジャリスが苦しんでいる時は、いつでも優やさしい言葉をくれていた。しかし今だけは違ちがった。

「カッサラもそれを判っているから、あなたを行かせたのです。判っているでしょう？」

　諭さとすように言われ、ジャリスは顔を上げた。ジャリスにもよく判っている。ここで手間取ってしまっては、魔物達の思い通りになってしまう。それはアラバーナ大陸の破は滅めつを意味する。

「ジャリス、カッサラを置いて行こうと言ったのは私です。後でいくらでも私を責めるといい。ですから今は、前に進むことだけを考えてください」

　シャルマの声が、少しだけ優しい響ひびきを持った。ジャリスはゆっくりと首を振ふる。

「あなたのせいじゃない。わたしだって判ってるわ。魔物達を止めないと、もっと多くの人達が苦しむ。ここで決断しなければならない」

　ジャリスは、毅き然ぜんとした表情で前を見つめた。

「……行きましょう。魔物達を止める、それが第一の目的よ。その為ためだったら、たとえわたしに何かあったとしても、あなたは先に進んでちょうだい。いい？」

　シャルマは頷かなかった。その代わり、そっと微笑ほほえむ。

「ではあなたが先に約束してください。たとえ私に何があろうとも、あなたは前に進むと」

　ジャリスは思わず目を見開いた。それが正しいと判っていても、頷けなかった。

「……その甘さは、あなたの長所でもありますが、弱点でもあります。きっとこれからもあなたを苦しめるでしょう。あなたがもし誰かを犠ぎ牲せいにしなければならない時は、一番に私を切り捨ててください。それが私の望みです」

　静かな声に、ジャリスは涙なみだが出そうだった。自分達の戦いが、それほどせっぱ詰つまった所まできているのだと、改めて思い知る。全員無事に帰れるなんて保証は、どこにもなかった。

　シャルマに向かって口を開こうとすると、背後から声が聞こえた。

「君達、ぐずぐずしていると、すぐに追っ手が来るよ」

　はっとしたジャリスが慌てて振り返ると、そこに男が一人たたずんでいた。柔にゆう和わな笑みと優しい声の響き、すらっと背の高い彼を見て、ジャリスは声を上げる。

「ハジ……！」

　ジャリスは持っていた剣を向ける。シャルマが庇かばうように前に進み出た。

「おやおや、せっかく忠告しに来てあげたのに、それはないだろう？」

　ハジが肩を竦めた。だがどこか動きが鈍にぶかった。顔色も悪い。ネイレス国でターラと戦った時の傷が完治していないのだろうと、ジャリスは踏ふんだ。

「コダートはどこなのっ」

　ジャリスがハジを睨みつけながら叫さけんだ。だがハジは余よ裕ゆうの笑みを浮うかべる。

「彼なら、もう遺い跡せきの地下に移されたよ。もうすぐ儀ぎ式しきが始まるからね」

「そんなっ、日につ食しよくは四日後のはず……」

　ジャリスが目を見開くと、ハジは肩を竦める。

「この遺跡には、ラシッドが魔法をかけている。人間たちの五感を狂くるわせる魔法をね。そのせいで、時間の感覚がなくなるんだ。君達はまだここに来て、ほんの少ししか経たっていないと思っているだろうが、本当は随ずい分ぶんと長い間、遺跡の中を歩き回っているんだよ。もう今日は日食だ。空ではもうすぐ太陽がかげり始めるだろう」

　ジャリスは慌てて辺りを見回した。そういえば、いつの間にか窓一つなくなって、ずっと同じように続く壁を見ながら歩いていた。随分歩いたはずだが、不思議な事に疲ひ労ろうを感じないし、腹もすかなければ、喉のども渇かわかないのだ。

「そうそう、いいことを教えてあげるよ。君達がずっと相手をしていた化け物も、ただの幻げん覚かくさ。カッサラは無事だよ」

　ジャリスは思わずほっとする。だがすぐに視線を鋭するどくしてハジを睨んだ。

「あなた達の好きにはさせないわっ」

　叫んだジャリスに、ハジが苦く笑しようした。

「まあ、落ち着いて。実は私は君達に、とてもいい話を持ってきたんだ。私はこれでも、コダートにすまないと思っていてね。君はコダートのお気に入りだから、せめて君達だけでも助けようかと思う。二度と私達の邪じや魔まをしないと誓えば、遺跡から出してあげよう。君の仲間達も全員ね」

　ハジの柔やわらかい微笑みに、ジャリスは目を眇すがめた。

「あなたにはもう騙だまされない。わたしに生きていられると困るんでしょう？」

　人間で指輪の力を使えるジャリスを、シャイターン達は邪魔だと思っているはずだ。

「そんなことか。あの方が蘇れば、もう君なんて敵じゃない。別に生きていても死んでいてもどちらでも構わないんだ。だったらせめて生かしてあげようというのは、私の親切だよ。コダートだって喜ぶだろう。……あの子は昔から、他人に興味を示さない子供だった。仕事上は愛あい想そもいいが、その実誰だれも信しん頼らいしない、冷たい目をしていたよ。だからネイレス国で私の攻こう撃げきから君を守った時は、随分と驚おどろいたよ。命を捨ててまで誰かを守りたいなんて、絶対に思うような子じゃなかったのに。君と旅をするようになってから、あの子は変わった」

　静かなハジの言葉に、ジャリスはふと違い和わ感を覚えた。

「……ねえ、ハジ。あなた本当に、コダートが魔王に身体を乗っ取られてしまってもいいの？」

　思わず口をついたのは、ハジの言葉の端はし々ばしに、まるで自分の子供を心配するような響きがあったせいだ。ハジはすっとジャリスから視線をそらした。

「……当然だろう。あの方の力があれば、アラバーナ大陸どころか、異国の地も手中に収める事ができる。私達はもう何百年も、あの方の復活を信じてきたんだ」

　ハジの言葉によどみはなかった。それでもジャリスは口を開いた。

「聞いて、ハジ。ずっと信頼していたあなたに裏切られて、コダートは心に深い傷を負ったわ。あなたが何かを仕し掛かけて来るたび、コダートの傷は更さらに深まっていく。もうこれ以上コダートを苦しめないで。お願いよ……」

　コダートを思うと、ふいに涙が浮かんだ。ジャリスはぐっと堪こらえて静かに話しかけた。

「心の中では、コダートはあなたを憎にくみきれないでいると思うの。だってあなたと再会したときだって、コダートは攻撃する事をためらった。あなたの事を本当は……」

「黙だまれ」

　遮さえぎったのはハジの冷たく響く声だ。瞳ひとみを一いつ瞬しゆんで赤く染めたハジは、小さくため息をついた。

「私の申し出が受け入れられなくて残念だ。君達は永遠にこの遺跡を彷徨さまようことになる。一度入ったら出られない、この迷めい宮きゆうをね」

　ハジが右手を上げる。風がまきおこり、彼の身体からだを包んだ。

「さようなら、ジャリス。もう二度と会うことはないだろう」

　その言葉を残して、彼の姿は風とともに消え去ってしまったのだった。
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　リンドは、牢ろうの中で気を失っているカッサラを見つめた。そして隣となりにいるラシッドに顔を向けると、きっと睨にらみつけた。

「カッサラに手を出すなよっ」

　リンドが叫ぶと、ラシッドは苦笑して肩を竦める。

「邪魔者だぞ。殺す方がいい」

　それでもリンドは鉄てつ格ごう子しを握にぎりしめたまま、首を振った。

「約束したよな、ラシッド。カッサラとアクラブ号には手を出さないって。お前が約束を破る気なら、俺だって考えがある！」

　リンドが本気だと判わかったのか、ラシッドはため息をついた。

「いいだろう。別にどちらでもいいことだ。こんな人間一人何ができる訳でもない。もう儀式の時間だ。それが終われば解放しよう。ただし……」

　ラシッドがリンドを見て、瞳の色を赤く染めた。

「もしお前がこいつを助けようとしたり、まあそんな事はないと思うが、一いつ緒しよに逃にげるなんて馬ば鹿かな真似まねをしたら、こいつもアクラブ号の乗組員もただではおかない。ドワークが即そく位いしたらアクラブ号の指名手配を解くよう手配しておいたが、それもなしだ。彼らは自国にも戻もどれず、一生犯罪者の汚お名めいを着て生きていく事になる。ただ殺すよりそちらの方が面おも白しろそうだ」

　ラシッドが赤い唇くちびるをつり上げた。優しい表情の裏で、どれだけ残ざん酷こくな事ができる男か、リンドはよく知っていた。ラシッドが冷笑を浮かべたまま、牢を後にする。

　リンドが鉄格子をぎゅっと握りしめると、うめき声がした。

「ううっ……」

　慌あわてて顔を上げると、カッサラが目を覚ましたのか、頭を振ふって上半身を起こした。そしてすぐにこちらに気付いて、顔を綻ほころばせる。

「リンド……！　よかった、お前が無事で」

　こんな状じよう況きようの中で、開口一番がそれだった。リンドは嬉うれしくなって、思わず頰ほおを緩ゆるめようとした。だが慌てて表情を引き締しめる。

「何やってるんだよ。何でこんな所に来たんだ！　後で出してやるからさっさと帰れっ」

　リンドが声を上げると、カッサラがゆっくりと立ち上がって近付いた。鉄格子越ごしだったが、手を伸のばせば触ふれられる場所にカッサラがいる。別れたのはつい最近なのに、もう何十年も前のように感じた。

　身体の具合はいいのか、ブシュラル達は元気でいるだろうか、船は大だい丈じよう夫ぶか、聞きたいことは山ほどある。だがリンドは口まででかかった言葉を吞のみ込んだ。

　顔を歪ゆがめたリンドを見て、カッサラは精せい悍かんな顔に優やさしい笑みを浮かべた。

「リンド、お前に会ったら、一番に言おうと思っていたことがある」

　声を聞くのも久しぶりだ。リンドは、泣きそうになったのを堪えて俯うつむいた。

「私が船長としての務めを果たせなかった間、船と乗組員達を守ってくれたそうだな。随分と苦労しただろう？　よくやってくれたな。ありがとう」

　優しい響ひびきとともに、カッサラが鉄格子の隙すき間まから手を出してリンドの頭にぽんと置く。

「お前はアクラブ号の立派な副船長だ。これからも私と一緒に、船と仲間達を守って欲しい。みんな待っている。一緒に帰ろう。私達の船へ」

　カッサラの大きな手が、くしゃりとリンドの頭を撫なでた。温かい手は、リンドの心にしみいるようだ。リンドは溢あふれてくる涙なみだを、押しとどめるのに必死だった。

「……別にお前の為ためじゃないっ」

　リンドは顔を上げ、カッサラの手を振り払はらう。頭にラシッドの言葉が渦うず巻まいていた。一緒に帰るのは絶対に無理だ。ラシッドは執しゆう念ねん深い。やると言ったら必ずやるだろう。戻ったらみんなが破は滅めつする。

「リンド……」

「俺はシャイ悪ターン魔だ。アクラブ号に乗ったのは、ジャリス達の事を調べる為さ。お前達なんかちっとも大事じゃない！　ジャリスを油断させて指輪を奪うばう為の演技だよ。騙されてんじゃねぇよっ」

　カッサラの驚いたような表情を見ながら、言葉を並べ立てた。本心ではない、偽いつわりの言葉を。

「勘かん違ちがいしてこんな所まできてんじゃねぇよ！　大だい迷めい惑わくだね。こっちはお前達と別れて、清せい々せいしてたのにさ！」

　リンドの身体が震ふるえていた。ひどい言葉を吐はき出すたび、心が刃物で切り裂さかれたかのようだった。痛くて痛くて仕方ない。こんなに痛みを感じたのは生まれて初めてだ。

　ぎゅっと目を瞑つぶったリンドは、更に言葉をつなごうとした。だがそっとリンドの頰に温かい何かが触れる。目を開くと、カッサラの大きな手だった。

「……もういい。それ以上傷つくな」

　カッサラの優しい声に、リンドはぐっと唇を嚙かみしめた。この男は何もかもお見通しだ。リンドの強がりなんて、きっと通じない。

「……妙みような事言ってんじゃねぇよっ。いいか、余計な事するなよ、じゃないと、二度と乗組員達に会えなくなるぜっ」

　リンドはそれだけ言い残すと、背を向けて走り出す。カッサラの視線を背中に感じたが、もう一時もここにいる事はできなかった。

　泣いている顔など見せたくなかったから。
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　王宮の門には、たくさんの人々が集まっていた。即そく位い式しきはもうすぐ始まるという。ぎりぎりを狙ねらったのは、敵に時間を与あたえないためだ。がたがた揺ゆれる馬車に乗ったターラは、布で目め隠かくしされた窓から、そっと外を覗のぞいてため息をついた。

「俺、人ひと混ごみキライ」

「我が儘まま言うな」

　隣に座ったシャリフ王に冷たくあしらわれて、ターラは肩かたを竦すくめた。フィクルの操あやつる馬車は、人混みの中をゆっくりと進んでいる。馬車の周りは、エバァン率いる騎き馬ば隊の面々十人ほどが囲んでいた。しばらくすると馬車が止まり、フィクルの声が聞こえてきた。

「ハッサン様を呼んでください、そうすれば……」

「招待状のない方はお通しできません。ハッサン様はお忙いそがしいのです！」

　エバァンの声も加わり、門番らしき男との言い合いが続いているが、どうやら見通しは暗そうだった。

「ターラ、〝最後の手段〟は間に合うのか？」

　心配そうに聞かれ、ターラは肩を竦める。

「多分な、ちょっと連れん絡らくするのが遅おそかったから、微び妙みようだけど」

　ターラがぼやいた時、馬車の外から突とつ然ぜんわあっと大きな歓かん声せいが聞こえた。

「みてみてみて、あの方たちってもしかして……」

「うわぁっ、すごーい！　見て、あの青いクマーシュ。本物よ、初めて見たーっ」

　シャリフ王が布を上げ、外を覗いてほくそ笑えんだ。

「ターラ、〝最後の手段〟が来たようじゃ。ぎりぎりじゃったな。まったく気を揉もませおって」

　目を眇すがめたターラは、大きなため息をついた。

「ああ、そいつは良かったが……。でも正直、この手は使いたくなかったなぁ。効き目はばっちりでも後の事を考えるとなー」

　ぶつぶつと言いながら、ターラはひょいっと布を上げて外を窺うかがった。

　馬車のすぐ近くに、馬に乗った壮そう年ねんの男がいた。直接会うのは久しぶりだ。ちょっと見ない間に皺しわが増えた。だが精悍な顔は少しも変わっていない。

　ターラが育てた子供達の中で、一番頭が切れ、一番冷静で、一番頼たよりになる男だ。

〝海かい賊ぞく〟の証あかしである青い絹のクマーシュ。腰こしから裾すそにかけて、同盟の証である太陽を象かたどった八角形が黄色い糸で刺し繡しゆうされている。馬に乗った男は、逞たくましい身体からだをそのクマーシュに包んでいた。

　男は驚おどろいている門番を見下ろすと、よく響く低い声を上げた。

「ドワーク様に伝えてくれ。海賊同盟の盟主マラファムと、各国の支部長全員が即位式の祝いに駆かけつけたと。招待状はないが、同盟は王族の祝いの儀ぎ式しきには、無条件で参加する事が許されている。馬車には同盟の初代盟主シンリクット船長が乗っておられる。通して頂きたい」

　マラファムはできるだけ大きな声で、周りに聞こえるように話していた。これだけ目立てば、敵も手を出しにくいだろう。

　ターラはちらりとマラファムの周りにいる、馬に乗った男達を見回した。

　同盟が認めた〝海賊〟の資格を持つ支部長達。全員が揃そろいの青いクマーシュに身を包んでいる。ずらりと並んで、悠ゆう然ぜんと馬に乗る姿は、なかなか爽そう快かいな眺ながめだった。

　ターラは即位式の事を聞いて、すぐにマラファムに連絡をとっていた。権力には権力で対たい抗こうするに限ると、長い人生の中でよく知っていた。

「すごい！　シンリクット船長ですって」

「さすが我らがサウルナ国、近ちか頃ごろじゃ盟主を含ふくめた支部長全員が揃うなんて滅めつ多たにないのに」

「ええ、シャリフ王のご人徳よね。ああっ、シンリクット船長の顔が見てみたいっ。不死身って本当ですかーっ」

　外は大おお騒さわぎになっていた。ターラは窓から手を振ろうとして、シャリフ王に止められる。

「遊びじゃないぞ」

「いいじゃねぇかよ、ちょっとくらい」

　ターラとシャリフ王が言い合いしていると、馬車が動き出した。外を見ると、見張りの男が平身低頭でマラファム達と馬車を、王宮へと通している。

「さすがマラファムじゃの」

「ああ、国のもめ事を第三者的に介かい入にゆうして治めるのが、本来の同盟の仕事だ。こんな時に頑がん張ばってもらわないとな。……それより、ここからが俺達の本番だぜ」

　ターラがにやりと笑うと、シャリフ王も口元をつり上げた。

「おお、若い頃のようじゃ。血が騒さわぐのぅ」

　二人の偉い大だいな英えい雄ゆうは、ふつふつと闘とう志しをみなぎらせ、ほくそ笑んだのだった。
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　ナッシルはリクと一いつ緒しよに、ひたすら長い遺い跡せきの廊ろう下かを進んでいた。

　ジャリス達と別行動にしたのはいいが、行けども行けども同じような道が続くだけだ。窓一つない為、外の様子も判わからない。

「あっ、リク。これを見ろ」

　ナッシルは壁かべの小さな傷を指さした。先さき程ほど目印の為につけたのだ。

「もう何回もこの傷の前を通ってるぞ。やっぱりおかしいな」

「おかしいって言えばさ。全然腹が減らないんだよね。もう随ずい分ぶんと歩いてるはずなのに。普ふ通つうなら、ぐうぐう鳴って仕方ないはずだよ」

　リクが腹に手を当てる。ナッシルは懐ふところから手の平ほどの木の皿と、腰に下げていた水の入った革かわ袋ぶくろを取り出した。

「ジャリス達に連絡をとってみよう。ちょっと小さいが、これで水鏡をつくれば……」

　皿に水を入れ、床ゆかに置いたナッシルは、しゃがみこんで呼びかけた。

「アブウ、さっさと出ろ。じゃないとお前が大切にしているお菓か子しみんな食っちまうぞっ」

　ナッシルの脅きよう迫はくは効果覿てき面めんだった。すぐに水鏡に、アブウの顔が映し出される。

『お菓子は勘かん弁べんしてくださいーっ。毎日一個ずつ食べるのが、アブウの楽しみなんですぅ』

　泣き声を上げたアブウの後ろから、ジャリスが顔を出した。

「ジャリス、無事か？」

　ナッシルが聞くと、ジャリスは顔を曇くもらせた。

『ええ、わたしとシャルマは無事だけど、カッサラとはぐれてしまったの』

　ジャリスの伏ふせた目を見て、ナッシルは安心させるように少しだけ微笑ほほえんだ。

「カッサラならきっと大だい丈じよう夫ぶさ。あいつは本物の軍人だ。生き抜ぬくための訓練を十分に積んでいる。それより、お前達は今どこにいるんだ？」

『判らないの。さっきハジに会って……』

　ジャリスが、遺跡にかけられた魔ま法ほうの事を説明した。

「……なるほどな、どうりで何回も同じ場所を回ってる訳だ」

『さっきハジが、コダートは遺跡の地下にいるって言ってたわ。何とか階段を探して下りようと思うんだけど、さっきから同じ所ばかり回っていて』

　どうやらジャリス達も、ナッシルと同じ状じよう況きようにいるようだ。考え込むように顎あごに手をあてたナッシルは、ふとある事を思い出す。

「ジャリス、地下に行けるかもしれない方法がある。ただし少々危険だがな」

　ナッシルが言うと、ジャリスは目を見開いた。

『……き、聞くのが怖こわい気がするけど、どんな方法なの？』

　ナッシルは、腰に下げていたもう一つの布袋を取り出した。

「離り宮きゆうからくすねてきたんだ。まったくシャリフ王は、色々と危険な物を集めてるよ」

　ため息ついたナッシルに、ジャリスは首を傾かしげたのだった。
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　ジャリスは壁かべ際ぎわに背中をつけた。ナッシル達の居場所が判らない以上、どこにいても危険だが、それでも見えない背後は怖かった。

「今から十数えるわよ。一、二、……」

　ナッシルの考えを聞いた時、さすがのジャリスも無む謀ぼうだと思った。だが遺跡の迷めい路ろに捕とらわれたままでは、コダートを助けるどころか、出る事すらできない。だからジャリスは決断した。

「……九、十っ！」

　時間ぴったりに、ゴゴゴォッと辺りが揺ゆれた。爆ばく発はつ音とともに、ガラガラガラと何かが崩くずれる音がする。それと同時に薄うす暗ぐらかった廊下に、光が射さし込んだ。

　よくみると、先程まで何もなかったはずの場所に窓がある。駆け寄って窓を覗のぞくと、黒い岩が点在する外の光景が見えた。

「今の衝しよう撃げきで、魔法が解けたんだわっ」

　ジャリスは叫さけんで辺りを見回した。壁にひびが入ったが、崩ほう壊かいまではしなかったようだ。聞き覚えのある声が、かすかにジャリスの耳に届いた。

「ナッシルの声がするっ、こっちよ！」

　ジャリスはシャルマを連れて、廊下の角を曲がった。しばらく進むと、ナッシルとリクの姿をみつける。彼らの足元の床には、人一人入れるほどの穴が空いていた。

「ジャリスッ」

　気付いたリクが、笑顔をみせて両手を振ふり回した。

「二人とも無事？」

　駆け寄ったジャリスを見て、二人は大きく頷うなずいた。ナッシルがにんまりとする。

「うまくいったぜ、ジャリス」

　指さしたのは床の穴だ。ナッシルは、離宮である物を手に入れていた。それが今の爆発と、辺りに漂ただようきな臭くささの原因である、火薬だった。

「助かったけど……でも何だってそんなもの持ってきたの？」

　ジャリスが首を傾げると、ナッシルが頭をかいた。

「なんかの役に立つかと思ってさ。まあ……珍めずらしかったから、つい手が伸のびちまったっていうのも、否定は出来ないが」

　片目を瞑つぶったナッシルに、ジャリスは思わず呆あきれた。気球で使った水素は軽いが燃えやすい。絶対に火気は厳禁だとシャリフ王に言い渡わたされていた。なのに火薬を持って乗り込むなんて、自殺行こう為いもいいところだ。

　それでも助かったのだから、とりあえず今はそれ以上何も言わない事にした。

　ジャリスは気を取り直して、床の穴を見つめた。

　下には部屋らしき物が見える。誰だれもいないが、扉とびらはあるようだ。窓から見える景け色しきはここが一階だと示していた。この下の部屋は、地下に違いない。

「行くか？　ジャリス」

　ナッシルの言葉に、ジャリスは大きく頷いた。

「ええ、魔物ジン達を止めましょう、そして……」

　ジャリスの頭の中に、コダートの優やさしい笑みが浮うかんだ。必ずもう一度会う、その決意が、ジャリスを前へと進ませていた。
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　すその長い黒い衣装に着き替がえさせられたコダートは、ラシッドに目め隠かくしをされ、牢ろうから連れ出された。しばらく歩いて階段を下りると、じゃらじゃらと冷たい感かん触しよくが身体からだに触ふれ、目隠しが外される。

　そこで初めてコダートは、自分の身体が太い鎖くさりで壁につながれているのに気付いた。正面を見ると、壇だん上じように石の台座が置かれている。その向こうに、コダートと同じ黒い衣装をまとったラシッド達がいた。

「君は幸せ者だ。あの方の依より代しろになれば、永遠の命と強大な力を手に入れる事ができる」

　ラシッドがうっとりと歌うように言葉を紡つむぐ。隣となりにいるハジは、無表情のままコダートを見つめていた。そしてリンドは、決してコダートを見ようとはしなかった。

「永遠の命なんかいらない。強大な力もな。俺は自分の人生を全まつとうしたいんだが」

　低い声を上げたコダートに、ラシッドはふっと笑みを浮かべた。

「もうすぐ、そんなくだらない事は考えなくてよくなる。あの方が君の身体を、最大限に活用してくださるから。君の減らず口もきけなくなるかと思うと、少しだけ残念だ」

　ラシッドは正面にある台座に、手にしていた四つの指輪を置いた。

「金と銀と緋石と翡ひ翠すい、四つの指輪。これはあの方の魔力の源だ。……そうだ、最後にいいことを教えてやろう、コダート。もう随分と昔、まだアラバーナ大陸にようやく人が住み始めた頃ころの事だ。この大陸には、アリフラストという名の神がいた」

　名前はコダートもよく知っている。アラバーナ大陸で、最も信しん仰こうされている神だった。

「馬ば鹿かな……神なんて本当にいるわけ……」

　訝いぶかしんでいるコダートを見て、ラシッドはふっと微笑む。

「魔物ジンがいて、精霊ジヤーンがいて、シャイターンがいる。どうして神がいないと断言できる？　アリフラストは本当にいたさ。だが今はもういない。オシリス様と戦い、あの方を封ふう印いんする為ために、自らを犠ぎ牲せいにした。そのせいでオシリス様の身体は消しよう滅めつし、精神は深い眠ねむりにつかれた。眠ってしまう直前、ご自分の魔力を四つの指輪に分け、私達四人のシャイ悪ターン魔に託たくされたのだ」

「四人……？」

　コダートは思わず眉まゆ根ねを寄せた。ここにいるのは三人だ。もう一人、コダートの知らぬシャイターンがいるのだろうか。

「もう一人は既すでにいない。……死んだんだ。彼はオシリス様が初めて復活のきざしを見せた百数十年前、私達に反旗を翻ひるがえした。自分が魔王になろうとな。彼が邪魔したせいでオシリス様は蘇よみがえる事ができず、指輪は私が持っていた翡翠の指輪だけを残して、各地に飛び散った。その時の戦いは大陸にも飛び火した。アラバーナ大陸を分断した大おお地じ震しん、あれは復活しようとしたオシリス様の力の、ごく一部だ」

　コダートは目を見開いた。アラバーナ大陸を襲おそった大災害。今でもその爪つめ痕あとは残り、人々を苦しめている。

「じゃあ、地震はお前達の……」

「ああ、それは否定できない。だが安心しろ、今回は大丈夫だ。儀ぎ式しきが順調に進めば、あんな災害は起こらない。君が無む駄だな抵てい抗こうをしなければな」

　コダートは、キッとラシッドを睨にらみつけた。瞳ひとみが赤くなっているのが、自分でも判わかった。ラシッドは、小さく微笑ほほえむ。

「……君は本当にアーヤに似ている。君の母親のアーヤは、オシリス様の妹君だ。人間なんかを愛してしまったせいで、不幸な死を遂とげた。本来魔物は人間と子供を作る事はできない。君を産み落とすのに相当の魔力を使い、君の力を封印して彼女は力つきた。可哀かわい想そうに……」

　コダートは遠い記き憶おくの中の母を思い出す。もうはっきりと顔も覚えていなかった。だが覚えていることがひとつだけある。母はいつもコダートを見て、幸せそうに笑っていた。

「ラシッド……もう時間だ」

　無表情のままハジが声をかける。ラシッドは肩かたを竦すくめて、コダートから視線をそらした。

「話が長くなってしまった。君と話すのも最後かと思うと、ついな」

　ラシッドは、台座に置かれた指輪とコダートに向かい跪ひざまずいた。ハジとリンドがそれに続く。

「では儀式を始める」

　ラシッドの声が広い部屋に響ひびいた。コダートは力の限り鎖を引っぱったが、じゃらじゃらと鳴るだけで、外れはしなかった。辺りに甘い香かおりが漂い始める。

　コダートはぼんやりしてきた頭を必死で振った。

（くっ……絶対に儀式を止めてやるっ。俺は帰るんだ！　みんなが……ジャリスが待つ所にっ）

　コダートは、祈いのりを捧ささげるラシッド達を睨みつけ、意識をどうにか保とうとしていた。
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　ベルジアにある王宮の庭を、ターラ達は走っていた。即そく位いの儀式が始まる前に、ドワークに会うつもりだった。しかし予定が狂くるってしまった。空にあるはずの太陽が陰かげってきている。日につ食しよくが始まったのだ。

　ターラは、辺りが薄暗くなってきた事に顔を顰しかめると、声を上げる。

「じじい、午後からだって言ったじゃねぇかっ」

　目的地は礼拝堂だ。既に即位式は始まっているという。やっとハッサンを捕つかまえたターラ達は、彼からそれを聞き出したのだ。

　先導していたマラファムが、走りながら振り向いた。

「父上、陛下のせいではありません。今日になって時間が早められたようです。……いつも言っているでしょう。何事も余よ裕ゆうを持って行動するようにと。今回だって、もっと早くに連れん絡らくを頂ければ、手の打ちようがあったんです」

　マラファムは息一つ切らしていなかった。シャリフ王を、半ば担かつぐようにしてついてくる支部長達もだ。息も絶え絶えのターラは、体調さえ万ばん全ぜんならばと歯は軋ぎしりする。

「まったくです。あなたの計画は、いつもいつもずさんなのです。あなたが急いでサウルナ国に来いというから、私達全員不ふ眠みん不ふ休きゆうで旅をしてきたんですよ。まったく、どれだけ周りに迷めい惑わくをかければ気が済むんですか」

　額に青筋を立てているのは、ネイレス国の支部長ハディスだ。昔一いつ緒しよにバルク号で旅していた彼は、融ゆう通ずうのきかない真面目まじめな性格の為に、ターラに散々おちょくられていた。

「うるせぇよっ、お前ら。何で会うたび文句ばっかりいいやがる！」

　わめいたターラに、支部長全員とマラファムが声を揃そろえた。

「「「あなたがいい加減だからですっ」」」

　庭に響いた声に、ターラは思わず耳を塞ふさいだ。

「大体あなたが、マラファムに盟主を譲ゆずると置き手紙を残して姿を消してから、どれだけみんなが苦労したと思ってるんですかっ」

「そうですよ。あなたはいつでもおおざっぱすぎるんです！」

「いつまでも若いからって調子に乗らないで下さい。いい加減中身ぐらいは成長してっ」

　口々に文句を言われ、ターラはぐっと言葉に詰つまった。一言でも言い返したら、この倍の罵ば詈り雑ぞう言ごんをくらう。ターラは長い経験からそれをよく知っていた。

「あ、ついたぞ、礼拝堂だっ」

　集中砲ほう火かを浴びていたターラは、思わず嬉うれしそうに声を上げた。全員の表情が引き締しまる。一度足を止めると、ターラはみんなに目配せした。

「お前達は礼拝堂の外で待機。俺とじじいとマラファムが中に入る。中にいるのはドワークと大神官と王宮の奴やつら数人だ。誰だれも入ってこないよう見張ってろ」

　礼拝堂に招待客は入れない。みんな王宮の前庭で新国王を待っていた。

　大神官が見届け人となり、即位の書類に国印を押し署名する、それで儀式は完かん了りようしてしまう。

　ターラの言葉に頷うなずいた支部長達が、素す早ばやく扉とびらの前にいた見張りを押さえつけた。

「何をするっ」

「後で説明するよっ」

　見張りに一言言って、ターラは礼拝堂の扉を開けた。そこにいたのは、数人の男達だ。手に書類を持っているのは、大神官のゴディアス、彼の事はターラも知っていた。

「シャリフ王……それにシンリクット船長、マラファムも……一体どうなされたのです？」

　ゴディアスが目を丸くした。隣に立つ、マラファムと同じくらいの年ねん齢れいの男が、口元をつり上げる。

「これはこれは、みなさんお揃いで。ですが一足遅おそかったですね。もう即位式は終しゆう了りようしました」

　ドワークがにんまりと笑う。そして右手を挙げた。

「この者達は偽にせ者もののシャリフ王を連れ、サウルナ国を混乱へと導く者。捕とらえて牢ろうにいれろ」

　それが合図だったのか、礼拝堂の裏口から、何十人もの兵士がやってくる。

「ドワーク、お前はそれほどわしを……」

　シャリフ王の悲痛な声が聞こえた。判っていてもたった一人の親類の裏切りは辛つらいだろう。

「偽者の戯たわ言ごとなどきかぬ」

　ドワークの笑みに、ターラは魔物ジン達とはまた違ちがう、不気味な恐おそろしさを覚えていた。
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　床ゆかを爆ばく破はしてできた穴から地下に降り、辺りを探たん索さくしていたジャリス達は、細い階段を見付けた。途と中ちゆうまで下りると、下から声が聞こえてくる。ジャリスは足を止めた。

「何か話してる。……でも聞いたことない言葉だわ」

　ジャリスが小声で呟つぶやくと、隣となりにいたシャルマが小さく頷いた。

　抑よく揚ようのない声はラシッドのようだった。ジャリスは、彼の花のように可か憐れんな笑みを思いだして、唇くちびるを嚙かむ。

　背後にいたナッシルとリクに目配せして、注意しながら階段を下りていくと、途中の壁に小さな窓があった。覗のぞいたジャリスは思わず上げそうになった悲鳴を、慌あわてて吞のみ込んだ。

　窓から見える階下は、広い石造りの部屋だった。

　部屋の四よ隅すみには、サウルナ国の紋もん章しようである巨きよ大だいな鳳ほう凰おうの石像が置かれている。壁一面には、意味の判らない文字が彫ほり込まれていた。そこに鎖くさりで繫つながれているのは、ぐったりとしたコダートだ。

　コダートの正面にある壇だん上じようには、黒い衣装を着た男達がいる。こちらに背を向けているが、おそらくラシッド達だろう。

　彼らのすぐ近くにある石の台座から、金、銀、赤、緑、四つの異なる光が、かすかにきらめきを放っていた。

（あれは指輪だわっ。とめなくちゃ……でもどうやって）

　ここで声を上げて彼らを止めたとしても、危険が増すだけだ。力では絶対にシャイ悪ターン魔達には敵かなわない。ジャリスは焦あせって窓まど枠わくを握にぎりしめた。

　そこへナッシルが、ジャリスの肩に手を置いた。振ふり向くと、真しん剣けんなナッシルの顔がある。ふいに以前彼に言われた言葉を思い出す。

〝窮きゆう地ちに立った時こそ、冷静に〟

　ジャリスは大きく息を吸いこんで吐はき出した。するとふっと肩の力が抜ぬけた。

　改めて広間を見回すと、天てん井じようにろうそくを何十本も並べた照明が見えた。縄なわでつってあるそれは、おぼろげな光を広間に与えていた。

　ジャリスは振り返って、リクに照明を指さした。

「リク、弓矢を用意して、それからナッシル。さっきの火薬残ってる？」

　それだけでナッシル達は、ジャリスの意図を察したらしい。リクが背中の弓に手をやる。ナッシルは、リクが取り出した矢の先せん端たんに、残っていた火薬を詰め込んだ布を巻き付けた。

　ジャリスがそっと窓を開け、無言のまま手で合図すると、リクは狙ねらいをさだめて矢を放つ。

　大きな弧こを描えがいた矢は、照明のろうそくに見事ぶつかった。

　ろうそくの火が、火薬に引火し、爆ばく発はつ音とともに照明をつっていた縄が焼き切れる。鉄でできていた照明の外そと枠わくが、音を立てて落ちていく。




　ガシャーン！




「なんだっ、これは！」

　コダートとラシッド達の間に照明が落ちると、床が地じ響ひびきを立て、辺りに煙けむりが立ちこめた。叫さけんだのはラシッドだ。彼は慌てて立ち上がると、天井を見上げた。

　ジャリスはみんなと一緒に、煙に紛まぎれて広間に駆かけ降りる。四隅にある小さなたいまつが、照明のなくなった広間をぼんやりと灯していた。薄暗くなってしまったが、今は好都合だ。

「お前達……っ」

　見み咎とがめたラシッドがジャリスに近付こうとしたが、シャルマとリクがそれを阻はばんだ。

「邪じや魔まはさせません」

「そうだぞ、よくも変な迷めい路ろに閉じこめたなっ」

　ハジの行く手を塞いだのは、にやりと笑ったナッシルだった。

「会うのは初めてだな。俺は、お前が二十年前罠わなにはめたコダートの父親とは友達だった。お前さえ余計な事をしなければ、あいつはもう少し生きられた。たとえ病気でも、せめてコダートが生まれてくる所を、見ることくらいはできたんだ」

　すっと目を伏ふせたハジだが、すぐにナッシルに不敵な笑みを向けた。

「ああ、バルク号の船医か。私は君の事を知っていたよ。でもあの時と随ずい分ぶん様子が違うね。もっと暗い若者だったと思ったけど」

　ナッシルが、その一言にかっと目を剝むいた。

「昔の事はいうんじゃねーっ」

　背後でのやりとりを聞きながら、ジャリスは煙に紛れ、鎖につながれたコダートに近づく。コダートは力無く俯うつむいていた。どうやら気を失っているようだ。ジャリスは彼の身体からだを揺ゆさぶった。

「しっかりして、コダートッ」

「もう遅いよ」

　その言葉にジャリスは振り向いた。そこにいたのは、顔を曇くもらせたリンドだった。

「もう少し早く来ていたら間に合ったのに……せっかく俺が最初の爆発を、ラシッド達にしられないようにしたのに」

　聞き取れるか取れないかの声だった。俯いているリンドは、唇を嚙みしめている。

「お前には悪いと思ってる。でもこの状じよう況きようじゃ助けられない。カッサラも捕つかまってるんだ」

「リンド、カッサラはどこにいるの。みんなで一緒に逃にげましょうっ」

「駄だ目めだよ。俺は逃げられない。そんな事をしたら、みんながひどい目に遭あう」

　辺りの煙が晴れてきた。リンドは顔を伏せ、決してジャリスの目を見なかった。

「もう止められない……指輪が力を持ち始めている」

　リンドが指した台座にある四つの指輪は、先さき程ほどよりも光を増していた。その光達がゆっくりと交差する。その瞬間、目がくらむ程の眩まばゆい光が、辺りを照らし出す。

『身体……俺の身体……』

　交差した光は、やがて黒い霧きりに変わった。地の底から響くような低い声が聞こえてくる。霧の真ん中に、二つの毒々しい赤い光が現れた。ジャリスはそれが瞳なのだとすぐに判わかった。ぎょろりとジャリスを睨にらみつけたのだ。

（違う……見ているのはわたしじゃないわっ）

　赤い瞳が見ているのは、ジャリスの背後で鎖につながれたコダートだった。

「コダート、コダート目を覚ましてっ。早く！」

　振り返ったジャリスは、太い鎖に手をかける。だがジャリスの力ではびくともしない。

「オシリス様が復活なされるっ」

　ラシッドの嬉き々きとした声に、ジャリスは我知らず震ふるえた。このままでは、二度とコダートの優やさしい笑みを見られなくなる。絶対に嫌いやだと思ったら、身体の奥から力が沸わいてきた。

（止める……止めるためには……）

　ジャリスははっとして、台座に並べられた淡い光を放つ指輪に駆け寄った。

「何をするっ」

　ラシッドがいち早く気付いたが、真しん鍮ちゆうの剣けんを持ったシャルマとリクに足止めされる。その隙にジャリスは指輪を摑つかんだ。

　とっさの事だったので、緋石と翡翠の二つの指輪しか手にできなかった。残り二つも取ろうとしたが、シャルマ達を振り切ったラシッドが駆け寄ってきていた。

　ジャリスは二つの指輪を持ったまま壇上から逃のがれると、コダートの前に立った。

「わたしには、指輪の力を使う能力がある。だったらこれも止められるかもしれない！」

　叫んだジャリスは、以前指輪の力で幽ゆう霊れい船せんのキャルリ達を生き返らせた時のように、祈いのりを捧ささげた。呪じゆ文もんも何も知らない。ただ自分の気持ちを祈るだけだ。

　だがそれが、大きな力を呼ぶ事をジャリスは知っていた。

「魔王マリード、オシリスッ、闇やみの世界に帰って！　コダートは……コダートはわたしの大切な人っ。絶対にあなたに渡わたしたりなんかしないっ」

　両手でぎゅっと指輪を握りしめる。その途と端たん、黒い霧がうめき声を上げた。

『ぐぅぅぅぅっ』

「オシリス様っ……貴様！」

　ラシッドが、ジャリスに向かって右手を掲かかげた。

「死ねっ、我々の目的を邪魔する者！　お前の好きには……っ」

　叫んだラシッドだが、すぐに目を見開いた。ジャリスは彼の赤い目が、自分の背後を凝ぎよう視ししているのに気付く。

「大切な人ね……。いい事を聞いた。どういう意味か教えて貰もらわないと、死んでも死にきれない」

　低い声が懐なつかしく感じた。振り返ると、瞳を赤く染めたコダートがジャリスを見つめている。

「コダートッ」

　ジャリスは堪こらえきれない喜びと胸の高鳴りを覚え、そのままコダートに抱だきついた。普ふ段だんなら絶対にできない行こう為いだ。

　だが我を忘れる程、コダートが意識を取り戻もどした事が嬉うれしかったのだった。
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「この即そく位いは無効じゃ」

　シャリフ王の毅き然ぜんとした声が、礼拝堂に響いた。ターラはマラファムと一緒に、周りを囲む兵士達を睨みつける。ドワークが訝いぶかしそうな声を上げた。

「どういう事かな。偽にせ者ものの言うことなど……」

「偽者ではありませんな」

　ドワークの声を遮さえぎったのは、大神官のゴディアスだ。彼は警備の男達を手で制した。

「そのお方は正しよう真しん正しよう銘めいシャリフ王であられる。お前達、無礼をはたらくでないっ。それにそこにおられるのは、海かい賊ぞく同盟のシンリクット船長と、盟主のマラファム殿どのだ。彼らに何かあれば、お前達の首だけではすまぬのだぞ！」

　低い声が礼拝堂に響いた。兵士達は戸と惑まどうように、ちらちらとドワークを見上げている。

「ゴディアス、私はもう国王スルタンだぞ、私の言う事に逆らえば……」

「逆らえばどうなるというのです。私はあなたの即位に最初から反対だった。神に祈りを捧げながら、あなたはいつも違ちがう事を考えていた。私が気付かないとでも思っていたのですか？　それでもシャリフ王の決められた事ならばと我が慢まんもしましたが、こんな状況ではあなたに国を任せる事を承しよう認にんなどできません！」

　辛しん辣らつなゴディアスの言葉を聞いてもなお、ドワークはにやりと笑う。

「お前の承認などいらぬ！　即位の証明書に国印が押されたのは事実だ。私は誰だれにはばかることのない……」

「その国印、偽物だぜ」

　ターラはわざとへらへらと声を上げた。ドワークが馬ば鹿かにしたような目つきで、こちらを睨みつける。

「言うに事欠いてそんな世迷よまい言を……これのどこが」

　ドワークが国印を取り出すが、シャリフ王は首を振ふって懐ふところに手を入れた。

「それはっ……」

　ドワークがあんぐりと口を開く。シャリフ王が高々と掲げたのは、まぎれもなく国印だった。

「覚えておるか。大神殿で結けつ婚こん式に参加したじゃろう。その時国印を、一いつ瞬しゆんだが盗ぬすまれた」

　シャリフ王の静かな声に、ドワークがさっと青ざめた。ターラは口元をつり上げる。

「本当は結婚式の騒さわぎに紛まぎれて、偽物とすり替かえる予定だったんだぜ。その為に急きゆう遽きよ作ったのが、お前が持ってる偽の国印だ。でもすり替えられなかった。盗み出すのだけは成功したから、ジャリスはとりあえず、国印をじじいの所に届けようとした。だけどお前達にみつかったんだ。でもうちの孫もなかなか機転が利きくんだぜ。ちゃんと偽物の方をお前に渡したんだからな」

　ドワークが、自分の手にした国印をまじまじと見つめている。まだ信じられないと言いたげだ。だがやがて、はっとしたように目を見開いた。

「よく出来てるだろ、でもじっくり見ると、本物じゃないってのも判るはずだ。その国印が偽物である以上、即位の儀ぎ式しきは無効だ。そうだな、ゴディアス」

　ゴディアスは大きく頷うなずいた。手に持った錫しやく杖じようをがちゃんと床ゆかに打ち付ける。

「大神官として、儀式の中止を認める。国王スルタンはいまだシャリフ王である！」

　神の使いである大神官に承認されなければ、即位は認められない。兵士達は戸惑いつつも、ドワークに向き直った。

「おのれっ……」

　ドワークが顔を歪ゆがめ、うめき声をあげた。怒いかりのせいで額に青筋が浮ういている。

　シャリフ王が懐から、一枚の紙を取り出した。

「わしは新しい命令書を作った。ドワークに謀む反ほんの疑いあり。捕とらえるよう命じる！」

　高々と礼拝堂に響いたシャリフ王の言葉と同時に、扉とびらがバンと開いた。立っていたのは、エバァン率いる騎き馬ば隊の面々だ。

　エバァンは命令書を受け取り、ドワークに近付いた。そして国印の押された命令書を見せる。

「国王スルタンの命により、あなたを反逆の罪で捕らえます。同じく国王命令で、あなたに反はん抗こうして捕まっていた者達は釈しやく放ほうとなります。彼らから面おも白しろい証言が聞けました。……ご覚かく悟ごください」

　ドワークがわなわなと震える。顔を真っ赤にさせたドワークの腕うでをエバァンが摑んだ。

「放せっ、自分で歩ける。俺はそこのおいぼれとは違うんだ！」

　憎にく々にくしげにシャリフ王を睨んだドワークは、それでも堂々と胸を張る。エバァンが先導すると、ゆっくりと歩き出した。

「ドワーク、そんなにわしが憎かったか？」

　前を通り過ぎようとしたドワークに、シャリフ王が沈ちん痛つうな面もちで声をかけた。ドワークが顔を歪めて声を上げる。

「ああ、本当は父が国王スルタンになるはずだった。なのに弟のあんたが父を騙だまして蹴け落おとした。俺は小さな時から、父に恨うらみ言をきかされて育ったよ。あんたさえいなければ、国王になれたってな。だから俺は、あんたから王座を奪うばってやろうと思った。その為ならシャイターン達と手を組むことだって、何とも思わなかった。父の夢だったアラバーナ大陸統一の為、他国を侵しん略りやくすることだって、悪い事だとは思わない！」

　礼拝堂に響く、ドワークの悲痛な叫さけびを、シャリフ王は黙だまって聞いていた。

「……それは違うぞ」

　なおも言い募つのろうとするドワークに、ターラは思わず口を開いた。シャリフ王が慌あわてて声を上げようとしたが、ターラはそれを押しとどめる。

「いいか、お前の父親は確かに王位継けい承しよう者しやだった。でもあいつはその当時起こっていた戦争を止めるどころか、拡大させようとしていた。あいつを騙して国印を奪ったのは、シャリフ王じゃない。この俺だ」

　ドワークがひゅっと息を吞のんだ。ターラはまっすぐに彼を見つめ、話を続けた。

「みんな俺がやった事だ。シャリフ王はまったく知らなかった。知ったのはお前の父親が幽ゆう閉へいされた後さ。俺は戦争を止めたかった。シャリフ王は穏おん健けん派だ。国王スルタンになれば、戦争を止める為に、協力してくれる。でもお前の父親じゃ戦争はひどくなるばかりだ。シャリフ王は怒ったよ。俺を殴なぐって蹴け飛とばして泣いた。だけど結局は協力してくれた。大陸の平和の為に」

　ターラの声は淀よどみなく、礼拝堂に響ひびいた。ドワークがわなわなと唇くちびるを震ふるわせる。

「そんな事……今になって俺に聞かせて何になるっ。こいつは悪くないから、憎まないでくれとでも言うのかっ。何十年も恨んできた相手なんだぞ！　今いま更さら許せるかっ」

　ドワークが興奮して叫び、さっと懐に手を入れる。

　それは一瞬の事だった。

　シャリフ王のすぐ側まで駆かけ寄ったドワークが、手に持った小さな刃は物ものを振り上げる。

　ターラが止める暇ひまもなかった。鋭するどく光る刃物がシャリフ王の胸を貫つらぬこうとした。

「へ、陛下に何するんだっ」

　だがそこへ、ドワークに体当たりした者達がいた。そのおかげで、刃はシャリフ王の身体からだから、間かん一いつ髪ぱつでそれる。

　体当たりした二人の男は、騎馬隊の制服を着ていた。彼らはドワークが手にしていた刃物を取り上げ、遠くに放ほうり投げる。暴れるドワークを押さえ込もうと激しく動いたせいで、彼らの帽ぼう子しが吹っ飛んだ。

　その下から現れたのは、そばかすの浮いた顔だ。見た顔だとターラは思った。名前は知らないが、ネイレス国にいるはずのアクラブ号の乗組員だ。

「さ、さっきから聞いていれば、勝手なことばっかり言いやがって。お前の恨みがどれだけのものか知らないけど、それに巻き込まれて俺達みんな国に帰れないんだぞっ。お前は自分の恨みさえ果たせれば、それでいいのかっ」

「そうだよ！　カッサラ船長だって、リンド副船長だって、本当だったらみんな一いつ緒しよに旅してたはずなんだ。ケンカもしたけど、俺達幸せだったんだぞ。でもお前が俺達を指名手配したせいで、みんな帰れないんだっ。船長達とも離はなればなれで……っ」

　泣いているかのような、悲痛な叫びだった。二人はぼかぼかとドワークを殴りつけている。「やめろ！　ブシュラル、ムスタファ。陛下の事はよくやったが、ドワーク様だって言い分があるんだ。大人おとなしくしているというから連れてきたんだぞ」

　エバァンが宥なだめるように言う。顔を上げたブシュラルの目に、涙なみだが浮かんでいた。

「だって……だって兄さん。こんな人の為に、俺達みんな……」

　シャリフ王が驚おどろいたように、エバァンを見つめる。

「……アクラブ号の乗組員達です。こっちのブシュラルは私の弟で、内密に戻もどってきて宿舎を尋たずねてきたんです。事情を説明したら、自分達も一緒に行くと言ってきかなくて」

　申し訳ありません、と頭を下げたエバァンに、シャリフ王はゆっくりと頷いた。

　エバァンが口から血を滲にじませたドワークを立ち上がらせると、再びシャリフ王に一礼した。ふらつく彼を連れて礼拝堂を後にする。

　シャリフ王が、座り込んで泣いているブシュラル達を、手を貸して立たせた。乱れた襟えりを直してくれたシャリフ王に、ブシュラルが慌てて敬礼する。

「へ、陛下、あのっ、初めてお目にかかります！　海軍所属アクラブ号乗組員、ブシュラルでありますっ」

「同じくムスタファですっ」

　かしこまって挨あい拶さつする二人に、シャリフ王は目を細めた。

「ブシュラルとムスタファか……。助けてくれてありがとう。わしは勇ゆう敢かんな軍人を持って幸せじゃ。カッサラからアクラブ号の事情は聞いておる。すぐに指名手配を解こう。みんな一緒に、サウルナ国に戻ってくるといい。苦労をかけてすまなかったな」

　優やさしい言葉に、ブシュラル達は目を見開いた。

「ほ、本当ですかっ、陛下！」

「あ、ありがたきお言葉ですっ」

　頰ほおを紅潮させた二人は、すぐに顔を見あわせると、抱だきあって喜んだのだった。

　　　　[image: ]

　コダートがふっと意識を取り戻したのは、ある香かおりがしたからだ。何だか懐なつかしささえ感じる香りは、船に乗っている間、ずっとコダートの側にあった。

　海は得意ではない。泳げないし船ふな酔よいもする。だが潮風の香りは好きだった。自由に大おお海うな原ばらを吹ふく風に憧あこがれていた。

　同時にコダートの脳のう裏りに浮かんだのは、金色の光だった。太陽のように輝かがやいて、コダートに道を示してくれる。海と同じ青い瞳ひとみでコダートに微笑ほほえむ。

　そう、コダートは彼女に伝えたいことがあった。今までずっと認めずにいた想おもいを告白したかった。それまでは死ねない、そう思ったら、急に五感が覚かく醒せいし始めた。

「……コダートは大切な人っ。絶対にあなたに……」

　最初は随ずい分ぶんと都合のいい夢だと思った。ジャリスがそんな事を言うはずがない。だがかっと身体が熱くなって、それが夢ではないのだとすぐに気付いた。

「いい事を聞いた……」

　だからコダートはそう言って笑った。何でもできるような気がしていた。

　意識がはっきりして一番に目に飛びこんできたのは、青い目を輝かせた、ジャリスの嬉しそうな顔だった。抱きついたまま見上げるジャリスに、コダートは優しく微笑んだ。はっとしたジャリスが顔を赤らめ、慌てて身体から手を放す。

　離れようとした彼女を、抱きしめたい衝しよう動どうに駆かられた。だが、身体を繫つなぐ鎖くさりがじゃらじゃらと鳴ってそれを阻はばんだ。コダートは渾こん身しんの力を振り絞る。すると、鎖が音を立てて切れた。

「随分な目に遭あわせてくれたじゃないか……悪いが帰らせてもらうぜ。迎むかえが来たんでね」

　自由になった腕を軽く振り、コダートは目の前にいたジャリスを素す早ばやく背後に移動させた。ラシッドの隣となりで蠢うごめいている黒い霧きりに目をむける。ジャリスが背後で叫んだ。

「気をつけて、そいつが魔王よっ」

　コダートはゆっくりと頷うなずく。ナッシルやシャルマ、リクもいる。そしてもう二度と会えないかもしれないと覚悟していたジャリスがいる。コダートの身体に力がみなぎった。

　コダートは、シャルマが投げてよこした真しん鍮ちゆうの剣けんを受け取り、そのままラシッド達に向けた。

「……お前達がいくら頑がん張ばった所で、私達には勝てない」

　気を取り直したのか、ラシッドが冷たい笑みを浮うかべて右手を掲かかげた。

「ザーバ溶解！」

　叫びとともに、細い筋を描えがいて手から液体が飛び出した。すんでのところでコダートが避よけると、背後でじゅわっと音がした。見ると、壁が溶とけて巨きよ大だいな穴が空いている。

「お前達が使し役えきする精霊の魔法など子供だましだ。本当の水の魔法を見せてやる！」

　ラシッドが再び構えると、彼の足元で漂ただよっていた黒い霧が声を発した。

『身体……早く、身体を……』

　黒い霧が呻うめくと、壁が振しん動どうするように震え、さらさらと音を立てて崩くずれ始めた。床ゆかを覆おおい始めたのは、粒りゆう子しの細かい砂だ。

「オシリス様、もう少しお待ちを」

　ラシッドが声をかけたが、黒い霧の中の赤い瞳が、更さらに輝きを増した。

『……もう、もう待てぬっ』

　叫んだ黒い霧がコダート目がけて襲おそいかかる。コダートは真鍮の剣で黒い霧を切り裂さいた。

「これはっ……」

　コダートは思わず目を見開く。黒い霧は二つに分かれたが、すぐに元に戻ってしまったのだ。

「真鍮が驚きよう異いなのは、魔物の再生能力が、真鍮で負った傷だけには効かないからだ。オシリス様はいまだ精神のみ。真鍮などきかぬっ」

　ラシッドが叫さけぶと同時に、黒い霧がコダートに再び襲いかかった。

「コダートッ」

　ジャリスの声が聞こえた。コダートは怯ひるまず剣を向ける。ここで負けるわけにはいかない。

（ジャリスは……ジャリスは俺が守ってみせる！）

　眼前まで迫せまった黒い霧を睨にらみつけ、コダートが心の中で叫んだ。

　その瞬しゆん間かん、ふいに辺りに風が吹いた。地下であるはずの部屋で、立っていられないほどの突とつ風ぷうが吹いたのだ。一瞬目を瞑つぶったコダートが再び目を開くと、黒い霧が風で吹き飛ばされたのか、壁かべ際ぎわで漂っていた。

「ハジ……貴様っ、何をする！」

　ラシッドの声にコダートははっとする。見ると、ハジが右手を突つきだしたまま、呆ぼう然ぜんとしていた。自分でも信じられないと言いたげに、右手を見つめている。

「私は、こんなつもりでは……。ただ、ただ」

　戸と惑まどうようなハジの呟つぶやきに、ラシッドが目を剝むいた。

「お前まで裏切るのかっ」

　ハジが一瞬身体からだを震わせた。苦しそうに眉まゆ根ねを寄せ、コダートを見つめる。

「私は……私は、最初からオシリス様の復活に、コダートを使うのは反対だった。オシリス様の肉体を再生させれば……」

「それができぬからコダートを利用するのだろう。お身体を再生させるのは、今の私達だけでは無理なのだっ。散々話し合っただろう！」

　仲間割れを始めた二人を窺うかがいながら、そっとリンドがコダート達に近付いてきた。すぐに身構えたが、リンドは攻こう撃げきの意志を示さず、代わりにそっと囁ささやいた。

「……逃にげろ、今のうちだ。俺が……」

「リンドッ、余計な事をすればどうなるか、判わかっているんだろうな！」

　目ざといラシッドに、リンドは振り向いて声を上げた。

「もう、もうやめようぜっ。だって俺達ばらばらだよ。こんなんじゃ何やったってうまくいきっこない。それに俺はジャリスに借りがある。こいつら逃がしてやりたいんだっ」

　リンドの叫びに、ラシッドがわなわなと震ふるえた。黒い霧がラシッドの身体を包み込む。

「オシリス様……お力を貸してくださるのですね……。ええ、この裏切り者達もまとめて始末してしまいましょう。あなた様のお世話は、私一人で十分です」

　黒い霧を身体にまとったラシッドは、赤い瞳をぎらつかせた。その姿がみるみるうちに変わっていく。黒い蝙こう蝠もりのような翼つばさと、尖とがった牙きばを持つシャイターンに。

　羽ばたいたラシッドは、ジャリスを指さし憎にく々にくしげに叫んだ。

「まずはお前だ、ジャリス。お前がいなければこんなに手間取ることはなかったのだ！」

　ラシッドがジャリスに向かって、右手を向ける。コダートはジャリスを庇かばって前に立った。ラシッドは眉根をよせたが、すぐに口元をつり上げた。

「無傷のままがよかったが、この際仕方ない。オシリス様が乗り移られれば傷などすぐに治る」

　不気味に響ひびくラシッドの声が広間に木こ霊だました。

　だが右手から攻撃が繰くり出されることはなかった。ハジが一瞬でシャイターンの本ほん性しようを現あらわし、宙に浮かんだラシッドに体当たりしたのだ。

「ハジ……お前っ」

　地上にもつれあって落ちた二人は、そのまま勢いよく床をごろごろと転がった。壁際で止まると、もがくラシッドをハジが上から押さえつけていた。

「リンドッ、コダート達を！」

　ハジの声に、リンドはびくっとして、慌あわてて頷いた。

「ハジ！」

　コダートは思わず声を上げる。ラシッドの両手を床に縫ぬい止めたまま、ハジは少しだけ顔を上げてこちらを見つめた。

　顔はシャイターンのそれだが、眼まな差ざしには幼い頃ころからずっと身近にあった、優しい光が宿っていた。

「ずっと……ずっと心の奥底で思っていた。騙だましていてすまないと。一いつ緒しよに暮らしていた間、君が私を信しん頼らいすればするほど胸が痛んだ。マハル王国で正体がばれた時は、正直ほっとしたよ。君をこれ以上騙さなくていいんだと……」

　口元を綻ほころばせたハジは、まっすぐにコダートを見つめていた。

「……ジャリス達と旅して、君が幸せならそれでいい。君はバルク号に乗ってから、よく笑うようになった。大切なものもできたようだし」

　苦く笑しようしたハジは、ジャリスに目を移した。

「コダートの事を頼たのんだよ、ジャリス。私は彼を幸せにする事はできなかったが、きっと君なら……ううっ」

　ハジがうめき声を上げる。表情が固まり、押さえつけたラシッドを睨んだ。

「馬ば鹿か者がっ、みんな馬鹿者だ！　あれほど人間に肩かた入いれするなと言ったのにっ」

　ラシッドが叫ぶと、ハジは強こわばった表情のまま、床に倒たおれ込む。腹から赤い血が流れ出していた。それでもハジは、ラシッドの腕を放さなかった。

「早くしろっ、リンド！」

　ハジの叫びに頷いたリンドが、ジャリス達の方を向いた。シャルマ達がさっと駆かけ寄る。
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「リンド、国印を取り戻もどして陛下に渡わたしたわ。アクラブ号の指名手配を取り下げてくれるそうよ。だからあなたも一緒に行きましょう。みんなあなたの事を待ってる！」

　ジャリスが叫ぶと、リンドの顔が喜びに溢あふれた。だがすぐにそれを引き締しめる。

「駄だ目めだ、俺はカッサラを助けに行く。……ジャリスお前に一つ頼たのみがある。ブシュラルに伝えてくれ」

　耳元でリンドが囁きかけた言葉に、ジャリスが目を瞬またたかせる。

「リンド、それは……」

「いいから、お前達は先に逃げるんだ。伝言を頼んだぞっ」

　リンドは両手をジャリス達に向けた。その手に青白い光の渦うずが集まる。

　コダートは、もみ合っているハジとラシッドに目をむけた。

「俺は残るっ。ハジを置いては……」

　だがハジは、こちらを見てふっと笑みを浮かべた。儚はかない笑みだった。

「駄目だよ、コダート。私なら平気……ぐうっ」

　ハジの顔が苦痛に歪ゆがんだ。ラシッドを捕つかまえていた腕が、ぐったりと床に落ちる。ラシッドは怒いかりに顔を染めたまま起きあがった。

「怪け我がした身体で、私に勝てると思っていたのかっ」

　吐はき捨てたラシッドが、コダート達に向き直った。

「ハジーっ」

　叫んだが返事はない。慌ててハジに駆け寄ろうとしたが、ジャリスが腕を摑つかんだ。

「駄目よ、行かないでっ」

　ジャリスがぎゅっと抱だきつく。コダートがその身体を受けとめると、リンドが声を上げた。

「もうここには来るなよっ、じゃあな！」

　それと同時に、コダート達の身体を青白い光が包んだ。ハジはぴくりとも動かない。その姿がかき消える瞬間、コダートは溢れてくる涙なみだを堪こらえられないでいた。
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　ジャリス達がいなくなった後、リンドはラシッドに捕まり縛しばり上げられた。一見細い縄なわだが、真しん鍮ちゆうを溶とかした液で固めてある。どうやっても外せなかった。

　壁際に目をむけると、ハジが倒れていた。先さき程ほど呼びかけてみたが、ぴくりとも動かない。

「指輪がない……。後二つ、どこにいったのだ！」

　慌てたように周囲を見ているのはラシッドだ。右手から金と銀の輝かがやきが見えた。

「……ジャリスが持っていったよ。あいつちゃっかりしてるよな」

　リンドの呟きに、ラシッドが目を剝いた。彼の身体の周りには、まだ黒い霧きりが漂ただよっていた。

「お前っ、どうなるか判っているだろうな！」

　ラシッドの声にリンドは笑う。アクラブ号の乗組員達の指名手配が解けたのだ。みんなきっと国に帰れると喜んでいるだろう。想像しただけでリンドは胸が一いつ杯ぱいになった。

　他人の幸せがこんなに嬉うれしいなんて、リンドは知らなかった。一人一人の顔が容易に思い出せる。彼らは大切な〝仲間〟だった。

　だが喜んでばかりもいられない。カッサラを救い出さねば……。そう思うと、まだ死ねなかった。

「指輪もなくなったし、儀ぎ式しきは失敗だろ、次に儀式ができるのは二十年後だ。なあ、ラシッド、とりあえず今回は諦あきらめようぜ。俺、また指輪を奪うばってくるよ。ジャリス達は、さっきので俺を信頼したと思う。俺がいけば、またほいほい指輪をみせてくれる。だからさ」

　リンドはできるだけ、ラシッドに刺し激げきを与あたえないように話しかけた。

「馬鹿者っ、オシリス様の精神はもう蘇よみがえっておられる。肉体が必要なのだ！　お前がシャイターンでなければ、その肉体を使ってやる所だ。だが残念ながら、我々シャイターンの身体では駄目なのだ。オシリス様はまだ完全に復活されたわけではない。指輪が二つしかないのなら、魔力もそれ相応しかないだろう。シャイターンの身体では、魔力同士がぶつかって、下手へたをすればオシリス様が消しよう滅めつしてしまう。だが普ふ通つうの魔物ジンや人間では駄目だ。強い精神と、頑がん丈じような身体を持ち、魔力はできればない方がいい……」

　唇くちびるをわななかせたラシッドの叫さけびを聞いて、リンドは思わず顔を歪めた。ふいに嫌いやな考えが頭をよぎったのだ。

「どうした。なぜそんな顔……」

　訝いぶかしそうにこちらを睨にらんだラシッドが、ふいに目を見開いた。そして口元をニイッとつり上げる。

「そうか、その手があったな、リンド」

　ラシッドの嬉き々きとした声に、リンドの顔から血の気がさぁっと引いたのだった。
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　山の頂に日が沈しずんでいく。男は数百年ぶりに見る光景に目を細めた。噴ふん火か口からは白い煙けむりが上がり、時折ズズーンと地じ響ひびきが鳴る。その音が大地の息吹いぶきを連想させた。

「オシリス様、新しい身体からだはいかがです？」

　振ふり返ると、いつのまにかラシッドが跪ひざまずいていた。

「……悪くない。人間の身体だというのが不満だがまあいい。その内自分の身体を取り戻すからな。それより、こんな古ぼけた遺い跡せきなど、俺には似合わない」

　オシリスが軽く指を鳴らすと、遺跡がざざぁーと音をたて、一いつ瞬しゆんにして砂の山と化した。

「俺が住むにふさわしい城を」

　右手には金と銀の指輪がはめられている。その手を遺跡とは反対側に向けると、ゴゴゴォッと音を立て、地面に亀き裂れつが入る。

「なんと素す晴ばらしい……」

　ラシッドが感かん嘆たんの声を上げた。大きく割れた地面から、丸まる天てん井じようの宮きゆう殿でんが姿を現したのだ。建てられたばかりのような巨きよ大だいな宮殿は、金色に輝いている。オシリスは満足したように頷うなずいた。

「おいっ、ラシッド！」

　声を上げたのは、縛られているリンドだった。隣となりには倒れているハジもいる。先程ラシッドが遺跡の外に移動させたのだ。

「なんだ、リンド。オシリス様の前だぞ。お前達には後でオシリス様が沙さ汰たを下される。それまで大人おとなしくしていろ」

　ラシッドは上じよう機き嫌げんだ。会うのは数百年ぶりだが、以前とまったく変わっていない。赤い唇と柔にゆう和わな顔立ちは、オシリスのお気に入りだった。

「お前、……お前、約束が違ちがうぞっ。カッサラには手は出さないって言ったじゃないかっ」

　リンドの瞳ひとみは涙で濡ぬれていた。しばらく会わぬ内に随ずい分ぶん変わったとオシリスは思った。

　あまり感情を表に出さないリンドは、いつでも無気力で何を考えているのか摑めない男だったのに。

「何者だ？　カッサラとは」

　オシリスが聞くと、ラシッドが苦笑した。

「その身体の、元の持ち主です」

　ラシッドの答えに、オシリスは自分の身体を見つめた。先程鏡で見てみたが、精せい悍かんな顔をした人間だった。顔立ちは悪くない。身体も十分に鍛きたえられている。これなら少々の無理もきくだろう。オシリスはこの身体が気に入っていた。

「リンド、何を怒っているのだ？」

　不思議そうにオシリスが聞くと、リンドがすがるように顔を上げた。

「オ、オシリス様。俺の身体を使ってくださいっ。カッサラだけは……」

　リンドが必死に何かを訴うつたえるなど初めてだった。オシリスは軽く目を見開く。

「一度身体に入った以上、もう出ていくことはできない。判わかっているだろう？」

　オシリスが告げると、リンドは唇を嚙かみしめた。

「ハジはいかが致いたしましょう」

　ラシッドが、リンドの隣で倒たおれているハジを指した。

「まだ生きているのか？」

「ええ、なかなかしぶとくて。ですがもう虫の息です。このまま放っておけば死にます」

　ラシッドの冷たい言葉に、オシリスは笑う。カッサラが見せたことのない酷こく薄はくな笑えみで。

「そうだ、いいことを思いついたぞ。指輪を取り戻すまでは、俺の魔力も十分じゃない。できれば無む駄だな魔力は使いたくないからな。この宮殿を維い持じするために必要な魔力を、ハジに補ってもらうとしよう。もちろんこのままでは、また裏切るかもしれない。だから……」

　オシリスは、指輪をはめた手をハジに向かって掲かかげた。

　金と銀の光がハジを照らし、その身体がゆっくりと宙に浮うく。そのまま空を移動して、宮殿の壁に叩たたきつけられた。

「永遠に宮殿を維持する原動力となれ」

　オシリスの言葉とともに、ハジの身体が石と化し、壁に吞のみ込まれていく。

　両りよう腕うでを広げ、苦く悶もんの表情を浮かべたハジの姿は、まるで壁に彫ほり込まれた飾かざりのようになった。

「ハ、ハジ！　なんてことを……」

　リンドが叫んでいる。悲痛な声を聞いたオシリスは、何だか楽しい気分になっていた。

「素晴らしいぞ、やはり現実の身体はいい。眠ねむってばかりいるのは退たい屈くつだ。もっともっと楽しいことをせねばな。まずは……」

　オシリスの頭に、金色の輝きが浮かんだ。まだ精神だけの存在だった時、あまりに眩まぶしくて、目を開けているのが苦痛だった。

「あの女だ。あの金きん髪ぱつの女から嫌な臭においがした。俺の嫌きらいな〝正義〟という臭いがな。指輪も持っていったのだろう？　だったらまずはあの女を捕とらえて指輪を取り戻し、そして殺す……ああ、いや、待てよ。生け捕りにして連れてこい。いたぶってから殺してやる」

　くっくっくっとオシリスはほくそ笑む。笑いが止まらなかった。やっと自由になれたのだ。思う存分暴れ回りたかった。

　だがそれには、指輪が必要だ。

「……カッサラ、カッサラ、目を覚ませよ！　そんなひどい事カッサラの顔して言うなよっ」

　涙を流してリンドが叫んだ。縛られたまま前のめりになったリンドにラシッドが近寄った。

「リンド、カッサラはもう目を覚まさない。私がかけた洗脳の術とは違うんだ。カッサラの意識は、もうどこにもない」

　ラシッドの微笑ほほえみに、リンドが目を剝むいた。

　怒いかりで真っ赤に顔を染めたリンドは、ラシッドに向かって唾つばを吐はく。ラシッドは、袖そでで顔を拭ふきながら目を眇すがめた。

「行ぎよう儀ぎが悪いな、私はお前が昔から気にくわなかった。オシリス様の復活も、本当は興味なかったんだろう？　協力しなければ私達に制裁を加えられるから、仕方なく手伝っただけ。それがお前の本音だ。だから簡単に私達を裏切る。……そんないい加減な奴やつはもう必要ない」

　ラシッドが赤い瞳をぎらつかせた。振りかぶった右手に、リンドは目を見開いた。

「さようなら、リンド。じっくり苦しんで死ぬといい」

　その言葉とともに受けた衝しよう撃げきに、リンドの意識が遠くなる。

　最後に目に映ったのは、初めて見るカッサラの、侮ぶ蔑べつの表情だった。
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「バンダラヤ火山に、遠くから見ても判るくらい大きな宮殿が、突とつ然ぜん現れたそうだ」

　ターラに言われ、ジャリスは思わず目を見開いた。ここはサウルナ国の王宮の広間だった。

　シャリフ王に呼ばれ、ジャリスとコダートが駆かけつけると、ターラも姿を見せていた。

「突然現れたって、どういうこと？」

　ジャリスは数日前の事を思い出す。魔王が復活しようとした時、リンドがジャリス達を逃にがしてくれた。目を覚ましたのは、フラエイの離り宮きゆうだった。

　ルークに乗り、王宮に戻ってきたのは昨日だ。シャリフ王に、即そく位い式しきを無事止めることができたと聞いてほっとしていた。

　ドワークは病気の為ため、王位継けい承しようを断念し静養すると、表向きは発表したらしい。現実には同盟が、ドワークの身み柄がらを預かる事になっていた。

「おそらく魔王が蘇よみがえったんだ。魔王マリードオシリスは大地を操あやつる。石を砂に変え、反対に砂で建物を造る事もできる。あんな芸当ができるのは魔王だけだ」

　息を吞んだジャリスの隣で、コダートが声を上げた。

「ターラ、俺にその宮殿を調べさせてくれ。今度は人を集めて準備を万ばん端たんにして……」

「やめとけよ。もし魔王が蘇ったのなら、宮殿には近付く事もできないだろう。行ったら最後、みんな死ぬぞ。何百人の兵士を連れて行っても、無駄に死体を増やすだけだ」

　悔くやしそうに顔を歪ゆがめたコダートを見て、ジャリスは胸が痛んだ。

（コダート……ハジの事を）

　ハジの生死は確かく認にんしていない。だがコダートは、生きていると信じているようだ。助けに行くと言ってきかない。

　バンダラヤ火山に向かおうとしたコダートを、説得したのはジャリスだ。行くなら準備を調ととのえてからにしようと。コダートは渋々了りよう承しようし、ベルジアに戻ったのだ。

「何か近付く方法はないかしら」

　ジャリスが言うと、ターラは小さくため息をついた。

「魔王に対たい抗こうできる力を持つのは指輪だけだ。俺達にとって運がよかったのは、四つの指輪の内二つをあいつらから奪うばったことだ。たとえ魔王が蘇ったとしても、指輪が揃そろわなければ本来の力は使えない。……だが、一体その二つの指輪はどこにいっちまったんだーっ」

　ターラが、頭を抱かかえて突然大声を上げる。

　ジャリスは自分の右手を見つめた。遺い跡せきを出る時は、確かに手の中に緋石と翡翠の指輪があった。だが離宮で気がついた時には、影も形もなくなっていた。

「魔物ジン達にとられたとは思えないの。かすかに記き憶おくがあるのよ。リンドに魔法をかけられて移動している最中、身体からだがぐるぐる空中を回転してたの。どうもその時落としたような……」

　空中といっても、空を飛んでいたわけではない。おぼろげな記憶だが、周りは真っ暗だったように思った。どこをどう飛んだのか判らないのだ。

「それは多分、空間を移動しているんだ。その途と中ちゆうで落としたのなら、単純にバンダラヤ火山から、離宮までの間を捜さがせばいいって話じゃない。下手へたしたら、アラバーナ大陸にはないかもしれない」

　ターラは、仕方なさそうにため息をついた。

「まあとりあえず、指輪捜しに逆戻りだな。まずランプの精霊ジヤーンルーレルに腕輪を修理してもらって、指輪の位置を示す地図を見られるようにしよう。指輪を捜し出せれば、宮きゆう殿でんに近付く事もできるかもしれない。その時こそ、お前の力が頼たよりになる、ジャリス」

　ターラに目をむけられて、ジャリスは慌あわてて詰つめ寄った。

「ま、待って、ずっと誤ご魔ま化かされている気がするんだけど、なんで私が指輪の力を使えるのよ。ちゃんと教えてちょうだい」

　目の前まで迫せまったジャリスから、ターラがふいに視線をそらす。

「だから言ってるだろ、選ばれたって」

「誰だれに、選ばれたのですか？」

　響ひびいたのは低い声だ。ジャリスが振ふり向くと、開いた扉とびらの向こうに、父のマラファムが立っていた。即位式を阻そ止しするために、サウルナ国にやってきたという。一いつ緒しよに来ていた支部長達は昨日帰っていったが、マラファムだけは残っていた。

「おう、マラファム、もう用はすんだから帰っていいぜ」

　へらへらと笑ったターラに、マラファムが目を眇めた。

「帰るなら父上も一緒です。聞きたい事が山ほどあります。説明していただきましょう」

「そう怖こわい顔するなって。男前が台無し……」

「父上、誤魔化されませんよ」

　ターラの言葉を、マラファムがぴしゃりと遮さえぎる。鋭するどい視線に射い貫ぬかれて、ターラが頰ほおをひくつかせた。

「ううー、お前のその尋じん問もん口調ちょー久しぶり。こうなるって判ってたから、お前には会いたくなかったんだよなぁ」

　ターラの足がふらふらと窓まど際ぎわへ向かっていた。ジャリスが素す早ばやく前に立ちふさがる。

「逃げないって約束は、どうなったのかしら？」

　にっこり笑ったジャリスに、ターラは口を尖とがらせた。

「なんだよ、親子揃って。俺はお前の祖父だぞ！　家長なんだぞーっ。もっと敬いやがれっ」

　叫さけんだターラの襟えり首くびを、後ろからマラファムがひょいと摘つまんだ。

「お話ならじっくり聞きましょう。さあ、父上、こちらへ」

　マラファムが、暴れるターラを引きずって広間を後にしようとした。

「待て、マラファム」

　そこへシャリフ王の声が聞こえる。シャリフ王は立ち上がると、ジャリス達の許もとに歩み寄った。

「ジャリスが指輪の力を使えるのは、選ばれた人間だからというのは間ま違ちがいない。選んだのは……アリフラスト神じゃ」

　意味が判わからず、ジャリスは思わず首を傾かしげた。眉まゆ根ねを寄せたマラファムが口を開く。

「陛下、それはどういう事なのでしょう。娘むすめは父の命令で手元で育てる事はできませんでしたが、私なりに見守っていたつもりです。私の預かり知らぬ所で一体何が……？」

　シャリフ王は窓から外を見つめた。その先に大神殿の尖せん塔とうが見える。

「……マラファム、大神殿の伝説を知っておるか？　神が人間にお告げをしたという話だ」

　その話ならジャリスも知っている。大神殿に潜せん入にゆうした時、世話をしてくれた神官に聞いていた。マラファムも知っているようで、ゆっくりと頷うなずいた。

「世間には知られていないが、神からお告げを聞いたのは、女性だったそうじゃ。神のお告げで大神殿を建て、そしてバンダラヤ火山の遺跡を建てた。おそらく魔王マリードオシリスを封ふうじる為に」

　シャリフ王はそこまで言うと、マラファムに目をむけた。

「大神官は、その女性の子孫が代々務めてきた。だが戦争が終わり、やっと一息ついた頃ころ、大神官の血筋が途と絶だえそうになった。生まれた男の子を残して、両親が病で死んでしまったのじゃ。残った子供を、ターラが引き取りたいと言った。神官の血筋を絶やすわけにはいかないと。わしも魔物ジン達の暗あん躍やくを早くから知っておった。ターラに預けるのが一番安全だと思ったのじゃ。……その子供がお前じゃ、マラファム」

　さすがにマラファムが目を見開いた。同じく驚おどろいたジャリスは、そっと父の側に歩み寄る。大きな手に触ふれると、マラファムが無言のまま握にぎり返した。

「では、ジャリスが指輪の力を使えるというのは……」

「神が選んだ人間の末まつ裔えいだからじゃ。火山の遺跡を作った女性は、オシリスに対抗できる力を持っておったらしい。だがその力は女性だけにしか使えない。代々男性が大神官として表の仕事を。その陰で女性は神のお告げを聞いて、サウルナ国を災さい厄やくから守ってくれたのじゃ」

　マラファムとジャリスが顔を見あわせた。そんな話は初耳だ。おそらく父もだろう。

「……それは秘密にしろってお前が言ったんだろ」

　腕うで組ぐみしたまま、ぶつぶつとターラが言った。シャリフ王は苦く笑しようする。

「もう黙だまっておくのも無理じゃろう。本当はお前達には知らせずにおこうと思っていた。しかし魔物達が表立って動いてきた以上、真実を話した方がいいと思ってな」

　苦しげに眉根を寄せたマラファムが、ジャリスを見つめた。それが同盟の盟主ではなく、父としての眼まな差ざしだと、ジャリスはすぐに気付いた。

「ジャリス、お前はしばらく同盟で……」

　だがジャリスは最後まで言わせなかった。首を振り、マラファムを青い瞳ひとみで見つめた。

「父さん……わたし、指輪を捜すわ。そして魔王を止めてみせる。もちろん危険なのは判ってる。でもわたしは今まで色んな国を旅して、大切な人たちができたの。みんなが苦しむような世界をつくってはならないわ。それがわたしの使命だと思う。それに……魔王の許には、まだ捕つかまったままの人たちがいる。彼らを助け出したいの」

　ジャリスの真しん摯しな瞳がマラファムを射貫いた。彼は目を瞑つぶり、顔に苦く渋じゆうの色を浮うかべる。

「同盟の盟主としては、指輪の力を使えるお前にそういってもらうのは助かる。だが父親としては……反対だ。海かい賊ぞくになりたいのなら、それはそれで構わない。旅をするのも経験だと思っていた。だが、これはもう……」

　大きな手がジャリスの頰を包んだ。優やさしい温かな手に、ジャリスはほっとする。この手が幼い時から大好きだった。誉ほめてくれる時は、必ずジャリスの頭を撫なでてくれる。

　ここで父の所に戻もどれば、楽になれるかもしれない。戦う事も怯おびえる事もない。父は無条件でジャリスを守ってくれる。

　だが……旅を通じてジャリスは知った。甘えてばかりいては何もできないと。

「心配しないで。わたしは大だい丈じよう夫ぶよ、仲間がついてるもの。わたしの仲間は頼りになるのよ」

　ジャリスが微笑ほほえむと、マラファムが目を開いて息を一つついた。

「……強ごう情じようなのは母親譲ゆずりだ。だがお前達だけでは、出来る事は限られるだろう。……必要な時は必ず頼りなさい。いいな」

　そんな短い一言が、不器用な父の精一杯の愛情だと、ジャリスは知っていた。

　ジャリスは小さく頷くと、頰を撫でる優しい父の手をそっと握ったのだった。
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　シャリフ王は寝しん室しつで横になっていた。ドワークに支配されていた王宮と軍を立て直すのは、容易ではないだろう。まだまだドワークの信奉者は多い。

　たった一年王宮を留守にしていた間に、ずいぶんと状じよう況きようが変わってしまった。だが身から出た錆さびには違ちがいない。

　シャリフ王は重い体をゆっくりと起こした。その途と端たん、ごほごほとせき込む。

「気付かれておらぬとよいが……」

　肩かたで荒あらい息をしながら呟つぶやくと、誰もいないはずの寝室に声が響いた。

「もうすぐ病気で死にますってか？」

　慌てて見ると、いつの間にかターラが窓際に立って腕組みしていた。

「な、なんだ、ターラ。驚くではないか」

　すっと背筋を伸のばすと、ターラが肩を竦すくめて寝しん台だいに近寄った。

「俺の気配にも気付かないようじゃ、マジ具合悪いんだな。……なあ、本当なんだろ、病気だって。じゃなかったら、お前が王宮の仕事を投げ出して、気球作りなんかするはずない。自分の命が残り少ないって判ったから、隠いん居きよする気になったんだろ」

　心臓がどくんと脈打ったが、顔には出さなかった。代わりにふふんと笑う。

「そんなわけないじゃろう。考え過ぎじゃ。もう年だから引退を……」

「お前は慎しん重ちような男だ。ドワークが恨うらみを持っているかも知れないと判っていて、無条件で政権を渡わたすはずない。だが余命はいくばくもなく、他ほかに継けい承しよう者しやもいない。だから自分の生きている内に、ドワークに政権を預けてどうなるか見ておきたかったんだろ。違ちがうか？」

　ターラの鋭い言葉に、シャリフ王は俯うつむいた。この男に何を言ってもむだだろう。勘かんの鋭さも洞どう察さつ力も、自分は遠く及およばない。ここぞというときの判断には、目を見張らせられる。

　ターラは寝台に座り込み、シャリフ王の顔を覗のぞき込んだ。

「……なあ、じじい。もし不老不死になる方法があると言ったら、どうする？」

　突とつ然ぜんターラが口にした質問は甘かん美びなものだった。自分が少年だった頃から、彼は少しも変わっていない。挨あい拶さつが、〝よう、坊ぼう主ず〟から〝よう、じじい〟に変わったくらいだ。

　ターラのように、年を取らず死なない身体からだになったならと、考えた事がないといえば噓うそになる。きっとターラと一緒なら、永遠を生きるのも楽しいだろう。

　初めて会った時は、祖母を誑たぶらかす悪い奴やつだと思っていた。だが本当は違う。ターラは祖母の心の支えだった。

　月を見上げて祖母はよく泣いていた。〝ターラに言わないで。私が泣くと心配するから〟祖母は涙なみだに濡ぬれた顔をふいて笑った。

　シャリフ王は穏おだやかに微笑むと、まっすぐにターラを見つめた。

「いいや、わしはこのままでいい。人間として生きて人間として死んでいく。それが人のことわりじゃ」

　笑って言うと、ターラがぐっと唇くちびるを引き結ぶ。

「……あいつと同じこといいやがるっ」

　それが祖母の事だと知っている。憤いきどおったように身体を震ふるわせたターラは、やがてすねたように顔を歪ゆがめ、ぽつりと呟いた。

「……死ぬなよ。お前が死んだら、ケンカする相手がいなくなっちまうだろ」

　嘆たん願がんするような響ひびきだった。弱気なターラを見るのは、祖母が死んだ時以来だ。シャリフ王はゆっくりと微笑んだ。

「努力するよ、ターラ。お前が寂さびしくなったら、可哀かわい想そうじゃからな」

　ふざけるように言って、シャリフ王は笑った。

　窓に目をやると、少しだけ欠けた月が顔を出している。シャリフ王はそれを眺ながめながら、自分は幸せだと感じていた。

　こうして無二の親友がいてくれれば、残り少ない人生も楽しめるだろうと。
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　欠けた月が照らす王宮の庭で、ジャリスはブシュラルと向き合っていた。

「じゃあ、カッサラ船長と副船長は、まだその火山なんですね」

　ジャリスは静かに頷うなずいた。ブシュラル達は、リンドを捜さがしに来たという。似ても似つかないが、ブシュラルはエバァンの弟らしい。騎き馬ば隊と一いつ緒しよに即そく位い式しきを止めるのに協力してくれたそうだ。

　俯いたブシュラルは、すっときびすを返そうとした。ジャリスは慌あわててそれを止める。

「バンダラヤ火山は危険よ。行っちゃ駄だ目め」

　ブシュラルが振ふり向いた。涙を堪こらえているのか、そばかすの浮いた顔が歪んでいる。

「でも……船長達を助けに行かなきゃ……俺が行かなきゃいけないんだ。だって俺は……」

　リンドを止められなかった事を、ブシュラルが悔くやんでいたのは知っている。

　彼の気持ちが痛い程ほどジャリスにも判わかった。だからこそ、伝えなければならない事がある。

「わたし、リンドに伝言を頼たのまれたの。ブシュラル、あなたへのね」

　ジャリスが言うと、ブシュラルが驚いて顔を上げた。

「副船長が……？　何なんですかっ」

　ブシュラルに詰つめ寄られ、ジャリスはゆっくりと口を開いた。

「一言一句、間ま違ちがえないように言うわ。〝ブシュラル、必ず戻るから。だから俺と船長がいない間、アクラブ号と乗組員達を頼む〟……それがリンドの伝言よ」

　ブシュラルは、子供が驚いた時のように呆ぼう然ぜんとして、目を見開いた。

「俺に……？」

「ええ、あなたに頼むって。……あの火山は普ふ通つうの人間にはとても入り込めないそうよ。わたし達は必ず指輪を捜しだして、カッサラとリンドを救い出すわ。だからあなたはアクラブ号を呼よび戻して、そして陛下を支えて欲しいの。王宮はドワークに懐かい柔じゆうされてしまっている。陛下は政権を立て直すのに苦労されると思うわ。わたし達はよそ者だから、口出しできない事も多い。今陛下を支えられるのは、あなた達みたいに心から国を愛している人達よ」

　ブシュラルは眉まゆ根ねを寄せ、ぐっと唇を嚙かみしめる。握にぎった手が震えていた。

「カッサラもきっと、あなた達に同じ事を言うと思う。カッサラはサウルナ国を愛しているもの。わたしはわたしにできる事。あなたはあなたにできる事をしましょう」

　ジャリスが微笑むと、ブシュラルはぎゅっと目を瞑った。頰を伝った涙を袖そででぐいっと拭ぬぐう。次に目を開けた時には、強い意志の光を瞳に宿らせていた。

「納なつ得とくはできない……。だって船長も副船長も、今もどこかで苦しんでいるかもしれない……。でも俺は……俺はサウルナ国の軍人です。上官の命令は絶対です。それに陛下をお守りする事こそ、軍人の務め。カッサラ船長はきっとそう言う。……アクラブ号を呼び戻します。船長達がいない間、俺が代わりを務めます！」

　ブシュラルの力強い言葉に、ジャリスはゆっくりと微笑んだのだった。
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　コダートは緊きん張ちようしていた。落ち着かない様子で室内を見回す。窓からは、満月に少しだけ足りない月が見えていた。優やさしい光が王宮の庭を照らしていたが、それを美しいと思う余よ裕ゆうはない。

　こんなに緊張したのは生まれて初めてかもしれない。王族に会った時も、海を荒あらし回る海うみ蜥蜴とかげの大おお頭がしらにあった時も、先日魔王マリードの姿を見た時でさえ、背中に汗あせが流れる事はなかった。

　コダートは、額にも浮うかんだ冷や汗をそっと拭った。

　ターラに呼びだされ、何事かと王宮の一室にやって来ると、待っていたのは思いもよらぬ人物だった。

「暑いのか？」

　表情一つ崩くずさないマラファムにきかれ、コダートは慌てて首を振る。

「い、いいえっ、大だい丈じよう夫ぶです！」

　声が裏返りそうになった。コダートは小さく咳せき払ばらいをする。

　先程からマラファムは、コダートの左隣の机で、書類に目を通していた。終わるまで話は待ってくれと言われ、促うながされた椅い子すに座っている。

（い、一体、何の用なんだ……？　それにしても、なんで俺はこんなに落ち着かないんだっ）

　商人をしていた時、知りあいが妻の父に会うのが億おつ劫くうだと、ぼやいていたのを思い出す。嫌きらいなわけではないが、妙みように緊張するからと。

　そんな事で悩なやむなんてと苦く笑しようしていたが、今はその気持ちが痛いほどよく判った。

　コダートが落ち着こうと、机の茶器に手を伸ばした時、扉とびらが開いてクアイが顔を見せる。

「お父上、ご挨拶が遅おくれました。来ていらっしゃると聞いて飛んで参りました！」

　にこやかなクアイは、堂々と挨拶すると、部屋に一歩踏ふみ入れた。コダートがいるのを見付け、一瞬頰ほおを引きつらせたが、すぐに自信満々な笑えみをマラファムに向ける。

「実はタバラン国から同盟へ寄付を……」

「結構です。寄付金なら、毎年タバラン国の国王スルタンから頂いていますから」

　マラファムが、書類から目を離はなさず答えた。あっさりと断られたクアイは、それでも次の手を見せた。

「で、では、船はどうです。お父上が乗られるにふさわしい……」

「それも結構です。船なら持っていますから。それより……」

　マラファムが顔を上げ、黒い瞳ひとみをクアイに向けた。鋭するどい視線に、さすがのクアイもぴくりと震える。

「あなたに父と呼ばれる覚えはありません。それからクアイ皇子、一度タバラン国にお戻もどり下さい。魔王マリードオシリスが蘇よみがえった以上、我々も傍ぼう観かんしているわけにはいきません。混乱するのを避さけるため、各国に発表するのはまだ控ひかえます。ですが、事情を知っているタバラン国とサウルナ国には、それ相応の協力をして頂きます」

　マラファムの声は、腹に響くように重かった。クアイでさえいつもの調子が出せないようで、ぐっと言葉に詰まったまま、顔を引きつらせている。

「し、しかし、ジャリスが……」

「ジャリスは大丈夫です。あなたはまず皇子として、ご自分の国の事をお考え下さい。……クアイ皇子、私はあなたに期待しています。あなたは国王スルタンとなるにふさわしい人物。私を失望させないでください」

　マラファムが、ほんの少し微笑ほほえんだ。それだけでクアイの表情がぱぁっと明るくなる。

「俺を、認めてくださるということかな？」

「ですから、あなた次し第だいです」

　再び書類に目を戻したマラファムに言われ、クアイは俄が然ぜん勢いづいた。

　そのまま背を向け足早に扉に向かう。

「ガーイムッ、出発だ！　タバラン国に戻るぞっ。お父上が俺を認めてくださるそうだっ。俺がジャリスの夫にふさわしいとな！」

　廊ろう下かで響いた声に、コダートは呆あきれてため息をついた。

「おいおい、いつそんな話に……」

　クアイの思考がどうしても読めない。なぜ国の事を考えろと言われて、ジャリスの夫として認められたと思えるのだろう。不思議でたまらなかった。

「あの思いこみの強ささえなければ、立派な皇子なんだが」

　いつの間にかすぐ隣に来ていたマラファムに、コダートは驚おどろいて立ち上がった。

「ああ、すまない。待たせてしまって。話があったんだ。かけてくれ」

　マラファムが、正面の椅子に座った。コダートも姿勢を正して、座り直す。

「なな、なんでしょうか？」

　思い当たる事はある。きっとジャリスとの婚こん約やくの事だろう。ターラが勝手に決めた婚約を、マラファムが快く思っているはずがない。

　思わず身構えたコダートだったが、マラファムが口にしたのは、まったく別の事だった。

「君の父上、スライマン皇子の事だ。私は彼と知り合った当時、バルク号の副船長をしていた。スライマン皇子に、君と君の母上の事を頼まれていたのに、守る事ができなかった。ずっと謝りたいと思っていたんだ。本当にすまない」

　コダートの父は、マハル王国を魔物ジン達の手から救う為ため、自らを犠ぎ牲せいにした。その事件に関かかわっていたのは、当時バルク号の船長だったターラと、マラファムとナッシルを含ふくめた乗組員達だ。

　コダートは、座ったまま深々と頭を下げたマラファムに、慌てて声をかける。

「頭を上げてください。もうすんだ事です。……俺は今、自由に旅も出来るし、魔物達の暗あん躍やくを止める事を目的に、充実した日々を送っています。母の事は、あなた達のせいじゃない。魔物だった母は、俺を産んだ時点で大分弱っていたらしいし。それに俺は今……幸せなんです」

　コダートが微笑むと、マラファムが顔を上げた。よく見ると、ジャリスに似ていると思った。細められた目元がそっくりだ。

「……君が望むなら、同盟に迎むかえたいと思う。私について、同盟の仕事を学ばないか？」

　本気なのだろう。マラファムの声も目も真しん剣けんだった。だがコダートはゆっくりと首を振る。

「いえ、俺は旅を続けます。指輪を捜さがして魔王を倒たおさなければ、アラバーナ大陸がどうなるか判わかりません……」

　そう言いながらも、頭に浮かんだのはハジの優しい笑顔だった。彼のした事は今でも許せない。騙だまされ続けていた幼い頃ころの生活を思い出すと、今でも胸が苦しくなる。

　それでも、ハジが向けてくれていた優しい笑顔に、少しでも真実があったとすれば……。

　コダートは一つ息をつくと、まっすぐにマラファムを見つめた。

「……なんて、あなたにこんな大義名分は通じないかもしれない。だから正直に言います。俺には守りたい人達がいる。その内の一人が魔王に捕とらえられています。一度は裏切られたけど、彼は俺達を助けてくれた。だから今度は俺が彼を助け出したいんです。……俺はこのままジャリス達と旅を続けます。大切な人達を守って戦う。それが俺の進むべき道だと思うから」

　マラファムの射い貫ぬくような鋭い視線の前で、噓うそはつけなかった。アラバーナ大陸を守りたいと思う。だが本当に守りたいのは、そこに住む大切な人達だ。

　コダートの決意を聞いたマラファムは、ゆっくりと頷うなずいた。

「……君の気持ちは判った。私達は出来る限り君達の援えん護ごをしよう」

　微笑んだマラファムに、コダートはほっと息をついた。辺りに漂ただよっていた緊きん張ちよう感かんが和やわらぐ。

（ターラみたいに我が強かったらどうしようかと思ったが、案外優しそうだ。怖こわそうなのも見た目だけかもな……）

　何だか嬉うれしくなったコダートは、勢いよく礼を言った。

「ありがとうございます！　お父さん」

　その途と端たん、マラファムの眉まゆがぴくんと跳はねた。コダートはすぐに自分の失言に気付く。だがもう遅おそかった。

「……お父さん？　君にもお父さんと言われる筋合いはないんだが」

　優しげだったマラファムの表情が一変した。額に浮かんだ青筋がぴくぴくと動き、黒い瞳がコダートを睨にらみつける。

「い、いや、あの……」

　マラファムが、ゆっくりと椅子にもたれかかる。

「そうそう、もう一つ話があったんだ。父が君とジャリスの婚こん約やくを勝手に決めてしまったようだが、私は反対だ。あの子はまだまだ子供だ。私の目の黒い内は、結婚なんかさせるつもりはない」

（目の黒いうちって……それっていつまでだよっ）

　聞きたかったが、そんな軽口を言える雰ふん囲い気きではなかった。先さき程ほどの緊張感よりもずっと重い空気が辺りに流れる。これは俗ぞくにいう〝殺気〟というやつだ。

「で、ですが……俺はジャリスを……」

　それでもコダートは、ここで負けてはならないと思った。

　魔物に捕らえられていた間、ずっとジャリスの事を考え続けていた。再び会えたなら、この気持ちを告白しようと決意していた。

〝一生お前を守り続ける〟と。

　だがマラファムの眼力は凄すごかった。じろりと睨まれただけで、コダートの背筋が震ふるえた。

「百ひやつ歩ぽ譲ゆずって千歩譲って、婚約の話は仕方ないとしよう。しかしジャリスは海かい賊ぞくになる為、旅をしている最中だ。余計な事で煩わずらわせたくない。君だってそう思うだろう？」

　有う無むを言わせぬ口調で詰つめ寄られ、コダートは思わず椅い子すの上で身を仰のけ反らせた。

「恋や結婚、そんなものにうつつを抜かしているようでは、ジャリスがたとえ試練を果たして旗を集めたとしても、海賊と認めるわけにはいかない」

　海賊として認められるには、各国の国王スルタンが出す試練を乗り越こえ、旗を集めなければならない。ジャリスは本来その為に、旅をしているのだ。

「そんなっ……。ジャリスは一いつ生しよう懸けん命めい試練を……」

「いいや、海賊は同盟の代表だ。恋れん愛あいに振ふり回されているような未熟な人間を、代表として認めるわけにはいかない」

　一見筋が通っているようだが、どう考えてもマラファムの私情が混じっている。

　その証しよう拠こに、冷静沈ちん着ちやくと評判の高い海賊同盟の盟主は、怒いかりに顔を染め、コダートを睨みつけていた。

「私の知りあいで、同じように娘むすめを持つ男がいる。彼は娘を、目の中に入れても痛くないと言っていた。もし恋こい人びとができたなら、相手を殺してやるとな。ああもちろん、これは知りあいの話だ」

（そ、それはどう考えたってあなた自身の話じゃ……）

　だがコダートは突つっ込む事ができない。そんな事をすれば、待っているのは〝死〟だ。

「だが彼の気持ちはよく判る。父親から大事な娘を奪うばうなら、相応の覚かく悟ごがないとな。君もよく覚えておくといい。まさかそんな事はないだろうが、一いつ緒しよに旅していてよからぬ事でもしたなら……」

　本音を口にしたマラファムに、コダートは思わず顔を引きつらせる。

「同盟が全力を挙げて、君の身み柄がらを拘こう束そくする。その時は何を言っても、私の監かん視し下で一生同盟の仕事をしてもらう。ジャリスには二度と会わせない。判ったな？」

　にっこりと笑うマラファムの周りで、凍こごえる程の冷たい風が吹ふき荒あれた。

（本気だ……。この目は絶対に本気だ。監視下での同盟の仕事って、ようするに監禁するって事だろっ。二度とジャリスに会えないのは困るぞ！）

　コダートは心の叫さけびを、ついに口にする事は出来なかったのだった。
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　ネイレス国に停てい泊はくしていたバルク号に戻ったジャリスは、甲かん板ぱんに立って思い切り背せ伸のびをした。真っ青な空と海、大好きな潮風の香かおりを胸むね一いつ杯ぱいに吸いこむ。

「気持ちいいーっ」

　波の音が心ここ地ちよく耳に響ひびいている。ネイレス国で修理したバルク号は、見み違ちがえるほど綺き麗れいになっていた。帆ほ柱ばしらを見上げると、バルク号の頂に旗が翻ひるがえっている。

　旗には全部で五枚の紋もん章しようが縫ぬいつけられていた。先日シャリフ王から渡わたされた鳳ほう凰おうの旗も、雄お々おしく風になびいている。

　シャリフ王は、ドワークから国印を取り戻した礼として、旗を授さずけてくれたのだ。試練として認めるに足る仕事をしたと、お褒ほめの言葉まで頂いた。

　だが喜んでばかりはいられない。指輪の在り処かも判らないし、カッサラの行方ゆくえも依い然ぜんとして不明のままだ。おそらく火山の宮きゆう殿でんに捕らえられているのだろう。

　無事でいてほしい、それがジャリスの心からの願いだった。

「ジャリス、シャルマ達が買い出しに行ったぞ」

　船室から出てきたコダートに、ジャリスは振り向いて頷いた。

「これからサウルナ国は、どうなるんだろうな」

　隣となりに来たコダートが、海を見つめて呟つぶやいた。

「ターラが残って、後始末するって言ってたわ。父さんもしばらくサウルナ国に滞たい在ざいして、シャリフ王の補ほ佐さをするそうよ……後は父さん達に任せましょう」

　コダートが、なぜか顔を引きつらせた。不思議そうに見上げると、慌あわてて口を開く。

「そそ、そうだな。後は任せて、俺達はランプの精を捜さがすんだったな」

　何だか様子がおかしい。ジャリスは首を傾かしげたが、コダートは焦あせった様子で話を続けた。

「そのランプの精霊ジヤーンとやらは、どこにいるんだ？」

「……居場所はアブウが知ってるって。ねぇ、アブウ？」

　いつもなら、ぶるぶる水差しを震わせて返事するアブウだが、今は沈ちん黙もくしたままだ。

　驚おどろいた事に、ランプの精霊ルーレルは、アブウの事が好きらしい。だがアブウは苦手なようで、ルーレルの所に行くのは嫌いやだと泣きわめいた。何とか説得したが、不満は残っているらしく、すねて顔を出さない。

「もう、しょうがないわね……」

　ジャリスが更さらにアブウに話しかけようとすると、ふいに背後でドスンッと音がした。慌ててふり向いたジャリスは目を見開く。

「リンド！　どうしてここにっ？」

　甲板の中央でうずくまっていたのは、人間の姿をしたリンドだった。身体からだからは血を流し、はぁはぁと肩かたで息をしている。顔は苦痛に歪ゆがんでいた。

「……ジャリス、大変だ！　オシリス様が……カッサラの身体を乗っ取ったっ」

　駆かけ寄ったジャリスとコダートに、リンドが呻うめきながら叫んだ。

「なんですって！」

「カッサラがオシリス様になっちまったんだ。ラシッドの奴やつ、カッサラは助けるって、ううっ」

　倒たおれ込もうとしたリンドを、ジャリスとコダートが支える。

「リンドッ、ハジはどうした！」

　だがリンドは、コダートの問いに答える事はなかった。

「しっかりして、リンド！」

　ジャリスは必死で身体を揺ゆさぶったが、リンドの反応はない。ぐったりと力が抜ぬけ、気を失っていたのだった。




　シャルマ達が買い物から帰ってきた時は、もうとっぷり日がくれていた。彼らを出で迎むかえたジャリスは、甲板に乗組員全員を集めると、先程リンドが現れた事を話した。

「リンドが……？　ジャリス、彼は確かに私達を助けてはくれましたが、シャイターンなのです。油断していると、また以前のように裏切られますよ」

　シャルマが眉まゆ根ねを寄せて、腕うで組ぐみする。ナッシルとリクも、険しい表情で頷うなずいた。

「ああ、俺もあいつは信用ならねぇな」

「俺もだよ。あいつ、ジャリスが信用してるのをいい事に、指輪を奪ったんだろ。許せないよ」

　怒りを顕あらわにした彼らを、ジャリスは両手で押しとどめた。

「でも彼は、情報を持ってきてくれたわ。やっぱり火山の宮殿は、オシリスが造りだしたらしいの。オシリスは……カッサラの身体を乗っ取ったそうよ」

　シャルマ達が目を見開いた。そこへコダートが、苦しそうに目を伏ふせて口を開く。

「ハジは石にされて、宮殿の壁に埋うめ込まれているそうだ。宮殿を維い持じする為ために、魔力を永遠に吸い取られるらしい。オシリスを倒せば……ハジをそこから助け出せるかもしれない」

　リンドの話はジャリス達にとって厳しい物ばかりだったが、有益な情報には違ちがいなかった。

「残り二つの指輪を手に入れれば、オシリスを倒す足がかりになるかもしれないわ。……それでね、わたしある事を決めたの。みんなには、その、事後承しよう諾だくになってしまうんだけど……」

　ジャリスはそこで一度言葉を句切り、大きく息を吸いこんだ。

「バルク号にもう一人、乗組員が増える事になったわ」

　意味が判わからなかったのか、シャルマが眉根をよせたが、すぐにはっとして声を上げた。

「ま、まさか……！」

「ジャリスー、この服ちょっと大きい」

　船室の扉とびらが開いて、間延びした声が聞こえた。見るとジャリス達と同じ、白い船服に身を包んだリンドが出てくる所だった。赤い軍服を見慣れているだけに違い和わ感がある。だが結構似合っているとジャリスは思った。

「しょうがないわよ。それしかないんだもの、我が慢まんして。それより傷はもういいの？」

　ジャリスが聞くと、リンドは肩を竦すくめた。先さき程ほどは息も絶え絶えだったが、今はそんな様子はみじんもみせない。

「うん、もう平気だぜ。ちょっと寝たからさ」

　リンドの吞のん気きな返事を聞いて、シャルマがジャリスに詰つめ寄った。

「ジャリスッ、今まであなたのする事に、私は反対しませんでした。ですがこれは駄だ目めです。彼はシャイ悪ターン魔なんですよ！」

「そうだぞ、ジャリス。元々はこいつが指輪を奪っていったせいで、オシリスが蘇よみがえったんだ。こいつの話が全部噓うそで、ラシッドに命じられて、俺達の船に乗り込んできたんだとしたらどうする。カッサラを人ひと質じちにとられているなら、こいつは何だってするんだぞ！」

　ナッシルの言う事も、尤もつともだと思う。だがジャリスは、乗組員達を見回した。

「でも……リンドはあの状じよう況きようで、わたし達を助けてくれたわ。わたしはもう一度だけ信じてみようと思う。彼の話が本当なら、カッサラを救う為に指輪を捜さがしたい気持ちもよく判るし、それにわたし達の知らない事を彼は知ってる。オシリス達を倒すなら彼が必要よ。乗組員になって欲しいと誘さそったのはわたしよ。リンドも指輪を捜すと言うから、だったら協力した方が得策だもの。……彼は誓ちかってくれたわ。もう二度と裏切らないって。そうでしょ？　リンド」

　最後の言葉は、リンドに向かってだ。彼は船服の襟えり元もとを緩ゆるめ、にやりと笑う。

「目的が一緒な限りは裏切らないさ。俺は役に立つぜ。精霊や半魔物なんかよりずっとな」

　聞こえたのか、アブウが水差しからぽわんと姿を現した。

「なんて言いぐさですぅ。あなたはアブウより後から入ってきたんですからね。アブウは先せん輩ぱいなんだから敬いなさーい！」

　珍めずらしく命令口調のアブウだが、リンドはふんと鼻を鳴らして肩を竦めた。

「ああ、こわいこわい。でもお前の水みず鉄でつ砲ぽうなんか、俺の炎ほのおの魔法で一発で蒸発させられるぜ」

　リンドは人差し指をつきだして、アブウを狙ねらう仕草をする。アブウはぶるぶると震ふるえて、慌てて水差しに戻ってしまった。

「リンドッ、みんなと仲良くしてって言ったでしょ」

　ジャリスが腰こしに手を当てると、リンドはふふんと笑った。

「仲良くねぇ……まあ努力してみるよ、でも俺よりそっちの奴らに言い聞かせたらどうだ？　俺はお前が乗組員になってくれって言うから、しかたなく一緒に行くんだ。カッサラが元に戻る可能性があるとしたら、残り二つの指輪が鍵かぎだ。お前達なら指輪を捜し出す方法を知っているだろうしな。それまでは何でも協力してやるし、乗組員にだってなってやる」

　リンドが腕組みすると、シャルマが眉根を寄せた。

「ジャリス、こんな奴を船に乗せる気ですか？」

「大だい丈じよう夫ぶよ。リンドは口ほど性格は悪くないって、ブシュラルが言ってたもの」

　微笑ほほえんだジャリスに、リンドが慌てふためいた。

「ば、馬ば鹿か言ってんじゃねぇっ。と、とにかく一緒に旅するなら、俺の足を引っ張るなよっ」

　強がるリンドを見て、ジャリスは苦く笑しようする。シャルマ達は不満げだが、結局文句を言うのは止めたようだ。仕方なさそうにため息をついている。

　ジャリスはそのまま、大おお海うな原ばらに目をむけた。

（必ず指輪を捜しだして、カッサラ達を助け出してみせるっ）

　心の中で誓いを立てたジャリスの頰ほおを、優やさしい潮風が撫なでる。

　バルク号に吹ふき込んだ新しい風が、追い風なのか向かい風なのか、それはどこまでも続く青い海だけが知っていた。

　　　　[image: ]

　ジャリスはやっと静かになった甲かん板ぱんで、一人夕焼けを眺ながめていた。ついさっきまでリンドとシャルマ達の言い合いが続いていたが、船長命令の発動で、どうにかおさまった。

「ジャリス、リンドはとりあえず、俺とナッシルの部屋に住まわせるよ」

　背後から声をかけたのはコダートだ。顔にはありありと疲つかれの色が見える。

「ご苦労様。何とか仲良くしてくれるといいけど」

「ああ、難しいけどな。リンドの奴、どうして一人部屋じゃないんだってわめいてるよ」

　苦笑したコダートが、ジャリスの隣に立って、手すりにもたれた。

　橙だいだい色いろの夕焼けが、コダートの顔を照らしていた。二人の間に沈ちん黙もくが流れる。何だかジャリスは落ち着かなくて、逃にげ出したい気分になっていた。なぜこんな気持ちになるのだろうと考えて、ふいにジャリスはある事を思い出す。

（き、聞きたい……でも何て聞こう）

　ジャリスは思わず口ごもる。ずっと気になっているのは、ジャリスを助ける為に、コダートがラシッドに連れて行かれた時の事だ。半分意識を失いかけた時、おでこに何か柔やわらかい物が触ふれた。

　あれが何だったのか、凄すごく気になっていた。

「そういえばジャリス」

　押し黙だまってしまったジャリスに、コダートが声をかけた。

「一つ聞きたかったんだが、お前、あの遺い跡せきで俺の事を大切な人だって言っただろ？　どういう意味だ」

　真しん剣けんな眼まな差ざしを向けられて、ジャリスの心臓がどくんと大きく脈打った。

「え……えっと、それは……」

　あの時に何を言ったのか、正確にはジャリスも覚えていない。コダートを渡わたしてはならないと、ただそれだけを思っていた。

　口ごもったジャリスを見て、コダートはふっと微笑んだ。

「言わなくていいよ。判ってる」

　ジャリスは慌あわてて顔を上げた。なぜか真正面からコダートの顔を見るのが恥はずかしかった。

　俯うつむき加か減げんのジャリスの頰に、コダートがそっと触れた。

　優しい黒い瞳ひとみで見つめられ、ジャリスの心臓が勝手にどくどくと脈打った。顔がぽっと熱を持ち、やけにさざ波の音が耳につく。

（わ、わたし、何でこんなに顔が赤くなっちゃうのっ。熱でもあるの!?　これって病気？）

　思わずあたふたしてしまったジャリスだが、何とか息を整えてコダートを見上げた。

「わ、判ってるって……本当に？」

　この自分でもよく判らない気持ちを、彼は判るというのだろうか。

　首を傾かしげたジャリスを見て、コダートが目を細めた。

「ああ……〝大切な仲間だ〟って言いたかったんだろ？」

　にっこり笑ったコダートに、ジャリスは思わずきょとんとした。

「え？　あ、いえ、それはそうなんだけど……」

　しどろもどろのジャリスに、コダートは頰から手を放して、うんうんと頷うなずいた。

「大丈夫だよ、ちゃんと判ってるって。でもジャリス、お前は無意識にそういう事を言いすぎる。俺だからいいけど、他ほかの奴やつに言ったりしたら駄目だぞ。変な風に取る奴もいるからな」

　コダートはそれだけ言うと、ジャリスに背を向けた。大きくのびをして船室に向かう。

「じゃあ俺、ナッシルに呼ばれてるから」

　コダートが去っていくのを、ジャリスは呆ぼう然ぜんと見つめた。手を伸ばしたが、何と言って声をかけていいのか判らない。

（た、確かに大切な仲間なんだけど……。でもなんか違ちがう気がするわよっ。コダート！）

　心の叫さけびは声にならなかった。ジャリスはがっくりと肩かたを落とし、大きなため息をついたのだった。

　　　　[image: ]

「根こん性じようなし。お前また、絶好の機会を逃のがしたぞ」

　コダートが船室に続く扉を開けると、腕を組んで壁にもたれたナッシルが声をかけた。

「しょうがないだろ、あんたの兄貴が脅おどしてきたんだ。今はまだ俺の立場は弱い。同盟に監かん禁きんされて、二度とジャリスに会えなくなると困るからな。……俺は離はなれている間ずっと思っていた。一緒にいられないのが一番辛つらい」

　仏ぶつ頂ちよう面づらのコダートに、ナッシルが軽く目を見開いた。

「おや、そんなにはっきり自分の想おもいを口にできるなんて驚おどろきだ。いつも口ごもってたコダートは、どこにいったんだ」

　からかうようなナッシルに、コダートはふっと笑えみを浮うかべた。

「俺は今まで、欲しい物は自分の手でつかみ取ってきた。自分の気持ちを認めた以上、もう立ち止まったりしない。俺はジャリスの婚こん約やく者だ。最大限それを活用させてもらうさ。親が何て言っても、要は本人達の意志だ。……俺が本気になったらどうなるか、楽しみにしてろよ」

　ふふんと笑ったコダートに、ナッシルが肩を竦めた。

「言うねぇ。それじゃ、お手並み拝見といこうか」

　苦笑したコダートは、自室へと足を向けた。焦あせりは禁物だ。ジャリスの心を手に入れるにはどうすれば一番いいのか、コダートはこれからの計画をじっくりと練る事にした。







　あとがき







　こんにちは。伊藤たつきです。『アラバーナの海賊たち』もようやく五巻目。いかがだったでしょうか？

　二巻辺りから考えていたことが、今回のラストでやっと実を結びました。みなさんに受け入れて頂けると嬉うれしいのですが。

　第一章が終しゆう了りようということで、今回はメインキャラが総出演です。自分でもキャラの多さにびっくりです。いつのまにこんなに増えたのでしょう。そのせいか、ページ数も過去最高になってます。お話を考えていた時点で、担当さんに〝ボリュームありますよね〟と言われ、そんなこともないよなぁと吞のん気きに書き始めました。でも、さすが担当さんはプロ。予言通り、書いても書いても終わらず、泣きそうになってしまいました。

　そんな伊藤の、汗あせと涙なみだの結けつ晶しようの五巻です。みなさんに楽しんで頂ければ幸いです。




　あ、そういえば、ジャリス達がサウルナ国に来るまでの、砂さ漠ばくでの珍ちん道どう中ちゆうが、二〇〇八年の七月末に発売予定の雑誌『The Beans VOL.11』に掲けい載さい予定です。よかったら、そちらも読んで頂けると嬉しいです。




　七なな海み慎しん吾ご様。いつも華か麗れいで素す晴ばらしいイラストをありがとうございます。シャリフ王がイメージにぴったりで、ラフ絵を見たときに歓かん喜きの叫さけびを上げてしまいました。ジャリスの花はな嫁よめ衣い装しようも可愛かわいいです！　イラストを見ながら、にやにやしっぱなしでした。




　担当様。いつもいつも根気よく指導してくださり、ありがとうございます。ぼうっとしていて理解力の悪い伊藤ですが、やる気だけはあるので、これからもよろしくお願いします！




　本書を読んでくださった皆みな様さま。本当に本当にありがとうございました。皆様のおかげで、五巻まで続けられました。感想のお手紙など頂けると、伊藤は泣いて喜びます。




　次回からは、新章に突とつ入にゆうします！　新生バルク号の活かつ躍やくを、温かい目で見守ってくださると嬉しいです。

　それでは、またお会いできることを祈いのって。
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